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青
少
年
育
成
で
「
映
画
会
」
／

「
郵
便
ポ
ス
ト
」
は
な
ぜ
赤
い
の
？

中
央
保
育
園
で
、
十
一
月

十
六
日
職
場
見
学
と
し
て
「
川

俣
郵
便
局
（
局
長
‘
鯉
沼
寛

治
）
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
‘
園
児
た
ち
に
ぷ
子

ぶ
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
行
わ
れ
た
も
の
で
I
i

皆
さ
ん
‘
真
剣
な
目
指
し
で
‘

鯉
沼
局
長
の
お
話
に
耳
を
か

た
む
け
て
い
ま
し
た
。

質
問
で
は
＂
ポ
ス
ト
は
な

ぜ
赤
い
の
？
、
な
ど
珍
問
が

続
出
。

局
長
さ
ん
、
汗
を
ふ
き
ふ

き
の
答
弁
で
し
た
。

「
青
少
年
育
成
補
導
推
進

員
連
絡
協
議
会
（
会
長
、
丸

山
竹
一
郎
）
で
、
「
映
画
会
」

を
実
施
。
．

村
の
将
来
を
担
う
‘
青
少

年
の
健
全
育
成
を
訴
え
ま
し

た
。
各
地
区
十
七
会
場
で
放

映
さ
れ
ま
し
た
。
鑑
賞
後
参

加
者
全
員
よ
り
感
想
を
述
べ

合
っ
て
意
見
交
換
か
行
わ
れ
、

「
た
め
に
な
っ
た
映
画
だ
っ

た
」
「
自
分
の
家
庭
を
も
う
一

度
見
直
し
て
み
た
い
」
な
ど
、

絶
賛
の
声
か
多
く
あ
か
り
ま

し
た
。

1
1月
1
9
日
、
「
村
民
文
化
大
学
」
の

二
番
手
の
講
師
、
中
村
祐
造
さ
ん
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
か
社
会
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
内
の
マ
マ
さ

ん
チ
ー
ム
と
中
学
生
バ
レ

ー
部
員
二
0
0
人
を
指
導
。

最
初
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
ら
始

ま
り
、
パ
ス
‘
レ
シ
ー
ブ

の
姿
勢
な
ど
、
基
本
を
重

点
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
特

に
‘
レ
シ
ー
ブ
で
は
ボ
ー

ル
を
恐
が
っ
て
い
る
と
容

赦
な
く
強
い
ボ
ー
ル
か
飛

ん
で
き
ま
す
。
必
死
で
レ

シ
ー
ブ
す
る
皆
さ
ん
、
普

段
と
は
ち
か
う
目
つ
き
で

ボ
ー
ル
を
追
っ
て
い
ま
し

た
。
”
や
っ
ば
り
元
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
選
手
は
ち
か
う
な

あ
ー
“
の
声
か
多
か
っ
た

よ
う
で
す
。

中村祐造さんの指導はきつい．グ
ママさん・中学生バレーを指導

矢
島
地
区
で
は
‘
こ
の
程
、

国
体
推
進
・
道
路
拡
幅
な
ど

も
あ
っ
て
そ
れ
を
機
に
薬
師

堂
新
築
•
長
良
神
社
境
内
整

備
工
事
な
ど
一
連
の
区
施
設

を
新
装
し
ま
し
た
。

そ
の
落
成
を
記
念
し
て
、

関
係
者
を
招
待
し
、
区
民
と

f9

ベ

共
に
喜
び
合
い
ま
し
た
。
＇
‘

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
‘
u
'

応

区
民
に
よ
る
芸
能
大
会
か
十
p
柿
巧

一

一
月
二
十
三
日
、
区
の
集
落
f
芸
｛
，

~
ヽ

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
一
足
i
i
ー
J
i

早
い
正
月
が
き
た
よ
う
な
‘
[
『

に
ぎ
や
か
に
完
成
を
祝
い
ま
r
r
“

、

し
た
。
[
?

「
先
生I
．
こ
ん
な
大
き
な

お
イ
モ
か
と
れ
た
あ
…
…
」

と
園
児
た
ち
の
声
が
飛
交
っ

た

1
0月
2
9日
、
中
央
幼

稚
園
で
、
さ
つ
ま
い
も
堀
り

か
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は

当
園
内
の
片
隅
に
園
児
た
ち

か
植
物
観
賞
用
と
し
て
自
分

た
ち
で
育
て
た
と
あ
っ
て
大

は
し
ゃ
ぎ
で
い
も
掘
り
に
熱

中
し
て
い
ま
し
た
。

掘
っ
た
い
も
は
、
オ
ヤ
ツ

と
イ
モ
版
画
に
利
用
さ
れ
ま

し
た
。 自

分
た
ち
で
育
て
た
イ
モ
が
こ
ん
な
に
I

一
足
早
い
お
正
月
気
分

I
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元気な園児たち…•（東保育園にて）

59年度保育園児募集
0
入
園
資
格

村
内
の
住
民
で
、

母
親
か
働
い
て
い

た
り
病
気
な
ど
で

幼
児
の
保
育
に
当

た
れ
す
、
他
に
も

保
育
に
当
た
れ
る

人
か
な
く
‘
家
庭

で
の
保
育
に
欠
け

る
と
認
め
ら
れ
る

世
帯
の
幼
児

〇
募
集
期
間

昭
和
5
8年
1
2月

1
5日
か
ら
5
9年
1

月
7

日

®
募
集
人
員

▼
東
保
育
園
九
十
名

▼
中
央
保
育
園
百
二
十
名

▼
西
楳
育
園
九
十
名

〇
募
集
対
象
者

就
学
前
の
幼
児

〇
申
請
方
法

役
場
住
民
課
又
は
、
各
地
区
の
民

生
委
員
方
に
申
請
用
紙
か
あ
リ
ま
す

の
で
必
要
事
項
を
記
載
の
上
‘
住
民

課
又
は
‘
民
生
委
員
方
に
提
出
し
て

:
1
2
月

1
5日
か
ら
5
9年
1

月
7

日
ま
で

受
付
は

• 

村民バレーボール大会結果

（男子の部）
奎
定
年
延
長
奨
励
金
定
年
年
齢

を

5
6歳
以
上
に
引
き
上
け
た
事
業
主

大
成
ク
ラ
フ

フ
ァ
イ
タ
ー
ス

農
菜
選
抜

一
位

稔
親

役
場
職
員
ク
ラ
フ

二
位

ェ
ロ
ィ
？
ー
ス

（女子の部）

つ
く
し

二
位

上
江
黒

に
助
成
さ
れ
る
も
の
で
‘
定
年
引
上

げ
の
促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

圏
高
年
齢
雇
用
確
保
助
成
金

6
0

歳
以
上
の
定
年
を
定
め
て
い
る
事
業

主
で
あ
っ
て
、
再
雇
用
制
度
の
雇
用

延
長
制
度
を
設
け
る
こ
と
に
よ
リ
‘

そ
の
定
年
に
達
し
た
労
働
者
を
引
続

き

6
1歳
以
上
の
年
齢
ま
て
雇
用
す
る

第
2
7回
村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

か
、
1
1月
1
3日
、
社
会
体
育
館
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

年
々
盛
ん
で
‘
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
す

る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

見
事
優
勝
し
た
の
は
、
男
子
の
部

で
「
農
業
選
技
（
代
表
、
久
保
田
圭

一
）
」
チ
ー
ム
・
女
子
の
部
で
「
明
和

西
受
好
会
（
代
表
‘
秋
野
公
江
）
」
の

チ
ー
ム
で
し
た
。

江
口
新
生
ク
ラ
フ

三
明
ク
ラ
フ

明
和
ク
ラ
プ

新

里

明
和
西
愛
好
会一

位

工
し
□
7つ

フ

: 優勝した「明和西愛好会」
------------------------------------------

「
明
和
西
愛
好
会
」
・
「
農
業
選
技
」
が
＞

村
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・

定
年
延
長
等
を
行
っ
た

事
業
主
に
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

く
だ
さ
い

（
第
8
8回
）

夜
か
長
く
な
り
ま
す
と
‘
私
は

好
き
な
本
を
開
く
の
か
何
よ
り
の

楽
し
み
で
す
。
私
か
本
好
き
に
な

っ
た
の
は
周
り
か
‘
本
好
き
に
な

っ
た
か
ら
の
一
言
に
尽
き
ま
す
。

親
か
そ
う
で
し
た
し
、
小
学
校

で
は
鉗
日
、
石
坂
浩
二
の
よ
う
な

ソ
フ
ト
な
声
の
先
生
か
「
ジ
ャ
ン

グ
ル
ブ
ッ
ク
」
「
小
公
女
」
な
ど
読

み
聞
か
せ
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

学
生
時
代
は
文
庫
文
を
買
合
っ
て

級
友
同
士
で
読
み
合
っ
た
も
の
で

す
。
学
校
で
は
、
毎
朝
黒
板
に
高

村
高
太
郎
の
詩
「
道
和
」
「
中
」

な
ど
を
褐
げ
大
声
で
読
ま
せ
る
と

事
業
主
に
対
し
て
助
成
す
る
も
の
で

吉
向
年
齢
者
の
雇
用
確
保
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

※
な
お
‘
受
給
で
き
る
事
業
主
・
受

該t心 l 、9 を認幻勺
＝題字・文とも石崎さん＝ ●§'墨層』椿●
石崎さんは、現在、読書サーク

ル「カトレヤ読書会」に所属して

います。週に三冊は本を読むとい

う読書家です。読書家はぜひサー

クルヘとおっしゃっていました。

明

朗

給
額
・
受
給
手
続
（
翌
年
の
1

月
3
1

日
ま
で
）
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
館
林

職
業
安
定
所
(
6⑰
4
3
6
5
)
に

こ
相
談
く
だ
さ
い
。

い
っ
た
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
今

と
ち
か
っ
て
の
ん
び
り
し
て
い
ま

し
た
か
ら
そ
の
点
恵
ま
れ
て
い
た

の
で
す
。
私
の
読
書
法
は
‘
絵
本

か
ら
小
説
、
古
典
‘
写
真
集
‘
工

ッ
セ
ー
と
手
当
り
次
第
気
に
入
っ

た
題
名
、
作
者
か
ら
読
ん
で
し
ま

い
ま
す
。
と
に
か
く
数
を
読
む
乱

読
で
す
。
こ
ん
な
読
み
方
は
い
け

な
い
な
あ
ー
と
思
い
ま
す
か
、
で

も
、
自
分
の
経
験
‘
体
験
以
外
の

事
を
知
り
‘
心
か
広
く
持
て
た
ら

と
淡
い
望
み
を
持
っ
て
い
ま
す
。

主
人
も
子
供
も
本
か
好
き
‘
図
書

館
か
あ
っ
て
助
か
っ
て
い
ま
す
。
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＝第 5 回新春マラソン大会＝

第 5 回新春マラソン大会が、次のとお

り開催されます。皆さん、ふるってご参

加ください。

圏実施日 59年 1 月 15 日（日）

圏対象者 小・中学生・村民一般

圏部門及び距離

●小学生 1 • 2 年 1.0km 

●ff・ 3 • 4 年1.2km 

• 11 5 • 6 年 1.5km 

●中学生 （男） 5.0km 

●ff（女） 3.0km

●一般（高校生以上）

（男） 5.Okm

（女） 3.0km

●壮年 (30オ以上）

（男） 3.0km

（女） 2.0km

●スポーツクラブ対抗戦

1 チーム 5 名による団体戦

男（一般） 3.0km 

●健康マラソン

男女（一般） 2.0km 

※お問い合せは社会体育館へ

TEL (84)4626 

1
2月
1
7
.
2
4
日
午
後
1

時

3
0分

陶
芸
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
1
8日
午
前
9

時
3
0分

藩
付
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
1
8日
午
前
9

時
3
0分

放
送
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
2
1日
午
前
9

時
3
0分

料
理
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
2
1日
午
前
1
0時

婦
人
学
級
（
公
）

圏
日
時

1
2月
2
3日
午
前
1
0時

手
芸
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
2
5日
午
前
9

時
，

書
道
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
2
5日
午
前
9

時
3
0分

ジ
ュ
ニ
ア
・
リ
ー
ダ
ー
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
2
7日
午
前
9

時

※
詳
細
は
、
（
公
）

は
中
央
公
民
館
に

（
体
）
は
、
社
会
体

育
館
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。

村 の ｀
つ

一、、

一
き

12 月
10 日 年末年始県民総ぐるみ交通安

全運動59年 1 月 9 日まで

新設高校土地売買契約調印

在宅歳末慰問

人権（行政）心配ごと相談

妊婦健診

健康相談

衆議院議員総選挙

最高裁判所裁判官国民審査

22 日 第 4 回村議会定例会

23 日 施設歳末慰問

28 日 御用納め

31 日まで交通非常警報発令中

13 日

13 日

15 日

II 

16 日

18 日

59年 1 月
4 日 御用始め

12 日 乳幼児健診

圏
早
川
久
美
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
亡

父
の
供
養
の
た
め
、
七
十
万
円
（
東

小
・
西
小
学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
二
十
万

円
、
中
学
校
に
三
十
万
円
）
相
当
の

書
籍
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
社

会
福
祉
協
議
会
の
奉
仕
銀
行
に
三
十

万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

圏
「
み
や
ま
カ
ラ
オ
ケ
教
室
」
深
山

浩
二
さ
ん
（
大
佐
貫
）
は
、
社
会
福

祉
の
た
め
に
と
社
会
福
祉
協
議
会
の

奉
仕
銀
行
に
二
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し

こ
。t
 

圏
財
団
法
人
山
田
文
庫
、
理
事
長
、

松
浦
幸
雄
さ
ん
（
高
崎
市
下
佐
野
町
）

は
、
東
小
学
校
に
三
十
万
円
相
当
の

書
籍
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

親
子
創
作
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
1
1日
午
前
9

時
3
0分

寿
学
級
（
公
）

圏
日
時

1
2月
1
3日
午
後
1

時
3
0分

コ
ー
ラ
ス
教
室
（
公
）

圏
日
時

1
2月
1
3
.
2
0
日
午
後
7

時

成
人
講
座
（
公
）

圏
日
時

1
2月
1
4日
午
前
9

時
3
0分

油
絵
教
室
（
公
）

0

期
日

5
9年
2

月

1
7
.
1
8
.
1
9

日

0

会
場
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場

〇
募
集
人
員

3
0名

0

参
加
費
用

1

万
3
0
0
0

円

〇
申
込
み

5
9年
1

月

3
1日
ま
で
に

社
会
体
育
館
へ

ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集
ー

文
芸
欄

止
め
置
き
し
車
上
の
猫
は
小
春
日
を

身
動
き
せ
ず
に
家
人
待
ち
を
り

福
田
初
江

白
砂
に
朽
ち
果
て
行
か
ん
流
木
の

花
も
実
も
咲
く
季
も
あ
り
し
に

原
口
美
津
子

ふ
と
こ
ろ
に
入
れ
て
温
も
る
親
の
愛

返
す
事
な
く
逝
き
し
今
に
悔
め
ど

橋
本
和
江

圏
日
時

「
今
月
の
セ
ン
テ
ン
ス
（
文
章
）
」

欄
と
し
て
、
村
民
の
皆
様
か
ら
読
書

な
ど
で
、
感
動
・
共
鳴
さ
れ
た
こ
と

（
文
の
一
節
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
）

を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
“
広
報
め
い
わ
“

で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
役
場
広
報
係
ま
で
、
ご
寄

稿
又
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

註
闘
“
ー
お
知
ら
せ
版
読
書
家
の
あ
な
た
ヘ

お
知
ら
せ

全
国
で
話
題
（
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
）

の
本
は
次
の
も
の
で
す
。

〇
続
気
く
ば
り
の
す
す
め

（
鈴
木
健
二
著
）

0

生
き
て
行
く
私
山m（

宇
野
千
代
著
）

0

二
つ
の
祖
国
山
（
山
崎
豊
子
著
）

〇
迷
走
地
図
山m
（
松
本
清
張
著
）

0

エ
ク
セ
レ
ン
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー

（
ピ
ー
タ
ー
ズ
他
著
）

0

第
五
世
代
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

（
フ
マ
イ
ゲ
ン
バ
ウ
ム
著
）

0

気
く
ば
り
の
す
す
め（

鈴
木
健
二
著
）

0

彩
り
河
山
口
（
松
本
清
張
著
）

0

霧
の
中
（
佐
川
一
政
著
）

〇
少
年
版
人
間
革
命
（
池
田
大
作
著
）

る→

お
詫
び
お
よ
び
訂
正

1
0月
号
の
お
め
で
た
の
欄
で
奈
良

岳
史
と
あ
り
ま
し
た
が
奈
良
岳
央
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
申

し
あ
げ
ま
す
。

横
塚
藤
市

始
澤
雄
司

奈
良
ウ
タ

氏

名

87 82 60 閣
：：：：：：世

房政は帯
新主

彦雄雄

ー
死
亡
ー

愛

新
里

千
津
井

梅
原

1
1月
7

日

1
1月
1
1日

1
1月
1
5日

地
区
死
亡
月
日

—
出
生
ー

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

早
川
陽
一
郎
幾
永
長
男
大
輪

1
0月
2
3日

奈
良
徳
代
徳
男
長
女
田
島

1
0月
2
4日

阿
部
友
哉
博
長
男
斗
合
田

1
0月
2
5日

奥
澤
香
織
憲
治
二
女
新
里

1
0月
2
6日

今
成
昌
代
章
二
女
須
袈

1
0月
2
9日

村
田
直
樹
憲
司
長
男
大
輪

1
1月
1

日

松
本
恵
美
陽
作
二
女
須
賀

1
1月
5

日

小
此
木
佑
太
義
昭
長
男
上
江
黒

1
1月
8

日

秋
山
晃
司
茂
好
長
男
江
口

1
1月
9

日

橋
本
彰
夫
信
昭
三
男
中
谷

1
1月
1
8日

藤
沢
正
之
二
女
南
大
島

1
1月
2
1日

・
々
よ
｀

:
`
`
¢
<
f
升
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11 月の

救急車出動回数
●交通事故 6 件
●急病 4 件

●その他 2 件
●計 12 件

: 館林邑楽地区 館 林 地 区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科 外 科 千代田地区
日 横田医院 後, 2~ 康）医院 増田医院ff(72) 1387 宇沢医院 小西医院

12 月 18 日
合(72) 0 2 5 5 云 3 9 7 5 阿久津医院合(72)3315 合(74) 8 7 6 I 云 (86) 2 2 6 I 

曜
白沢医院 4ヽ 7, 医院 田内医 塁 て9{ 72 } 3855 館 芯 医院 竹越医院12 月 25 日
ft (72) I 6 0 0 云(0 6 0 6 須田医 ft 72 0862 ff(2  I I 2 合(84) 3 I 3 7 

当

1 月 1 日 落 喜 医院 大神医院 大塚医院合(72)0176 寺内医院 館林地区が

番
ff(7 0 I 6 0 云0276(62)2200 多々良診療所合(72)3060 ff(72)3 0 3 I 担当します

1 月 8 日 根 喜 医院 JII 開鼻科医院 ゆたか医院ff(73) 7308 礫川堂医院 竹越医院

医 ff(3262  合 3 3 I 4 後藤（愛）医院合(72)0134 ff(74)0 I 8 4 云 (84) 3 I 3 7 

1 月 15 日 古屋（恒ぶ 医院 原医院 上野医院合(72)3330 永寿堂医院 小西医院 で

ft0276(6 6161 云 (72) I 9 3 6 森下医院ff(73)7776 ff(72)4 4 6 9 fi'(86) 2 2 6 I で

年
賀
状
は
お
早
め
に

お
出
し
く
だ
さ
い

親
と
子
が
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

親
子
の
人
間
関
係
を
深
め
、
家
族
相

互
の
交
流
を
通
し
て
豊
か
な
心
を
養

お
う
と
県
立
妙
義
少
年
自
然
の
家
で

実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

▼
内
容
：.. 
ど
ん
ど
焼
・
正
月
遊
び

▼
期
日
…
．
昭
和
5
9
年

1

月

1
4
.
1
5
日

の
二
日
間

▼
対
象
者
：
•
•
県
内
に
在
住
す
る
親
と

子
（
小
中
学
校
児
童
•
生
徒
）

▼
費
用
：.. 

一
人
当
リ
一
五
0
0
円

年
末
（
ボ
ー
ナ
ス
）
融
資

資
金
の
お
知
ら
せ

▼
申
込
方
法
：.. 
返
信
用
封
筒
に
6
0
円

切
手
を
は
っ
て
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
等
を
明
記
し
て
申
込

む
こ
と
。

▼
あ
て
先
：.. 

「
県
立
妙
義
少
年
自
然

の
家
」
〒
三
七
九
I
O
二
群
馬
県
甘

楽
郡
妙
義
町
諸
戸
―
1
0
六
番
地

▼
締
切
日
：
：
昭
和
5
9
年
1

月
7

日
虹

※
詳
し
く
は
、
県
立
妙
義
少
年
自
然

の
家

(
6
0
2
7
4
7
3
|
2
1
0

1
)
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

年
か
明
け
ま
す
と
例
年
の
こ
と
で

す
か
、
い
ろ
い
ろ
の
税
金
の
申
告
か

は
じ
ま
り
ま
す
。

そ
の
事
前
準
備
と
し
て
、
昭
和
五

十
八
年
中
に
雇
人
料
を
支
払
っ
た
方

は
、
十
二
月
末
日
ま
で
に
役
場
税
務

課
へ
領
収
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
し
ま
す
と
‘
標
準
外
経
費
と

し
て
差
し
引
く
事
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
領
収
書
に
は
作
業
名
、
作

業
日
数
、
単
価
‘
支
払
金
額
（
現
物

給
与
も
含
む
）
受
取
人
の
住
所
、
氏

名
な
ど
を
記
人
し
て
く
だ
さ
い
。

_
お
知
ら
せ
·
·
圃

•
r
~

郵
便
局
で
は
、
年
賀
状
の
受
付
を

1
2月
1
5日
か
ら
開
始
い
た
し
ま
す
。

1
2月
2
0
日
頃
ま
で
に
差
出
さ
な
い

と
、
元
旦
配
達
に
間
に
合
わ
な
い
場

合
か
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
毎
年
あ
て
名
が
不
完
全
な

た
め
配
達
で
き
な
い
年
賀
状
か
た
＜

さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、
正
確
に
書
い

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
私
製
は
か
き
で
、
年
賀
状

と
し
て
差
し
出
す
と
き
は
、
表
面
に

「
年
賀
」
と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
局
で
は
、
最
新
の
「
郵
便
番

号
簿
」
を
全
世
帯
に
‘
局
職
員
か
配

布

(
1
1月中
に
配
布
終
了
）
い
た
し

ま
し
た
。

万
一
未
着
の
場
合
は
、
川
俣
郵
便

局

(
6闘
ー
3
1
2
0
)
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
古
い
番
号
簿
は
使
用

し
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

群
馬
県
で
は
、
年
末
資
金
を
次
の

と
お
リ
融
資
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
群
馬
県
中
小
企
業
者

▼
融
資
限
度
額
五
百
万
円

▼
利
率
年

7
%

▼
融
資
期
間

4

ヵ
月
以
内

▼
受
付
期
間
5
9
年
2

月
2
9
日
ま
で

▼
申
込
み
金
融
機
関
（
農
協
・

郵
便
局
を
除
く
）

運
転
資
金

▼
資
金
使
途

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
‘
百
八
万
一
千

四
百
六
円
の
浄
財
か
集
ま
り
ま
し
た
。

募
金
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
戸
別
募
金
六
十
四
万
七
百
円

赤
い
羽
根
共
同
募
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

年
末
年
始
の

役
場
業
務

郵
便
番
号
簿

配
布
の
お
知
ら
せ

農
業
所
得
の

雇
人
料
控
除
を

0
法
人
募
金
四
十
万
二
千
円

0
学
校
募
金
三
万
四
千
四
百
六
円

0
募
金
箱
四
千
三
百
円

不
明
な
点
に
つ
い
て
は
役
犠
税
務

課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

特
設
人
権
相
談
の
お
知
ら
せ

（
無
料
・
秘
密
厳
守
）

次
の
と
お
り
人
権
相
談
か
開
催
さ

れ
ま
す
。
①
隣
近
所
の
あ
ら
そ
い
。

②
家
庭
の
な
や
み
。
③
不
当
な
差
別

④
騒
音
・
悪
臭
な
ど
の
公
害
な
ど
で

お
こ
ま
リ
の
方
は
‘
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

な
お
‘
ご
相
談
に
は
法
務
局
の
専

門
担
当
官
及
び
、
人
権
擁
護
委
員
か

応
じ
て
く
れ
ま
す
。

▼
日
時

1
2月
1
5日
因
午
前

1
0時

ー
午
後
3
時
ま
で

▼
場
所
明
和
村
役
場
第
三
会
議
室

年
末
・
年
始
の
役
場
業
務
を
認
月

2
9
日
か
ら1
月
3

日
ま
で
休
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ご
用
の
方
は
、
な
る
べ
く
お
早
め

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
死
亡
届
‘
婚
姻
届
、
出
生

届
の
業
務
に
つ
い
て
は
平
常
ど
お
り

で
す
。

年
末
の
こ
み
の
収
集
は
認
月
3
0
日

か
最
後
と
な
り
、
年
始
の
収
集
は
、

1

月
6

日
か
ら
と
な
り
ま
す
。

各
種
健
診

日

各
種
健
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
一

時
か
ら
二
時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
税
は
村
県
民
税
第

四
期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
四

期
、
国
民
年
金
第
五
期
、
水
道

使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

2
2日
中
央
公
民
館
和
室

2
3
日
明
和
農
協
第
一

矢
島
転
作
促
進
（
施
）

東
部
児
童
館

斗
合
田
集
落
（
セ
）

26 
日
II 

今
月
の
納
め

• • 

^ 云
日 ンクI ヽ·

場 時
通

，ー一、 [ 時 1 2 事旧＼月

市 塁 15 故
閾 民日相 3 相
一談時午

＝畝火
階室ま前
‘`--/' 

で‘10

「
ど
ん
ど
焼
」
に

親
子
で
ご
参
加
下
さ
い

• • 月
ムコニ； 日例
場 時 91丁-

>時 12 政
1 月／‘
午 15 人
三後日権

塁会 ?3 贔. ~ 相
で 10 ＝畝火



囲

村
長
・
議
長
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

第
四
回
村
議
会
定
例
会
2
.
3

p

南
大
島
地
区
に
県
立
実
業
高
校
4
p

衆
議
院
総
選
挙
・

最
高
裁
国
民
審
査
投
票
結
果
5

p

わ
だ
し
か
ら
の
年
賀
状
ー
6
.
7

p

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス

B
P

寄
付
あ
り
が
と
う
・

お
知
ら
せ
ー
|
9
.
1
0p

1
1

主
な
内
容

I
I

お
正ね

会
年
は
子
年

あ
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

元
旦
は
神
さ
ま
が
各
家
々
に

降
り
て
こ
ら
れ
る
目
印
の

門
松
立
て
て
門
ご
と
に

神
の
あ
使
者
は
獅
子
頭

あ
く
り
ょ
う
や
く
は
ら

悪
霊
退
治
や
災
危
払
い

ご
こ
く
ほ
お
じ
ょ
ぉ

五
穀
豊
饒
祈
り
ま
す 月

●合／明和村役場(84)31 I I ●中央公民館(84)4491 ●社会体育館(84)4626
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一
丁
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昭和59年 1 月 10 日 広 幸艮 め し＼ わ 第268号 (2) 

川
河
川
敷
運
動
場
の
整
備
充
実
を
始

め
、
農
業
振
興
関
係
に
於
き
ま
し
て

は
、
農
用
地
利
用
改
善
特
対
事
業
、

小
規
模
土
地
改
良
事
業
（
か
ん
排
）
、

梅
烏
排
水
特
別
対
策
事
業
、
千
江
田

排
水
特
別
対
策
事
業
、
新
農
構
後
期

対
策
事
業
の
推
進
‘
環
境
整
備
事
業

と
し
て
、
村
道
の
改
良
舗
装
事
業
、

地
（
約
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
売
買

契
約
か
完
了
し
、
今
後
は
、
六
十

年
四
月
開
校
を
目
指
し
て
急
速
に

工
事
か
始
ま
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

紙
上
を
以
っ
て
関
係
各
位
に
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

迎
え
ま
し
た
本
年
も
、
昨
年
に

引
き
続
き
財
政
再
建
、
行
財
政
改

革
等
至
上
命
令
で
あ
り
更
に
、
年

末
の
衆
議
院
の
解
散
総
選
挙
、
そ

し
て
、
再
び
保
革
伯
仲
時
代
に
突

村
民
の
皆
様
‘
明
け
ま
し
て
お
入
し
、
国
政
の
不
安
定
等
‘
内
外

目
出
度
う
ご
ざ
い
ま
す
。
共
に
一
層
厳
し
い
年
で
は
あ
り
ま

輝
か
し
い
昭
和
五
十
九
年
の
新
春
す
が
、
皆
様
方
の
ご
協
力
を
頂
き
‘
―

を
荘
え
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
教
育
、
文
化
、
各
種
産
業
の
振
興
、

を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
道
路
改
良
舗
装
事
業
、
水
道
の
建

と
共
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
村
政
に
設
事
業
、
都
市
計
画
事
業
‘
尚
‘

対
す
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
継
続
事
業
の
促
進
を
図
り
二
十
一

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
世
紀
に
向
っ
て
‘
八
十
年
代
の
行

さ
て
、
政
課
題
に

昨
年
は
前
積
極
的
に

年
に
引
き
村
に
実
業
高
校
が
取
り
組
ん

続
き
国
の
で
ま
い
る

ロ
ニ
t
]
青
少
年
に
夢
と
希
望
を
i
J
□[
O

厳
し
い
年
ど
う
か

で
あ
り
ま
し
た
か
、
村
行
政
面
に
本
年
も
旧
に
倍
し
、
村
政
に
深
い

於
き
ま
し
て
は
幸
い
、
前
新
井
議
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ
リ
ま
す

長
さ
ん
、
現
堀
口
議
長
さ
ん
を
中
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

心
と
す
る
議
会
議
員
の
方
々
及
び
‘
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
致

村
民
の
皆
様
方
の
限
リ
な
い
ご
協
し
ま
す
。

力
を
頂
き
ま
し
て
、
村
の
予
定
事

業
で
あ
る
東
小
学
校
の
改
築
、
村

民
健
康
づ
く
り
の
主
要
な
柱
で
あ

る
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
設
、
利
根

そ
の
他
、
教
育
文
化
、
あ
か
ぎ
国
体

等
の
予
定
事
業
を
堅
実
に
執
行
す
る

こ
と
か
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
更
に
重
要
課
題
で
あ
り
ま

し
た
新
設
実
業
高
校
の
本
村
誘
致
問

題
に
つ
き
ま
し
て
も
‘
館
林
市
の
温

か
い
ご
支
援
と
地
権
者
の
皆
様
を
始

め
、
地
元
役
員
の
方
々
の
、
ご
理
解

と
ご
協
力
に
よ
り
昨
年
の
暮
に
全
用

村 長

太
ぇr、 良 丑 松

~
第
四
回
村
議
会
定
例
会
か
十
二
月
二
十
二
日
招
集
さ
れ
、
会
期
一
日
~

二
J
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
‘
①
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
~

ご
）
と
に
つ
い
て
②
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
③
税
条
例
の
一
部
~

：
改
正
に
つ
い
て
④
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑤
福
祉
医
~

｀
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑥
農
業
共
済
条
例
~

~
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
⑦
一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
i

；
改
正
に
つ
い
て
⑧
群
馬
県
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
~

ニ
⑨
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
⑲
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
~

ご
ず
算
に
つ
い
て
⑪
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
⑫
農
業
共
i

ご
国
事
業
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
な
ど
か
審
議
さ
れ
、
い
す
れ
も
原
案
~

~
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

第
3
7
回
衆
議
院
総
選
挙
、
最
高
裁

国
民
審
査
に
関
す
る
選
挙
費
用
に
つ

い
て
、
一
般
会
計
補
正
予
算
を
村
長

に
よ
る
専
決
処
分
し
た
こ
と
の
、
承

認
で
す
。

南
大
島
地
内
の
本
郷
橋
か
ら
‘
館

林
市
と
の
境
界
（
中
の
集
会
所
の
北
）

ま
で
の
道
路
‘
延
長
三
五
0
メ
ー
ト

ル
を
村
道
2
|
4
6
2
号
線
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
す
。

村
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て

専
決
処
分
の

承
認
に
つ
い
て

主
な
内
容

地
方
税
法
の
特
例
が
定
め
ら
れ
た

の
に
伴
う
改
正
で
す
。
．

主
な
内
容
は
‘
五
十
九
年
度
分
の

個
人
の
住
民
税
に
限
り
、
配
偶
者
控

除
額
‘
扶
養
控
除
額
、
基
礎
控
除
額

の
限
度
額
か
、
現
行
額
よ
り
そ
れ
ぞ

れ
、
七
千
円
引
上
げ
ら
れ
る
も
の
で

す
。役

場
か
ら
、
住
民
票
、
印
鑑
証
明

書
、
そ
の
他
諸
証
明
を
交
付
す
る
際

の
手
数
料
が
、
五
十
九
年
四
月
一
日

か
ら
現
行
の
百
円
か
ら
二
百
円
に
引

上
げ
ら
れ
る
も
の
で
す
。

手
数
料
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

税
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

一
般
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

群
馬
県
福
祉
医
療
費
補
助
金
交
付

要
綱
の
一
部
改
正
か
行
わ
れ
、
特
定

疾
患
の
患
者
で
‘
老
人
保
険
法
に
よ

る
医
療
を
受
け
る
者
に
対
し
、
県
で

一
部
負
担
金
の
支
給
を
行
う
こ
と
に

な
っ
た
の
で
、
二
重
支
給
を
避
け
る

た
め
の
改
正
で
す
。

国
の
準
則
に
合
わ
せ
て
改
正
さ
れ

た
も
の
で
す
。

主
な
改
正
点
は
、
①
事
務
費
の
賦

課
金
か
ら
均
等
割
を
削
除
②
家
畜

果
樹
‘
園
芸
施
設
の
権
利
義
務
の
承

継
に
つ
い
て
の
時
期
を
具
体
的
に
明

文
化
さ
れ
た
③
掛
金
の
徴
収
‘
共

済
金
の
振
込
事
務
を
農
協
な
ど
に
委

託
で
き
る
④
共
済
細
目
書
の
提
出

期
限
の
変
更
（
陸
稲
五
月
三
十
一
日

か
六
月
十
一
日
に
、
水
稲
六
月
三
十

日
か
七
月
十
一
日
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
）
⑤
家
畜
共
済
の
分
納
か
‘
加

入
頭
数
で
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
か

掛
金
の
額
か
三
万
円
以
上
の
場
合
に

認
め
ら
れ
る
⑥
農
業
共
済
事
業
運

営
協
議
会
委
員
の
定
数
を
十
人
以
内

を
十
二
人
以
内
に
す
る
な
ど
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

農
業
共
済
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

福
祉
医
療
支
給
に

関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
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今
回
の
改
正
は
、
人
事
院
勧
告
に

も
と
づ
く
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定

に
な
ら
っ
て
、
一
般
職
員
の
給
料
を

扶
養
手
当
、
通
勤
手
当
、
住
居
手
当

等
を
合
せ
て
平
均
二
．
0
三
％
ア
ッ

プ
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
改
定
に
よ

っ
て
高
校
卒
業
者
の
初
任
給
は
九
万

五
百
円
、
大
学
卒
業
者
で
十
万
四
千

円
に
な
り
ま
す
。

退
職
手
当
組
合
負
担
金
を
条
例
で

村
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
八
四
年
の
輝
か
し
い
新
年
を

ご
健
康
で
お
迎
え
し
た
こ
と
と
心

よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
政
治
経
済
の
激
動
の
年

で
農
家
に
と
っ
て
は
天
候
不
順
に

よ
り
思
い
も
か
け
ぬ
四
年
連
続
の

不
作
で
大
打
撃
を
被
り
お
気
の
毒

で
し
た
。
然
し
な
が
ら
待
望
の
第

定
め
る
よ
う
に
委
任
し
た
こ
と
と
‘

加
入
団
体
の
う
ち
、
「
多
野
会
館
維

持
管
理
市
町
村
組
合
」
に
藤
岡
か
加

入
し
た
た
め
‘
名
称
か
「
多
野
藤
岡

市
町
村
会
館
管
理
組
合
」
に
変
更
さ

れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
‘
六
六
0
万
二
千
円
を
追

加
し
て
予
算
総
額
を
ニ
―
億
一
‘
六

0
五
万
七
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

二
次
上
州
内
閣
を
実
現
し
又
、
あ
か

ぎ
国
体
が
開
催
さ
れ
天
皇
・
皇
后
盃

を
獲
得
し
歴
史
を
飾
る
年
で
し
た
。

今
年
は
本
村
に
実
業
高
校
か
、
六

十
年
開
校
を
め
ざ
し
て
着
工
に
な
リ

村
民
と
共
に
議
会
人
と
し
て
も
最
も

誇
り
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

東
小
学
校
に
続
い
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
も
三
月
中
に
完
成
し
教
育
に
健

康
管
理
に
一
段
と
充
実
す
る
こ
と
で

群
馬
県
退
職
手
当
組
合

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
堀

長

日 正
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一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

主
な
歳
入
は
、
地
方
交
付
税
一
‘

七
三
八
万
一
千
円
、
国
庫
支
出
金
（
土

木
費
五
箇
川
災
害
復
旧
事
業
補
助
金

な
ど
）
八
九
三
万
一
千
円
、
県
支
出

金
（
農
水
産
費
小
規
模
土
地
改
良
事

業
補
助
金
な
ど
）
五
四
一
万
七
千
円
、

村
債
（
土
木
災
害
復
旧
債
）
四
三
〇

万
円
で
す
。

一
方
、
主
な
歳
出
は
、
総
務
費
（
今

回
の
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
な

ど
）
ニ
―
八
万
三
千
円
、
衛
生
費
（
不

燃
性
廃
棄
物
収
集
用
自
動
車
借
上
料

な
ど
）
一
〇
九
万
五
千
円
、
農
水
産

費
（
用
排
水
路
改
良
工
事
な
ど
）
一
‘

す
。
又
‘
校
庭
も
一
層
整
備
し
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
を
図
り
‘
健
康
な
る
身

体
を
つ
く
り
教
育
を
し
て
非
行
防
止

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
村

民
の
ご
協
力
に
よ
リ
道
路
を
着
々
と

改
良
し
梅
島
排
水
に
続
き
千
江
田
排

水
か
採
択
に
な
り
増
産
に
環
境
の
整

備
に
役
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。

構
造
改
善
事
業
後
期
対
策
を
取
入

れ
最
大
の
補
助
金
を
活
用
し
た
い
。

第
一
水
源
地
か
老
朽
化
し
た
の
で
新

し
い
水
源
を
造
り
、
水
圧
を
高
め
村

内
中
に
均
衡
の
と
れ
た
給
水
を
行
い

実
生
活
の
向
上
を
図
り
豊
か
な
住
み

良
い
躍
進
す
る
村
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
村
当
局
と
一
体
と
な
り
全
力
を

傾
注
い
た
し
ま
す
。

豊
か
な
村
づ
く
り

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
‘
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
、
二
八
七
万
五
干
円
を
追

加
し
て
予
算
総
額
を
三
億
五
、
0
六

七
万
五
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
入
は
、
前
年
度
繰
越
金
な

ど
で
す
。
ま
た
、
主
な
歳
出
は
、
療

議
会
も
定
数
削
減
に
よ
り
‘
少

数
に
な
り
ま
し
た

C

は
か
ら
ず
も

私
か
議
会
議
長
に
な
り
ま
し
た
。

浅
学
非
オ
で
は
あ
り
ま
す
か
永
年

の
経
験
を
活
し
又
、
皆
々
様
の
ご

指
導
と
ご
鞭
撻
を
い
た
だ
き
こ
の

責
任
を
果
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

村
の
発
展
と
村
民
各
位
の
ご
多

幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

八
四
八
万
五
千
円
、
災
害
復
旧
費
（
五

箇
川
災
害
復
旧
工
事
費
な
ど
）
一
、
四

四
七
万
七
千
円
な
ど
で
す
。

農
業
共
済
金
支
払
わ
れ
る

5
8年
産
水
稲
な
ど
四
、
一
五
七
万
円

収
益
的
支
出
及
び
資
本
的
支
出
な

ら
び
．
に
‘
継
続
費
に
つ
い
て
補
正
さ

れ
た
も
の
で
す
。

主
な
内
容
と
し
て
、
収
益
的
支
出

の
補
正
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
給
与

改
定
に
伴
う
人
件
費
を
六
七
万
七
千

円
を
追
加
し
て
‘
予
定
総
額
を
六
、

一
七
三
万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
財
源
に
は
、
当
初
予
算
で
黒
字

予
算
か
編
成
さ
れ
て
い
る
分
か
充
当

と
な
り
ま
す
。

資
本
的
支
出
の
補
正
に
つ
い
て
は

新
規
に
水
源
地
を
設
置
す
る
た
め
の

設
計
委
託
費
や
試
験
井
戸
の
さ
く
井

費
等
で
二
、
四
五
0
万
円
を
追
加
し

て
、
予
定
総
額
を
四
‘
六
四
0
万
円

水
稲
、
果
樹
に
大
き
な
被
害
を
受

け
た
農
家
に
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
主
に
水
稲
の
縞
葉

枯
病
、
果
樹
の
黒
星
病
に
よ
る
も
の

で
す
。

共
済
の
各
種
目
別
に
み
る
と
‘
水

稲
の
共
済
金
三
‘
九
八
0
万
円
、
支

払
戸
数
一
、
0
六
一
戸
。
陸
稲
の
共

済
金
三
七
万
円
、
支
払
戸
数
四
三
戸
。

果
樹
（
梨
）
の
共
済
金
一
四0
万
円
。

支
払
戸
数
一
六
戸
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
共
済
金
は
、
十

二
月
二
十
三
日
、
各
農
協
口
座
で
、

振
込
み
支
払
い
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

養
給
付
費
負
担
金
超
過
交
付
返
還
金

と
、
給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
で
す
。

農
業
共
済
事
業
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

と
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
財
源
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
を
一
、
0
0
0
万
円
、

建
設
改
良
積
立
金
一
、
四
五
0
万
円

合
計
で
二
、
四
五
0
万
円
を
充
て
る

も
の
で
す
。
継
続
費
は
、
総
額
一
億

二
、
0
0
0

万
円
を
、
ニ
ヵ
年
の
継

続
事
業
と
し
て
‘
五
十
九
年
分
九
‘

五
五
0
万
円
に
す
る
も
の
で
す
。

農
作
物
、
果
樹
業
務
勘
定
の
収
益

的
収
入
及
び
支
出
の
補
正
額
は
、
そ

れ
ぞ
れ
一
、
四
五
0
万
八
千
円
で
既

定
額
と
合
せ
て
総
額
で
九
‘
五
七
九

万
二
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
主
な
支
出
は
、
水
稲
（
縞
葉

枯
病
な
ど
の
多
発
）
の
支
払
共
済
金

-
、
三
六
八
万
一
千
円
、
果
樹
（
梨
）

の
支
払
共
済
金
六
二
万
八
干
円
で
す
。
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爾大島蠅区1こ県立実業富彼
皆様のご協力により建設の運び

群
馬
県
教
育
委
員
会
の
高
校
拡
充

整
備
後
期
計
画
で
東
毛
地
区
に
県
立

高
校
新
設
を
と
発
表
さ
れ
て
以

来
、
本
村
の
南
大
島
地
区
か
候
補
地

と
し
て
あ
げ
ら
れ
‘
検
討
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

県
教
委
と
の
窓
口
と
な
っ
た
、
館

林
市
を
は
じ
め
、
明
和
村
・
南
大
島
地

区
・
各
地
権
者
の
皆
様
に
よ
っ
て
話

し
合
い
か
重
ね
ら
れ
、
地
権
者
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
、
関
係
者
各
位
の
ご

協
力
に
よ
リ
ま
し
て
‘
十
二
月
十
三

日
、
用
地
売
買
契
約
の
調
印
か
完
了

し
、
建
設
の
見
通
し
か
つ
き
ま
し
た
。

建
設
さ
れ
る
県
立
高
校
は
、
工
業

6
0年
春
開
校
. 

科
三
‘
商
業
科
三
の
六
学
級
編
成
で

定
員
は
商
業
科
か
一
学
級
四
十
五
人

工
業
科
四
十
人
の
計
二
百
五
十
五
人

の
男
女
高
校
の
予
定
で
す
。

工
業
科
に
は
機
械
・
電
気
・
建
築

の
各
科
‘
ま
た
商
業
科
に
は
商
業
ニ

学
級
の
は
か
時
代
の
要
請
に
こ
た
え

る
情
報
処
理
科
を
設
け
る
方
針
で
丸

こ
の
た
め
‘
専
門
家
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
つ
く
リ
最
新
鋭
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
機
器
導
入
も
検
討
さ
れ
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
に
工
業
、
商
業
を
一
緒

に
し
、
更
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
導

入
さ
れ
る
時
代
に
即
す
実
業
高
校
は

県
下
で
も
初
め
て
の
試
み
な
の
で
村

内
外
で
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

名
称
な
ど
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
未

定
で
す
。

建
設
さ
れ
る
当
地
区
は
、
周
辺
を

水
田
に
囲
ま
れ
た
田
園
地
帯
で
教
育

環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。

交
通
の
便
も
東
武
伊
勢
崎
線
「
川

俣
駅
」
及
び
「
茂
林
寺
駅
」
よ
り
徒

歩
二
十
分
前
後
の
と
こ
ろ
に
あ
り
‘

更
に
近
く
を
東
武
バ
ス
（
赤
岩
統
合

中
学
校
ー
館
林
駅
線
）
か
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

本
村
へ
の
県
立
高
校
は
初
め
て
の

こ
と
で
、
こ
れ
を
契
機
に
教
育
水
準

か
高
ま
る
も
の
と
今
か
ら
期
待
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

定
員
2
5
5
人

民
生
（
児
童
）
委
員
が
全
国
一
斉

に
改
選
さ
れ
、
江
原
薫
さ
ん
ら
十
七

人
が
、
十
二
月
一
日
付
で
厚
生
大
臣

よ
り
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

う
ち
、
新
し
く
な
ら
れ
た
方
は
、

五
人
で
す
。
悩
み
や
心
配
こ
と
の
あ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
も
ち
ろ

ん
‘
秘
密
は
か
た
＜
守
ら
れ
ま
す
。

氏
名
担
当
地
区
電
話
番
号

▼
砂
賀
孝
三
（
斗
合
田
）
閻
四
―
―
八

▼
小
林
政
介
（
下
江
黒
）
閻
一
三
七
〇

▼
木
村
ト
ヨ
（
上
江
黒
）
闘
六
五
四
四

▼
江
原
薫
（
千
津
井
）
闘
八
八
三
八

▼
荒
井
澄
子
（
江
口
）
闘
二
六
七
二

▼
小
菅
美
津
（
田
島
）
翻
三
八
四
一

▼
関
本
宗
市
（
南
大
島
下
）
闘
三
0
0
四

▼
岡
安
宏
子
（
南
大
島
上
）
闘
ニ
―
五
九

▼
瀬
下
昭
一
（
新
里
）
闘
三
六
一
八

▼
折
原
房
江
（
中
谷
）
闘
三
五
五
七

▼
始
澤
仁
一
（
梅
原
）
闘
ニ
―
五
0

▼
薗
田
延
由
（
川
俣
）
闘
二
三
0
七

▼
堀
口
三
四
（
須
賀
）
闘
二
六
四
七

▼
早
川
リ
ツ
（
大
輪
下
）
闘
二0
六
六

▼
松
本
芳
雄
（
大
輪
上
）
闘
二
六
三
五

▼
山
田
正
樹
（
入
ヶ
谷
・
矢
島
）

闘
三
一
九
一

▼
石
村
よ
つ
（
大
佐
貫
）
闘
二
九
〇
六

（
敬
称
略
）

決
ま
る

民
生

（
児
童
）
委
員

江
原
薫
さ
ん
ら

1
7人

伊
勢
参
り

明
治
八
乙
亥
年
九
月

七
三

c
r
n
X
九
三

e
m

渓
済
北
尾
重
光
筆

当
所
、
大
願
成
就

坂
登
栄
次
郎
外
五
名

伊
勢
太
々
講
中

所
在
地
中
谷
長
良
神
社

伊
勢
太
々
講
は
、
伊
勢
参
宮
を

し
て
太
々
神
楽
を
奉
納
す
る
費
用

を
出
し
合
う
講
の
こ
と
で
、
正
し

く
は
伊
勢
太
々
神
楽
講
と
呼
び
、

略
し
て
伊
勢
講
と
い
っ
て
い
る
。

伊
勢
講
は
、
伊
勢
神
宮
を
信
仰

す
る
人
達
で
組
織
し
世
話
役
を
選

ひ
、
神
社
や
世
話
役
の
家
に
集
り

祭
典
や
会
食
を
し
て
、
そ
の
時
に

奉絵大年題
納き
者師さ号名

御
師
（
お
祓
い
を
す
る
人
）
を
呼

び
天
下
泰
平
、
五
穀
豊
饒
を
祈
願

す
る
お
祓
い
や
伊
勢
暦
を
も
ら
う

講
の
こ
と
て
あ
る
。

ま
た
、
お
伊
勢
参
り
は
一
生
に

一
度
は
と
い
わ
れ
、
当
時
の
庶
民

に
と
っ
て
は
大
き
な
夢
て
あ
り
楽

し
み
の
一
っ
て
も
あ
っ
た
が
、
伊

勢
参
り
を
す
る
に
は
莫
大
な
費
用

を
必
要
と
し
た
た
め
、
比
較
的
恵

ま
れ
た
階
層
の
人
達
に
限
ら
れ
て

い
た
か
、
そ
れ
て
も
容
易
に
出
来

な
い
の
て
、
金
を
無
尽
形
式
で
積

み
立
て
一
定
の
額
に
な
る
と
、
く

じ
引
て
伊
勢
参
り
す
る
人
を
決
め

伊
勢
太
々
講
と
称
し
て
団
体
で
参

宮
（
本
参
り
）
し
た
。

伊
勢
参
り
は
、
神
仏
崇
敬
の

念
と
娯
楽
遊
山
を
か
ね
た
社
会

勉
強
て
あ
り
、
世
間
を
知
り
大

人
へ
の
仲
間
入
り
を
す
る
た
め

の
旅
行
で
も
あ
っ
た
、
し
か
し
、

今
日
と
は
違
い
何
十
日
も
か
か

る
長
旅
の
た
め
、
疲
れ
か
ら
病

気
や
け
が
、
野
盗
、
獣
に
お
そ

わ
れ
る
事
も
あ
っ
た
と
伝
え
ら

れ
、
そ
れ
た
け
に
帰
っ
て
来
た

時
の
喜
ひ
は
大
き
く
盛
ん
な
祝

を
し
、
そ
の
喜
び
の
一
っ
が
参

宮
記
念
絵
馬
と
し
て
氏
神
に
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

馬
—
, 

8
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衆議員選挙地区別投票調※本村分
地区別 有権者 投票者 棄権者 投票率 順 位

斗合田 291 人 262 人 29 人 90 03 % 5 

下江黒 251 239 12 95 22 1 

上江黒 393 347 46 88 30 12 

千津井 434 393 41 90 55 4 

江 ロ 449 399 50 88 86 , 
田 島 421 374 47 88 84 10 

南大島 892 786 106 88 12 13 

新 里 667 580 87 86 96 15 

中 クロ 477 368 109 77 15 16 

梅 原 606 537 69 88 61 11 

JI I 俣 291 260 31 89 35 8 

須 賀‘’‘‘ 342 320 22 93 57 2 

大 輪 623 570 53 91 49 3 

入ヶ谷 99 89 10 89 90 6 

矢 島 491 428 63 87 17 14 

大佐貫 409 364 45 89 00 7 

計 7,136 6,316 820 88 51 

邑楽郡各町村投票結果（衆議院）

町村けll ir火補者長谷川 I 小

明和村 2,722 票

板倉町 4,840

千代田町 2,169 

大泉町 2,442

邑楽町 3,304

合計 15,477

I 

サ
’
ッ
カ
ー
ー
逗
つ
へ
旺
設
）

JII 

1,377 票

1,437 

1,395 

4,855 

3,560 

12,624 

島 I 小

1,063 票

1,614 

z',360 

6,342 

4,451 

15,830 

中 # 
目

82 票

Jll 

966 票

投票率

88. 51 % 

河川敷運動場
自由広場・老人と子どもの広場

第三期工事清工

118 

113 

314 

257 

884 

橋 本
＝43
 
34 

38 

120 

66 

292 

8
3
年
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
第
三

十
七
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
•
最
商

裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
、
十
二

月
十
八
日
、
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
、

本
村
で
も
、
村
内
七
つ
の
会
場
で
投

票
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

投
票
率
は
、
師
走
の
あ
わ
た
だ
し

さ
や
、
こ
の
冬
一
番
の
冷
え
込
み
な

ど
で
全
国
的
に
低
か
っ
た
よ
う
で
す
。

前
回
の
選
挙
（
五
十
四
年
衆
議
院
選

挙
）
よ
り
‘
0
・
七
八
％
上
回
り
‘

県
下
で
は
、
第
七
番
目
の
好
成
績
で

し
た
。

〇
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

▼
当
日
有
権
者
数

▼
投
票
者
総
数

（
有
効
投
票

（
無
効
投
票

（
不
受
理

▼
棄
権
者
数

▼
投
票
率

七
‘
一
三
六
人

六
‘
三
一
六
人

六
、
二
四
四
票
）

七
一
票
）

一
票
）

八
二
0
人

八
八
•
五
一
％

〇
候
補
者
別
得
票
数
（
敬
称
略
）

長
谷
川
四
郎
（
自
）
二
‘
七
ニ
ニ
票

（
本
村
全
体
の
四
三
・
六
％
）

小
川
省
吾
（
社
）
一
‘
三
七
七
票

笹

2,001 

635 

2,586 

1,435 

7,623 

同
運
動
場
の
5
8

年
度
（
第
三
期
）

予
定
の
自
由
広
場
・

老
人
と
子
ど
も
の

広
場
か
十
二
月
十

五
日
、
着
工
し
ま

し
た
。
三
月
完
成

予
定
で
す
。

皆
様
の
憩
い
の

場
所
と
し
て
、
ご

利
用
い
た
だ
け
る

の
も
も
う
す
ぐ
で

す
。

※本村分

86.51 

86.35 

74.68 

83.24 

81.82 

(
1
1
同
の
ニ
ニ
・
一
％
）

中
島
源
太
郎
（
自
）
一
、
0
六
三
票

(
1
1

同
の
一
七
·
O
％
)

小
菅
啓
司
（
共
）
八
二
票

(
I
I

同
の
一
・
三
％
）

檎
本
稔
（
無
）
三
四
票

(
I
I

同
の
0
•
五
％
）

笹
川
た
か
し
（
自
）
九
六
六
票

(
I
I
同
の
一
五
・
五
％
）

最高裁判所裁判官国民審査

衆
議
院
総
選
挙
ロ

最
高
裁
国
民
審
査
ニ

ガ
つ
て
な
い
激
戦
終
わ
る
※本村分

こ 罷（るひ投免） 票を数可とす 罷（なひ免い） 投を可票数と し

1 安岡満彦 431 5,405 

2 角田ネ豊次郎 449 5,387 

3 大橋 進 415 5,421 

4 木戸口久治 393 5,443 

5 和田 誠一 365 5,471 

6 牧 圭次 342 5,494 

「
や
っ
た
”
」
と
思
わ
ず
、
全

会
員
か
、
と
び
上
り
た
い
感
激
を

味
わ
っ
た
。

十
一
月
二
十
三
日
の

I
I

福
祉
バ

ザ
ー
”
で
し
た
。
何
し
ろ
歩
み
出
し

て
二
回
目
の
バ
ザ
ー
、
不
安
と
期

待
の
中
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
か
、

見
事
盛
大
に
終
了
し
た
瞬
間
、
最

初
の
不
安
は
消
え
、
次
へ
の
フ
ァ

イ
ト
か
湧
い
て
い
る
状
態
で
す
。

い
ろ
い
ろ
反
省
し
な
か
ら
も
‘

次
回
へ
向
っ
て
動
き
始
め
ま
し
た
。

一
軒
一
軒
回
り
‘
寄
付
さ
れ
た
品

物
を
預
り
、
公
民
館
へ
搬
入
、
そ

し
て
価
格
付
け
、
そ
れ
等
の
中
で

題字・文とも
奈良原宣子さん（千津井）

尤蚊t改•ともの広喝

ロ

——·——· ————· 

口

い
ろ
い
ろ
な
事
を
感
じ
勉
強
し
て

い
ま
す
。

去
年
よ
り
も
、
今
年
の
方
か
、

は
る
か
に
多
く
の
皆
様
の
御
協
力

を
い
た
だ
き
‘
心
か
ら
厚
く
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
福
祉
バ
ザ
ー
に
つ
い

て
の
本
当
の
意
味
を
理
解
し
て
い

た
だ
け
な
い
点
も
あ
り
ま
す
か
、

回
を
重
ね
る
度
に
、
い
つ
か
全
村

民
皆
様
の
福
祉
バ
ザ
ー
に
な
る
事

を
願
っ
て
居
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
‘
皆
様
の
温
か
い

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第
8
9回

祐
仁
バ
T

i
t

-
9
-t
粁

『
思
い
や
り
』

：
好
き
な
言
葉
〕
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莉
犀
咀
げ
す
レ
イ

ぉ
め
で
↓
｀
う
ご
ぶ
‘
q
i
]

今
尻
1
1
伯
ず
叶
屈
｀
知
り
剪
ィ
1
‘

屈
牙
和
日
／
k

は
、
日
祁
§
ぞ
め
ォ
1
叶
、I
)八

ず
で

1
1
あ
す
リ
日
楳
も
．
わ
り

L＼
＼
が
か
く
、

9

で
、
団
末
に
小
ヵ
t
伐
店
ず
力
こ
t
杭
、
何
｀
反

む
初
ー

1
>

f
°

今
凡
、
1
1印
牙
校
へ
入
浮

1

ヵ
析
で
＞
豹
リ
迂

す

n

で
、

1
1
ず
汁

0

J
う
に
、
こ
す
ご
す
兄

林
ず
す
州
ピ
は
っ
1

他
我

K

｀
哨
勧
に

才
り
児
り
釦
に
も
祐
丘
t
l
JI
‘む
J
O

、

1
日
根
に
む
爪
；
｀
炭
進

u
‘

｀
充
皮
u

た
：
牙
t
遇
ご

u

f
O
M

斐
．
7
ず

1

り/ 

、
な

`

)

1

V

l
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7

ぉ
り
：
し
て

1

＼
＼
も
＼
＼
／
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＜

K

心
咤
‘
`

＼
一
、
う
、
／
．

叫
，
＞
ー
／
）
：
―
[
肉
]
い
・
／
i

ム
凸
砕
4

、
X
入
、
、
バ
ー
ふ

-
4

ズ
廿
打
（
り
州
＼
t
i
、

＼
し

7
`

t
:
\
も
i
、

』
し
社1
-
`
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打
＼
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社
：
午

＼
＼
ー

A
\ぃ
｀
心
§
ぶ
[
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内
、
名
J
゜
凶
魯
A
り
心
’
令
入
オ
！
ー

万
り1
.

｛
人
：
ー
＼
：
て
、

＼
く
。
り
（
q
｀
℃
心
ゃ
を
巡
し
二
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。
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-
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県
下
初
の
試
み
と
い
わ
れ
る
他
町

村
と
の
交
流
会
か
本
村
と
板
倉
町
の

婦
人
学
級
の
人
た
ち
四
十
七
名
に
よ

っ
て
、
十
二
月
七
日
板
倉
町
中
央
公

民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
三
分
科
会
に
分
か
れ
て
、

①
婦
人
学
級
に
当
面
す
る
問
題
‘
②

家
庭
で
の
婦
人
の
立
場
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
わ
れ
、
先
輩
の
学
級
生
に

質
問
か
と
ひ
だ
す
な
ど
、
和
や
か
な

中
に
も
活
発
な
意
見
か
交
換
さ
れ
ま

し
た
。午

後
に
は
、
フ
ォ
ー
ク
タ
ン
ス
、

歌
、
ゲ
ー
ム
か
行
わ
れ
和
気
あ
い
あ

い
の
交
流
会
で
し
た
。

な
お
‘
講
師
と
し
て
「
東
毛
少
年

自
然
の
家
」
の
北
爪
先
生
に
も
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

票
下
初
他
町
村
交
流
会

板
倉
町
婦
人
学
級
と
ー
。

「
家
庭
で
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た

モ
チ
つ
き
を
」
と
西
保
育
園
で

十
二
月
十
三
日
、
モ
チ
つ
き
大
会
か

行
わ
れ
ま
し
た
。

保
育
園
の
庭
に
用
意
さ
れ
た
ウ
ス

と
キ
ネ
で
保
母
と
一
緒
に
園
児
た
ち

十
回
ず
つ
の
交
替
で
キ
ネ
を
振
り
‘

モ
チ
米
七
キ
ロ
を
つ
き
あ
げ
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
‘
つ
き
上
げ
た
モ
チ
を

き
な
こ
と
あ
ん
こ
ろ
モ
チ
に
し
て
舌

つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。
中
に
は
、

い
ち
早
く
た
い
ら
げ
次
を
ね
ら
う
ち

や
っ
か
り
園
児
も
出
現
。

め
っ
た
に
な
い
モ
チ
つ
き
を
体
験

し
‘
う
れ
し
そ
う
な
園
児
た
ち
と
は

対
象
に
‘
汁
だ
く
で
キ
ネ
を
振
っ
た

保
母
さ
ん
た
ち
い
さ
さ
か
疲
れ
き
み

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

う
ま
い
ソ
ほ
く
ら
の

つ
い
だ
も
ち
I
.

わ
ん
ば
く
で
も
い
い
…

令
年
も
元
気
に
育
つ
て
ほ
し
い

め
い
め
い
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ソ
リ

で
土
手
を
上
っ
た
り
下
っ
た
り
＂
芝

ス
ベ
リ
“
を
楽
し
[
­

む
園
児
た
ち
。
＂
芝

ス
ベ
リ
I
J
は
体
づ

く
り
に
は
絶
好
の

運
動
と
か
。

「
元
気
に
遊
ぶ

子
供
は
‘
風
邪
な

ど
で
休
み
ま
せ
ん

ね
。
」
と
お
っ
し
ゃ

る
引
率
の
先
生
。

十
二
月
九
日
、

千
津
井
地
先
の
利

根
川
の
土
手
に
て
、

東
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
。

良
い
お
年
を
と
、

歳
末
慰
問

「
み
ん
な
そ
ろ

っ
て
明
る
い
お
正

月
を
」
と
‘
ひ
と

り
暮
ら
し
や
重
度

障
害
者
の
歳
末
慰

問
か
十
二
月
十
三

日
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
長
と
助
役
ら

の
二
班
て
‘
-
0

二
戸
の
家
庭
を
そ

れ
ぞ
れ
訪
問
。
村

長
の
「
良
い
お
正

月
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
」
の
激
励
に

皆
さ
ん
「
あ
り
か

と
う
こ
ざ
い
ま
す
。

村
長
さ
ん
も
良
い
お
年
を
。
」
と

こ
と
ば
を
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

西
小
で
持
久
走
大
会

ゴ
ー
ル
近
く
、
「
：.. 
ち
ゃ
ん
、
ラ

ス
ト
ス
パ
ー
ト
頑
張
れ
I
.

…
.
」
の
声

援
か
飛
交
っ
た
。
西
小
学
校
々
内
持

久
走
大
会
か
十
二
月
十
日
、
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
は
、
学
年
・
男
女
別
に
行
わ

れ
、
上
位
六
位
ま
で
の
タ
イ
ム
を
記

録
し
ま
し
た
。
生
徒
の
持
久
力
向
上

を
目
的
と
し
た
の
で
あ
え
て
順
位
は

決
め
な
か
っ
た
と
か
。

年
々
持
久
力
向
上
傾
向
に
あ
り
‘

大
会
の
効
果
も
現
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

と
か
く
外
で
遊
ぶ
子
供
か
少
な
く

な
っ
た
と
い
わ
れ
る
今
‘
こ
う
い
う

大
会
は
欠
せ
な
い
よ
う
で
す
。

今
年
生
ま
れ
ま
す

丈
夫
な
赤
ち
ゃ
ん

昨
年
の
七
月
か
ら
二
回
に
わ
た
っ

て
、
本
年
生
ま
れ
る
妊
婦
を
対
象
に

「
母
親
学
級
」
か
開
か
れ
て
い
ま
す
。

丈
夫
な
子
供
を
生
み
育
て
る
た
め

の
知
識
と
実
習
を
勉
強
す
る
も
の
で
、

「
妊
娠
中
の
栄
養
と
調
理
工
夫
」
．

「
お
産
を
楽
に
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

な
ど
か
医
師
・
保
健
婦
な
ど
に
よ
っ

て
講
義
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
参
加
者

は
十
七
名
で
、
全
課
程
を
終
了
し
た

方
に
修
了
証
書
か
授
与
さ
れ
ま
す
。

参
加
者
の
一
人
は
「
初
産
て
何
も

わ
か
ら
な
い
の
て
不
安
で
し
た
か
‘

い
ろ
い
ろ
勉
強
し
た
の
て
自
信
か
つ

き
ま
し
た
。
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
を
産

ん
で
見
せ
ま
す
」
と
心
強
く
お
っ
し

や
っ
て
い
た
の
か
印
象
的
で
し
た
。
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奎
温
か
い
善
意
を
寄
せ
ら
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▼
戸
別
募
金
六
二
万
二
四

0
0
円

▼
ダ
ン
ス
愛
好
会
（
会
長
、
吉
永
雄

司
）
よ
り
二
万
六
九
七
七
円

▼
明
和
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

三
万
四
‘
九
一
五
円

▼
蛭
田
武
（
新
里
）
ニ
―
四
八
円

▼
匿
名
•
そ
の
他
二
七
三

0
円

な
お
、
こ
の
募
金
は
‘
村
内
の
保

護
世
帯
•
長
期
入
院
者
に
贈
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

(
5
8年1
2月
2
0日
現
在
）

0
成
人
講
座
（
公
）
（
開
催
時
刻
）

日
時

1

月

1
1日
午
前
9

時
3
0分

圏
放
送
教
室
（
公
）

日
時

1

月

1
8日
午
前
9

時
3
0分

〇
寿
学
級
（
公
）

日
時

1

月

1
9日
午
後
1

時
3
0分

圏
油
絵
教
室
（
公
）

日
時

1

月

2
1日
午
後
1

時
3
0分

圏
書
道
教
室
（
公
）

日
時

1

月

2
2日
午
前
9

時
3
0分

〇
陶
芸
教
室
（
公
）

日
時

1

月

2
2日
午
前
9
時
3
0分

®
親
子
創
作
教
室
（
公
）

日
時

1

月

2
2日
午
前
9

時
3
0分

第
五
回
新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
（
体
）

今
年
は
‘
第
五
回
記
念
大
会
て
す

の
で
、
参
加
者
に
た
く
さ
ん
の
記
念

品
か
用
意
し
て
あ
リ
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

実
施
日
な
ど
に
つ
い
て
は
‘
前
月
号

で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
リ
で
す
。

※
詳
細
は
、
（
公
）
は
中
央
公
民
館
‘

（
体
）
は
社
会
体
育
館
に
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

〇
コ
ー
ラ
ス
教
室
（
公
）

日
時

1

月

2
4日
午
後
7

時

鈴
木
好
男
さ
ん
⑬
は
‘
こ
の
程
、

五
十
八
年
度
群
馬
県
文
化
奨
励
賞
「
芸

術
文
化
（
書
道
）
部
門
」
に
羅
き
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
文
化
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
館
林
書
道
協
会
長

な
ど
歴
任
さ
れ
書
道
教
育
の
推
進
に

ガ厘

L
皆
様
の
善
意

ナ
あ
り
が
と
う

合, 末
[
-
ざ
い
ま
し
た

助歳

鈴
木
好
男
さ
ん
（
新
里
）

県
文
化
奨
励
賞
に
輝
く

村 の う ご き

1 月

12 日

15 日

18 日

19 日

23 日

26 日

31 日

31 日

2 月

9 日

15 日

乳児健診

第 5 回村民マラソン大会

区長会

妊婦健診

農業委員会

農業者年金受給資格者説明

会

農業所得標準決定会議

健康教室

乳児健診

人権（行政）心配ごと相談

葬
り
て
義
姉
の
う
し
ろ
ぎ
さ
び
さ
び

と
沈
み
ゆ
く
陽
に
心
和
き
た
り

野
本
み
ね
子

久
方
に
三
人
の
旧
友
か
語
ら
ん
ば

木
洩
れ
陽
温
し
観
音
堂
に菅

井
清
子

刈
取
り
し
稲
藁
田
畦
に
束
ね
つ
つ

黄
金
の
籾
か
ら
の
煙
地
を
這
ふ

原
口
文
江

た
ま
さ
か
に
逢
う
人
々
の
口
々
に

四
十
路
近
く
て
体
調
い
い
あ
ふ

小
平
和
子

マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
ち
た
る
此
処
は

青
春
の
想
い
出
つ
ま
る
友
住
み
し
家

山
岸
澄
枝

涵
鉄
砲
音
も
む
な
し
十
日
夜
月
に

十
こ
の
餅
の
み
供
ふ
機
村
君
江

八
十
路
越
え
こ
の
先
け
わ
し
年
の
坂

紅
餅
で
、
口
元
染
め
て
嫁
か
君

（
嫁
か
君
と
は
正
月
の
鼠
を
い
う
）

田
口
春
栄

訂
正
お
よ
び
お
詫
び

前
月
号
四
頁
で
新
井
初
太
郎
氏
、

「
文
化
勲
章
受
章
」
と
掲
載
し
ま
し

た
か
‘
叙
勲
の
間
違
い
で
し
た
。
深

く
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

蓮
見
く
ま

松
本
と
ら

恩
田
文
弥

1
1

度
し
ゃ
う

)
.
I
 

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
‘
本
村
文

化
協
会
理
事
な
ど
を
な
さ
れ
地
域
文

化
，1
卜
の
た
め
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
し名

誉
あ
る
受
賞
を
心
か
ら
お
祝
い

申
し
上
げ
ま
す
。

植
竹
弘
治

薗
田
哲
雄

野
本
よ
ね

麟
鱈
a
g
,
お
知
ら
せ
版

村
田
勇
作

岩
崎
利
男

八
千
代
く
み

第
二
十
四
回
村
民
卓
球
大
会
か
‘

十
二
月
四
日
、
社
会
体
育
館
で
八
十

八
名
か
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と

お
リ
で
す
。

〇
小
学
生
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
原
秀
一
（
東
小
六
年
）

8
8名
熱
戦
を
展
開

村
民
卓
球
大
会

寄
付
あ
り
が
と
う

0
明
和
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議

会
は
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
と
奉
仕

銀
行
に
三
十
万
円
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

0

二
位
小
松
原
賢
一
（
東
小
六
年
）

0

三
位
野
沢
拓
也
（
東
小
六
年
）

0

三
位
野
本
香
（
東
小
六
年
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
長
谷
川
め
ぐ
み
（
西
小
六
年
）

0

二
位
小
野
和
美
（
東
小
六
年
）

0

三
位
篠
木
弓
子
（
西
小
五
年
）

奎
中
学
生
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
山
形
仁
（
明
中
二
年
）

0

二
位
蛭
田
清
一
（
明
中
二
年
）

0

三
位
古
島
信
二
（
明
中
一
年
）

0

三
位
斉
藤
登
志
雄
（
明
中
二
年
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
長
谷
川
ひ
ろ
み
（
明
中
二
年
）

0

二
位
野
口
志
乃
（
明
中
二
年
）

0

三
位
渡
辺
都
子
（
明
中
二
年
）

〇
一
般
の
部

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
小
松
原
義
男
（
南
大
島
）

0

二
位
青
木
勝
美
（
田
島
）

0

三
位
奈
良
政
彦
（
田
島
）

▼
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

0

優
勝
小
松
原
順
子
（
南
大
島
）

0

二
位
樽
見
和
江
（
矢
島
）

0

三
位
田
口
雪
枝
（
田
島
）

▼
男
子
タ
ブ
ル
ス
（
中
学
生
を
含
む
）

0

優
勝
小
松
原
義
男
・
小
松
原
順
子
組

0

二
位
奈
良
政
彦
・
落
合
政
行
組

0

三
位
山
形
仁
・
蛭
田
清
一
組

▼
女
子
タ
ブ
ル
ス
（
中
学
生
を
含
む
）

0

優
勝
宮
寺
香
奈
子
・
関
口
初
美
組

0

二
位
新
井
綾
•
長
谷
川
ひ
ろ
み
組

0

三
位
渡
辺
都
子
・
酒
井
美
子
組

I

死
亡
ー

84 70 88 70 

地
区

死
亡
月
日

：
め
し
よ
ロ

... 
, ... 

：
｀
ぶ
＜
了
升

ー
出
生
ー

氏
名
保
護
者
続
柄
地
区
誕
生
日

松
本
梨
華
利
一
長
女
珀
賀

1
1月
2
9日

内
田
渚
雄
秋
長
女
江
口

1
2月
9

日

田
口
真
弘
真
長
男
大
輪

1
2月
1
2日

奈
良
明
美
昭
―
二
女
干
津
井

1
2月
1
2日

平
澤
微
順
一
長
男
上
江
黒

1
2月
1
3日

野
本
拡
孝
志
長
男
千
津
井

1
2月
1
5日

小
菅
康
昭
良
高
三
男
田
烏

1
2月
1
6日

堀
口
茉
希
幸
康
二
女
新
里

1
2月
1
8
日

浅
見
シ
ナ

氏
名
年
令
世
帯
主（

）
は
新

8
3
消
吉
大
輪

1
2月
3

日

5
1

（
キ
ク
イ
）
新
里
1
2月
7

日

6
5
宗
助
大
佐
聞

1
2月
1
8日

8
2
係
四
郎
中
谷

1
2月
1
9日

8
1
久
雄
千
津
井

1
2月
2
1日

5
3
（
房
恵
）
梅
原

1
2月
2
3日

7
8
況
彦
大
佐
凶
，

1
2月
2
4日

明
好
下
江
里

~
1
2月
2
8日

源
次
南
大
島

1
2月
3
0日

政
雄
大
輪

1
2月
3
0日

義
雄
梅
原

1
2月
3
1日
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12月の

; 救急車出動回数
●交通事故 2 件
●急病 4 件

●その他 4 件

●計 10件

□芯
館林邑楽地区 館林地区 明和 ※ 

産婦人科 耳鼻科 内 科外科 千代田地区 の[ で
です゚

日 古屋（恒ぶ 医院原 医 院 上野医院ff(72)3330 礫川堂医院 館林地区が
1 月 15 日

ff0276(6 6161 合 (72) I 9 3 6 森下医院合(73)7776 ft(74) 0 I 8 4 担当します

曜
佐々木 百 院川田医院 清河堂医院合(72)3070 海 喜 医院 小西医院

1 月 22 日
ft0276(62 623 合(72) 3 7 2 4 安楽岡医院岱（72)0572 合( 3 I 5 5 合 (86) 2 2 6 I 

当
大島診療所合(77) 1503 津久井医院

1 月 29 日 六吉 胃 医院後円2~ 康）医院 館林地区が

番
ff(7 I 6 3 0 ff 3 9 7 5 大石医院合(74) 2362 合 (72) 3 3 I 6 担当します

2 月 5 日 横田医院小 7~ 医院 堀越医院合(73)41 51 岡田整形医院 竹越医院

医 合(72) 0 2 5 5 云(0 6 0 6 増田医院合(72) 1387 合 (72) 3 I 6 3 合 (84) 3 I 3 7 

い゜すありま ー時でますま゚
2 月 12 日 浜野医院大神 胃 院 阿久津医院合(72)3315 宇沢医院 館林地区が

ff(88) 5 6 7 8 云0276(6 2200 田内医院ff(72)3855 ff(74) 8 7 6 I 担当します

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
「
国
の
進

学
ロ
ー
ン
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
進

学
資
金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

〈
進
学
積
立
郵
便
貯
金

預
金
者
貸
付
〉

▼
利
用
で
き
る
方
1
1

郵
便
局
の
進
学

積
立
郵
便
貯
金
の
預
金
者
で
、
高
校
・

大
学
な
ど
に
進
学
す
る
方
の
親
族
ま

た
は
本
人

▼
貯
金
の
積
立
期
間
1
1

一
年
か
ら
三

年
ま
で
（
月
単
位
）

▼
一
回
の
積
立
額
1
1

一
万
円
以
上
（
五

千
円
き
ざ
み
）

▼
積
立
限
度
額
1
1

最
高
五
十
四
万
円

' 

心
愈
も
＆
愈
§
愈
心
愈
と
と
~

東
毛
地
区
（
明
和
村
、
館
林
市
な

ど
近
隣
市
町
村
）
に
所
在
す
る
事
業

所
に
勤
務
予
定
の
新
入
社
員
(
5
9年

4
月
か
ら
）
を
対
象
に
次
の
と
お
り

研
修
会
か
開
か
れ
ま
す
。

▼
期
日
…
三
月
十
九
日
ー
ニ
十
一
日

ま
で
（
二
泊
三
日
）

▼
場
所
…
県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

▼
対
象
…
今
春
新
卒
者
を
採
用
す
る

企
業
（
採
用
予
定
者
）

▼
参
加
費
…
一
人
六
千
円

▼
ゲ
切
…
五
十
九
年
二
月
二
十
日

▼
申
込
み
・
問
い
合
せ
は
役
場
経
済

課
商
工
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

東
毛
地
区
新
入
社
員

研
修
生
募
集

国
の
進
学
ロ
ー
ン
の

お
知
ら
せ

▼
日
時
…
2
月
1
0
日
、
午
前
1
0
時
ー

午
後
4
時
ま
で

▼
会
場
…
館
林
市
農
協
（
本
所
）

▼
対
象
者
…
危
険
物
取
扱
者
免
許
取

得
者
で
現
在
危
険
物
の
取
扱
作
業
を

し
て
い
る
者
で
、
5
5
年
以
降
講
習
会

を
受
け
て
い
な
い
者
か
対
象
で
す
。

▼
講
習
内
容
…
①
危
険
物
関
係
法
令

に
関
す
る
も
の
②
火
災
予
防
に
関

す
る
も
の

▼
申
込
み
期
間
…
1

月
1
0
日1
2

月

9
日
ま
で

危
険
物
取
扱
者

保
安
講
習
会

の
お
知
ら
せ

ま
で

▼
融
資
額
1
1

進
学
積
立
郵
便
貯
金
の

積
立
額
の
範
囲
内
（
積
立
額
と
融
資

額
を
合
わ
せ
る
と
最
高
で
百
八
万
円

の
進
学
資
金
か
準
備
で
き
ま
す
）

▼
返
済
期
間
・
貸
付
利
率
．
返
済
方

法
・
保
証
人
1
1

一
般
貸
付
と
同
じ

▼
申
込
期
間
1
1

昭
和
五
十
八
年
十
一

月
一
日
ー
五
十
九
年
四
月
二
十
四
日

▼
申
込
窓
口
1
1

郵
便
局
（
普
通
局
及

び
特
定
局
）

〈
進
学
資
金
一
般
貸
付
〉

▼
利
用
で
き
る
方
1
1

高
校
・
大
学
な

ど
に
進
学
す
る
方
の
親
族
ま
た
は
本

人
（
勤
労
学
生
な
ど
に
限
る
）
で
あ

っ
て
、
年
収
か
六
百
万
円
（
事
業
所

得
者
は
四
百
四
十
万
円
）
以
内
の
方

▼
融
資
額
1
1

進
学
者
一
人
当
た
り
五

十
万
円
以
内

▼
返
済
期
間
1
1

進
学
先
の
修
業
年
限

以
内
で
、
最
長
四
年
（
た
だ
し
、
短

期
大
学
な
ど
修
業
年
限
二
年
の
学
校

へ
進
学
さ
れ
る
方
の
家
庭
‘
交
通
遺

児
家
庭
お
よ
び
母
子
家
庭
の
方
は
修

業
年
限
に
一
年
延
長
す
る
こ
と
か
可

能
で
す
）

▼
貸
付
利
率
1
1

年
八
・
一
％
（
利
率

は
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

▼
返
済
方
法
1
1

毎
月
元
利
均
等
返
済

（
ボ
ー
ナ
ス
月1
1

一
月
・
七
月
1
1

増

額
返
済
を
併
用
で
き
ま
す
）

▼
保
証
人
1
1

一
人
以
上

▼
申
込
期
間
1
1

昭
和
五
十
八
年
十
一

月
一
日
i
五
十
九
年
四
月
三
十
日

▼
申
込
窓
口
1
1

国
民
金
融
公
庫
‘
沖

屯
息
Q
愈
屯
心
心
Q
息
愈
Q
愈
心
Q
Q
"
ど
と
と
愈

▼
申
込
先
…
館
林
消
防
本
部

な
お
、
詳
し
く
は
、
消
防
本
部
か

明
和
分
署
に
お
た
す
ね
く
だ
さ
い
。

「
住
宅
取
得
控
除
」
「
医
療
費
控
除
」

等
に
よ
り
‘
源
泉
所
得
税
の
還
付
申

告
を
さ
れ
る
方
は
、
一
月
か
ら
申
告

書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

申
告
用
紙
は
、
役
場
、
商
工
会
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
‘
館
林
税
務
署
‘
税

務
相
談
室
6
⑰
4
3
7
3
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

還
付
申
告
は

お
早
め
に
ー

県
教
育
委
員
会
・
大
泉
町
教
育
委

員
会
主
催
に
よ
り
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
。

▼
日
時
…
1
月
2
1
日
、
午
後
2
時
i

4
時

▼
会
場
…
大
泉
町
公
民
館

▼
内
容
…
「
音
楽
と
人
生
」

◎
講
師
作
曲
家
江
口
浩
司

▼
申
込
み
方
法
…
東
部
教
育
事
務
所

(
6
0
2
7
6仰
7
1
5
1
)
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

県
民
文
化
大
学

公
開
講
座
の

お
知
ら
せ
（
無
料
）

纏
振
興
開
発
金
融
公
庫
、
銀
行
、
相

互
銀
行
、
信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、

農
協
‘
労
働
金
庫

▼
日
時
：
·
1
月
3
1
日
、
午
後
1
時
3
0

分
1
3
時
3
0
分

▼
会
場
…
中
央
公
民
館

▼
内
容
…
高
血
圧
を
防
ぐ
食
事
に
つ

い
て
・
肥
満
と
健
康
に
つ
い
て
な
ど

※
ご
希
望
の
方
は
、
1
月
2
3
日
ま
で

に
役
場
保
健
課
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

今
月
の
納
税
は
、
水
道
使
用

料
、
農
業
共
済
（
麦
）
で
す
。

集
合
納
入
日

中
央
公
民
館
和
室

明
和
農
協
第
一

矢
島
転
作
促
進
（
施
）

東
部
児
童
館

斗
合
田
集
落
（
セ
）

II 
30 
日
II 
27 26 
日日

各
種
健
診
日

各
種
健
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
1
2

時
ま
で
で
す
。

今
月
の
納
め

• • 

会 日

場 時 シ,' 、

面館時 1 呈林i月

闊市市午 19 故
相民後3 日 相

階談時 午月• 9 lj 
三畝火

一／室ま
で‘10

健
康
教
室

お
知
ら
せ

（
無
料
）

f らせ 月
はて今月 例
今ま いたは ,1丁-

でだ都 政
通き合

^ 実施り すま゜ により 人
権
ヽ

いた来月 休‘ 相
しかま ＝畝火



印 刷

後藤 克巳さん（東小）

奥村 健二さん（中二）

千津井チーム（クラブ対抗）

ヽ／

奈良原勇三郎さん（千津井）

み
ど
こ
ろ

新
井
初
太
郎
氏
叙
勲
祝
賀
会
・

マ
ラ
ソ
ン
大
会

2

p

交
通
コ
ン
ワ
ー
ル
最
終
結
果
・

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
3
p

農
業
所
得
標
準
金
額

4
p

子
と
も
カ
ル
タ
大
会

5

p

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス

6
.
7

p

k
 

太
田
局
へ
の
適
話
局
番
な
し
8

p

゜

寄
付
あ
り
ガ
と
う
・

あ
知
ら
せ

9
.
1
0p

｀、こ
、そ.'‘‘` 9量

岩瀬理恵さん（西小）

ヽ
．

野中 雪枝さん（中三）

平井

高瀬

木村

i, 

学さん（西小）

磨さん（西小）

進さん（江口）

寒
風
に
向
か
つ
て

み
ん
な
が
、
走
る

子
と
も
も
、
大
人
も
、
女
性
も

白
い
患
が
う
し
ろ
へ
飛
ぶ

真
赤
な
ほ
つ
ぺ
に
湯
げ
を
立
て
て

次
つ
ぎ
と
コ
ー
ル
に
と
び
こ
む

満
足
顔
で
い
つ
ば
い
だ

I
I

完
走
I
I気
分
そ
う
か
い
。

'84 2 
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島田

野中

ど
I 

徳子さん（西小）

秀子さん（西小）

久保口敏夫さん（南大島）
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健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
第
五
回

村
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
一
月
十
五

日
、
小
学
生
低
学
年
か
ら
一
般
ま
で

の
十
一
部
門
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
各
部
門
ご
と
に
異
な
り

十
五
分
間
隔
で
、
小
学
生
低
学
年
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
ゴ
ー
ル
は
い
ず
れ
も

明
和
中
学
校
庭
゜

こ
の
日
は
、
朝
の
う
ち
は
冷
え
込

み
ま
し
た
か
う
す
陽
も
さ
し
、
マ
ラ

ソ
ン
に
は
‘
絶
好
の
日
和
。

健
康
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
順
位
を
つ

け
な
い
と
あ
っ
て
か
多
数
の
女
性
ラ

ン
ナ
ー
が
汗
を
な
か
し
ま
し
た
。

中
で
も
、
大
輪
の
川
島
ト
キ
江
さ

ん
は
、
「
今
年
で
四
回
目
の
参
加
で
す

が
い
つ
走
っ
て
も
、
完
走
し
た
気
分

は
最
高
で
す
ね
」
と
汗
を
ふ
き
な
が

ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

上
位
三
位
ま
で
の
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

屯
小
学
生
低
学
年
（
女
子
の
部
）

●
一
・
ニ
年
―
.
o
k
m

一
位
島
田
徳
子
（
西
小
二
年
）

〈
時
間
四
分
二
十
四
秒
五
〉

二
位
大
牧
靖
子
（
西
小
二
年
）

三
位
唐
沢
真
由
美
（
東
小
二
年
）

雀
小
学
生
低
学
年
（
男
子
の
部
）

•
―
・
ニ
年
―
.
o
k
m

一
位
平
井
学
（
西
小
二
年
）

五
十
八
年
秋
の
叙
勲
で
‘
勲
五
等

双
光
旭
日
章
を
受
章
さ
れ
た
、
新
井

初
太
郎
氏
の
祝
賀
会
か
、
一
月
二
十

二
日
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

新
井
氏
の
蝉
か
し
い
栄
誉
を
た
た

え
る
と
共
に
、
い
ま
ま
で
の
功
績
に

感
謝
の
意
を
。
と
村
・
議
会
が

発
起
人
と
な
っ
て
呼
び
か
け
、
会
費

制
で
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
‘
雪
か
降
り
‘
悪
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
保
田
・
荻
野

両
県
議
会
議
員
を
は
じ
め
、
村
議
、

区
長
、
農
業
委
員
な
ど
多
数
参
列
。

式
は
、
関
口
助
役
の
開
会
の
こ
と

新
井
初
太
郎
氏
の

叙
勲
祝
賀
会
開
か
れ
る

〈
時
間
三
分
五
十
三
秒
九
〉

二
位
篠
木
健
（
西
小
二
年
）

三
位
奈
良
原
慎
（
東
小
一
年
）

〇
小
学
生
・
中
学
年
（
女
子
の
部
）

●
三
•
四
年
一
・
ニ
k
m

一
位
岩
瀬
理
絵
（
西
小
四
年
）

〈
時
間
四
分
五
十
六
秒
七
〉

二
位
新
井
静
香
（
東
小
四
年
）

三
位
小
原
真
紀
（
西
小
四
年
）

蒼
小
学
生
・
中
学
年
（
男
子
の
部
）

●
三
・
四
年
一
・
ニ
k
m

一
位
後
藤
克
己
（
東
小
四
年
）

〈
時
間
四
分
二
十
一
秒
七
〉

二
位
篠
木
微
（
西
小
四
年
）

三
位
飯
塚
克
則
（
東
小
四
年
）

蒼
小
学
生
高
学
年
（
女
子
の
部
）

●
五
・
六
年
一
・
五
k
m

一
位
野
中
秀
子
（
西
小
六
年
）

〈
時
間
六
分
十
三
秒
四
〉

二
位
青
野
理
恵
（
西
小
五
年
）

三
位
島
田
公
乃
（
東
小
六
年
）

奎
小
学
生
高
学
年
（
男
子
の
部
）

●
五
・
六
年
一
・
五
k
m

一
位
高
瀬
磨
（
西
小
五
年
）

女
性
ラ
ン
ナ
ー
も
健
脚
を
披
露

健
康
づ
く
り
に
5
2
8
人
が
参
加

〈
時
間
五
分
三
十
秒
一
〉

二
位
奈
良
原
昌
樹
（
東
小
五
年
）

三
位
笠
井
微
也
（
東
小
六
年
）

〇
中
学
生
（
女
子
の
部
）
三
．
o
k
m

一
位
野
中
雪
枝
（
三
年
）

〈
時
間
十
一
分
四
十
九
秒
四
〉

は
で
始
ま
り
‘
奈
良
村
長
、
堀
口
議

長
‘
両
県
議
会
議
員
の
祝
辞
が
次
つ

ぎ
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
受
章
者
の
新
井
氏
か
「
こ

の
勲
章
は
、
皆
さ
ん
と
共
に
い
た
だ

い
た
も
の
で
、
私
個
人
の
も
の
で
は

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
か
代
表
し
て
受
章
し
た
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
皆
さ
ん

の
お
か
げ
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
‘
乾
杯
、
万
歳
三
唱
と

続
き
祝
賀
ム
ー
ド
い
っ
ば
い
。

い
つ
ま
で
も
祝
福
の
拍
手
が
響
き

わ
た
っ
て
い
ま
し
た
。

ラソ

選
挙
啓
蒙
で
人
ヶ
谷
地
区
な
ど
表
彰

明
和
村
選
挙
管
理
委
員
会

二
位
田
口
真
弓
（
一
年
）

三
位
吉
田
悦
子
（
一
年
）

〇
中
学
生
（
男
子
の
部
）
五
．
o
k
m

一
位
奥
村
健
二
（
二
年
）

〈
時
間
十
八
分
十
三
秒
三
〉

二
位
茂
木
佐
敏
（
二
年
）

三
位
高
瀬
賢
志
（
一
年
）

〇
一
般
男
子
の
部
五
．
o
k
m

一
位
久
保
口
敏
夫
（
南
大
島
）

〈
時
間
十
七
分
四
十
秒
五
〉

二
位
荒
木
博
（
大
佐
貫
）

三
位
島
田
健
一
（
南
大
島
）

〇
壮
年
男
子
の
部
三
．
o
k
m

一
位
木
村
進
（
江
口
）

〈
時
間
九
分
五
十
八
秒
五
〉

二
位
堀
口
正
敏
（
新
里
）

三
位
砂
賀
晃
（
南
大
島
）

0
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
対
抗
戦
（
個
人
）

五
十
八
年
は
、
県
議
会
議
員
選
挙

（
四
月
十
日
）
、
参
議
院
選
挙
（
六

月
二
十
六
日
）
、
村
議
会
議
員
選
挙

（
七
月
三
十
一
日
）
、
衆
議
院
選
挙

（
十
二
月
十
八
日
）
と
い
ろ
い
ろ
な

選
挙
か
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
選
挙
の
際
の
「
選
挙
啓
蒙
推

三
．
o
k
m

一
位
奈
良
原
勇
三
郎
（
千
津
井
）

〈
時
間
九
分
三
十
秒
一
〉

二
位
飯
塚
忠
（
千
津
井
）

三
位
山
岸
忠
雄
（
千
津
井
）

※
な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
団
体
戦

で
は
、
各
チ
ー
ム
五
人
か
参
加
し
て

そ
の
五
人
の
勝
点
合
計
で
順
位
か
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
位
「
千
津
井
チ
ー
ム
」
勝
点

六
十
七
点
二
位
「
リ
カ
ー
ズ
」

勝
点
三
十
二
点
三
位
「
少
林

寺
挙
士
会
」
勝
点
二
十
八
点

〇
健
康
マ
ラ
ソ
ン
ニ
．
o
k
m

参
加
者
1
1

三
十
三
人
全
員
完
走

（
順
位
は
決
め
ま
せ
ん
で
し
た
）

進
に
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
優
良
地
区

の
表
彰
が
、
一
月
十
八
日
、
当
村
役
場

会
議
室
で
行
わ
れ
、
青
山
選
挙
管
理

委
員
長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
か
贈

ら
れ
ま
し
た
。

0
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
地
区
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

▼
参
議
院
議
員
選
挙

入
ヶ
谷
（
一
位
）
・
下
江
黒
（
ニ

位
）
・
千
津
井
（
三
位
）

▼
村
議
会
議
員
選
挙

大
輪
（
一
位
）
•
江
口
（
二
位
）

千
津
井
（
三
位
）

▼
衆
議
院
議
員
選
挙

下
江
黒
（
一
位
）
・
須
賀
（
二
位
）

大
輪
（
三
位
）
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三
市
町
村
（
明
和
村
・
板
倉
町
・

館
林
市
）
に
よ
る
、
第
四
回
行
政
区

別
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
ク
ー
ル
の

最
終
結
果
か
ま
と
ま
リ
ま
し
た
。

悲
し
い
交
通
事
故
・
違
反
を
な
く

そ
う
と
毎
年
一
年
間
（
認
月
3
1
日
ま

で
）
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
す
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
三
市
町
村
の
平
均
事
故
率

明
和
村

O
·
三
五
四
三

（
前
回0
•
三
三
一
七
）

板
倉
町

0
•
四
三
六
二

（
前
回0
•
四
八
四

0
)

館
林
市

0
•
四
三
三
〇

（
前
回O
·
二
七
九
八
）

0
村
内
の
事
故
概
況

●
人
身
事
故
二
十
五
件

次
の
基
準
に
該
当
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
は
、
優
良
運
転
者
表
彰
の
候
補
者

と
な
り
ま
す
。
受
章
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー

の
発
行
す
る
「
無
事
故
·
無
違
反
証

明
書
＿
を
添
え
て
申
請
し
て
下
さ
い
。

0
県
表
彰
（
三
月
十
日
締
切
り
）

▼
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を
有

す
る
方
で
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月

十
五
日
以
降
交
通
事
故
‘
違
反
の
な

い
こ
と

0
地
区
表
彰
（
三
月
十
五
日
締
切
り
）

こ
と

〇
い
ず
れ
も
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
あ
る
こ
と

村内の結果（順位）

行政 人口 減点数 交通事故種別 悪質違反行為 村内順位 ] 村 ：位し］＇
区名 （特庶） 累計事故率

死亡重傷軽傷物損 酒酔いひき速度違反あて無
（）は前回

事故事故事故事故 酒気帯び逃げ (25km以上）逃け免許

斗合田 392 240 0 6122 1 2 1 3 16(12) 85 

下江黒 333 140 0 4204 1 3 1 10(2) 54 

上江黒 533 100 0 1876 1 l 5 (15) 16 

干津井 626 310 0 4952 2 1 1 3 14(13) 69 

江口 624 110 0 1763 3 3 3 (14) 13 

田島 562 260 0 4626 1 4 1 1 12(8) 63 

南大島 1,260 710 0 5635 1 8 3 3 1 15(7) 76 

新里 950 250 0 2632 1 1 2 1 1 7 (4) 27 

中谷 673 120 0 1783 1 5 4 (II) 14 

梅原 844 390 0 4621 1 4 2 1 1 11(10) 62 

川俣 397 190 0 4786 1 1 2 1 13(16) 67 

須賀 486 40 0 0823 1 1 2 (3) 3 

大輪 896 210 0 2344 2 2 3 6 (9) 21 

入ヶ谷 128 

゜ ゜
1 (1) 1 

矢島 686 230 0 3353 1 1 1 2 1 8 (5) 39 

大佐貰 601 240 0 3993 1 2 1 1 9 (6) 52 

計 9,991 3,540 0 3543 2 6 17 39 , 16 7 
※ 

96 

前
回
対
比

三
件
増
）

▼
自
動
二
輪
車
以
上
の
運
転
免
許
を

有
す
る
方
で
、
昭
和
五
十
三
年
十
二

月
十
五
日
以
降
、
交
通
事
故
‘
違
反

の
な
い
こ
と

▼
原
付
・
小
特
運
転
免
許
を
有
す
る

方
で
、
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
十
五

日
以
降
、
交
通
事
故
・
違
反
の
な
い

〇
申
請
先

〇
館
林
交
通
セ
ン
タ
ー
6
⑰
5
0
3
0

〇
各
地
区
安
全
協
会
支
部
長

丸
山
紋
一
（
千
江
田
）
⑬
2
7
9
2

吉
永
雄
司
（
梅
島
）
闘
2
1
2
8

清
水
正
夫
（
佐
貰
）
闘
2
7
6
6

※
詳
細
は
、
館
林
交
通
セ
ン
タ
ー
へ

0
無
事
故
無
違
反
証
明
書
の
と
り
方

▼
申
請
は
、
直
接
又
は
郵
便
振
替
用

紙
で
自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
群

馬
県
事
務
所
（
前
橋
市
元
総
社
町
三

九
五
、
自
動
車
運
転
免
許
試
験
場
三

階
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
発
行
ま
で
の
所
要
日
数
は

十
日
ー
ニ
十
日
間
位
て
す
の
で
、
お

早
め
に
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
一
月
三
日
、
川
俣
地
内
で

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
（
ガ
ス
風
呂
）
に
よ

る
爆
発
火
災
か
発
生
し
ま
し
た
。

●
物
損
事
故
三
十
九
件

交
通
コ
ン
ク
ー
ル
最
終
結
果

事
故
、

違
反
激
増
で
悪
化

（
前
回
対
比
十
四
件
増
）

●
酒
酔
い
（
帯
ぴ
）
九
件

（
前
回
対
比
三
件
増
）

●
速
度
違
反
（
認
k
m
以
上
）
＋
六
件

（
前
回
対
比
十
四
件
減
）

●
無
免
許
（
哲
助
含
む
）
七
件

（
削
回
対
比
四
件
増
）

こ
の
よ
う
に
‘
速
度
違

反
を
除
い
て
、
い
す
れ
も

前
回
を
上
回
り
‘
悪
化
傾

向
に
あ
り
ま
す
。

特
に
、
物
損
事
故
は
前

回
著
る
し
い
減
少
を
み
せ

た
の
で
す
か
、
今
回
再
ぴ

増
加
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

「
油
断
」
で
す
の
で
、

一
人
ひ
と
り
か
、
非
願
と

も
い
え
る
「
交
通
事
故
ゼ

ロ
」
を
念
頭
に
、
同
運
動

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
の
一
月
一

日
か
ら
、
引
き
続
き
第
五

回
コ
ン
ク
ー
ル
か
実
施
さ

れ
ま
す
。

同

藤野泰博さん（川俣）

消火に協力

吉田三郎さん（太田市）
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火
災
予
防
思
想

一
層
の
普
及
を
図

り
‘
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
死
傷

事
故
や
財
産
の
損

失
を
防
止
す
る
た

め
全
国
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

重
点
目
標
と
し

て
‘
①
身
体
不
自

由
者
等
を
中
心
と

し
た
死
傷
防
止
対

策
の
微
底
‘
②
家

庭
及
ひ
地
域
に
お

け
る
防
火
対
策
の

推
進
な
ど
五
項
目

か
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

五
十
八
年
の
館
林
地
区
消
防
組
合

管
内
発
生
状
況
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

〇
発
生
件
数

(
5
8年1
2
月
末
現
在
）

―
一
三
件
（
う
ち
明
和
村
分
6
件
）

〇
焼
損
棟
数

八
八
棟
（
う
ち
、
明
和
村
分
五
件
）

〇
焼
失
面
積

四
‘
七
四
九
平
方
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
、

明
和
村
分
、
二
ニ
三
平
方
メ
ー
ト
ル
）

〇
出
火
原
因
ベ
ス
ト
テ
ン

▼
一
位
…
ガ
ス
コ
ン
ロ
(
+
三
件
）

▼
二
位
…
た
ば
こ
・
た
き
火
・
放
火

か
そ
れ
ぞ
れ
（
十
二
件
）

▼
五
位
…
火
遊
び
（
七
件
）

▼
六
位
：
·
火
の
粉
（
六
件
）

▼
七
位
：
・
カ
ス
切
断
・
熔
接
機
（
五
件
）

▼
八
位
：
•
石
油
風
呂
（
四
件
）

▼
九
位
…
ガ
ス
風
呂
（
三
件
）

▼
十
位
：
•
そ
の
他
（
落
雷
な
ど
）

現
場
か
ら
二
百
ぃ
ぃ
離
れ
た
自
宅
に

い
た
藤
野
泰
博
さ
ん
と
‘
吉
田
三
郎

さ
ん
（
藤
野
さ
ん
の
親
戚
）
の
二
人

は
‘
い
ち
早
く
消
火
器
を
持
っ
て
か

け
つ
け
消
火
に
あ
た
り
ま
し
た
。

火
災
は
‘
一
部
を
焼
損
し
た
だ
け

で
す
み
、
ま
た
‘
け
か
を
し
て
い
た
四

人
も
救
出
。

吉
田
さ
ん
は
‘
県
警
機
動
隊
（
太

田
分
遣
隊
長
）
‘
藤
野
さ
ん
は
‘
川

俣
郵
便
局
に
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
近
く
二
人
を
表
彰

す
る
予
定
。
火
災
は
、
初
期
消
火
か

最
も
大
事
。
私
た
ち
‘
近
所
の
火
災

に
は
‘
と
か
く
発
生
元
は
動
転
し
て

し
ま
う
の
で
、
消
火
器
を
持
っ
て
か

け
つ
け
る
心
か
ま
え
も
隣
人
と
し
て

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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申
告
は
二
月
十
六
日
＼

二
月
十
五
日
ま
で

収
入
金
課
税
方
式

水
稲
六
万
五
二

0
0
円

裏
作
五
万
ニ
―

0
0
円

普
通
畑
（
一
等
）
―
二
万
六
七0
0
円

同
（
二
等
）
七
万
六
五

0
0
円

陸
田
六
万
五
二

0
0
円

ナ
ス
（
露
地
）
二
六
万
六
四
0
0
円

施
設
園
芸
・
果
樹

※
キ
ュ
ウ
リ
（
加
温
）

収
入
金
X
6
7
％
か
ら
五
九
万
円
控
除

※
キ
ュ
ウ
リ
（
無
加
温
）

収
入
金
X
6
7
％
か
ら
一
五
万
三
千
円

控
除

※
ニ
ラ

収
入
金
x
7
6％
か
ら
一
六
万
円
控
除

※
ナ
ス

収
入
金
x
7
7％
か
ら
三
0
万
円
控
除

※
ト
マ
ト
（
加
温
）

収
入
金
x
7
5％
か
ら
五
九
万
円
控
除

確
定
申
告
が
必
要
な
人

次
の
よ
う
な
人
は
、
所
得
税
の
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

圏
事
業
を
し
て
い
る
人
、
地
代
や
家

賃
収
入
の
あ
る
人
、
土
地
や
建
物
を

売
っ
た
人
な
ど
で
‘
昭
和
五
十
八
年

中
の
所
得
の
合
計
額
か
基
礎
控
除
‘

扶
養
控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
人

I
I

確
定
申
告
は

正
し
く
し
ま
し
ょ
う

I
I

養
豚
（
一
頭
当
た
リ
―

※
ト
マ
ト
（
無
加
温
）

収
入
金
x
7
5％
か
ら
三
0
万
円
控
除

※
イ
チ
ゴ
（
無
加
温
）

収
入
金
x
7
0％
か
ら
二
二
万
八
千
円

控
除

※
そ
の
他
の
野
菜
な
ど

収
入
金
x
7
8％
か
ら
一
八
万
五
千
円

控
除

◎
梨
（
青
系
）

収
入
金
x
7
4％
か
ら
十
万
三
千
円
控

ヽ
1ヽ
ノ
が
ァ
'
J◎

梨
（
赤
系
）

収
入
金
x
7
4％
か
ら
七
万
二
千
円
控

A
て
·

／
月

,'`~ 

◎
ぶ
ど
う
（
巨
峰
）

収
入
金
X
6
6
％
か
ら
四
万
八
千
円
控

仝
小
i
 

〇
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
‘
給
与
年
収
か

一
干
万
円
を
超
え
る
人
。
給
与
の
ほ

か
に
二
0
万
円
を
超
え
る
所
得
か
あ

る
人
。

な
お
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
医
療

費
控
除
‘
住
宅
取
得
控
除
な
ど
か
受

け
ら
れ
る
人
は
‘
確
定
申
告
を
し
て

税
金
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
か
で
き

ま
す
。

一
貰
飼
育
一
三
万

0
0
0
0
円

肉
用
豚
三
五

0
0
円

繁
殖
豚
―
二
万

0
七
0
0
円

ー
養
鶏
（
採
卵
用
＋
羽
当
た
り
）
ー

一
千
詞
未
満
一

0
0
円

五
千
羽
未
満
一
四

0
0
円

肥
育
牛
（
一
頭
当
た
リ
）

和
牛
―
二
万
八

0
0
0
円

乳
牛
一

0
万
九
七
0
0
円

そ
の
他
の
所
得
に
つ
い
て
は
、
役

場
税
務
課
へ
お
た
す
ね
下
さ
い
。

な
お
、
農
家
の
方
に
お
知
ら
せ
す

る
農
業
所
得
金
額
は
‘
農
機
具
（
農

業
用
自
動
車
‘
耕
う
ん
機
な
ど
）
の

償
却
費
‘
租
税
公
課
‘
土
地
改
良
費

な
ど
の
経
貨
を
別
に
差
し
引
い
て
計

申
告
相
談
の
H

程
き
ま
る

今
年
も
所
得
税
と
住
民
税
の
申
告
時
期
が
ま
い
り
ま
し
た
。

申
告
期
間
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
一
ヵ
月

間
行
わ
れ
ま
す
。

本
村
に
お
い
て
は
、
次
の
日
程
で
申
告
相
談
が
開
か
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

0
相
談
日
・
地
区

※
二
月
十
七
日
午
前

1
1

斗
合
田
・

下
江
黒
・
上
江
黒
・
千
津
井
・
江
口

午
後
1
1

田
鳥
・
南
大
島
・
新
里

※
二
月
二
十
日
午
前

1
1

中
谷
・
梅

原
・
川
俣
・
須
賀
・
入
ヶ
谷

111111111111111111111111111111 

111111111111111111111111111111 

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い

税
理
士
会
館
林
支
部
で
は
‘
白
色

申
告
の
方
の
た
め
に
‘
無
料
相
談
会

か
行
わ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

0
相
談
日
二
月
二
十
九
日

1

三
月

二
日
ま
で
（
二
日
間
）

館
林
市
民
セ
ン
タ
ー
（
旧

市
役
所
）

午
前
九
時
1

午
後
四
時

:` 午
後
1
1

大
輪
・
大
佐
貴
・
矢
島

0
相
談
時
間
い
ず
れ
も
‘
午
前
九

時
i
正
午
ま
で
午
後
一
時
ー
四
時

ま
で

®
相
談
会
場

い
す
れ
も
‘
中
央
公
民
館

屯
時

間

屯
会

場

農
業
所
得
標
準
金
額
決
ま
る
p
n

部
採
用
（

算
さ
れ
て
い
ま
す

※
三
月
一
日

午
前
1
1

斗
合
田
·
上
江
黒

午
後
1
1

千
津
井

相
談
会
場
1
1

東
部
児
童
館

※
三
月
二
日

午
前
1
1

江
口

午
後
1
1

下
江
黒
・
田
島

相
談
会
場
1
1

東
部
児
童
館

※
一
＿
一
月
五
日

午
前
1
1

川
俣
・
須
賀

午
後
1
1

大
輪

相
談
会
場
1
1

明
和
農
協
第
一

※
三
月
六
日

午
前
1
1

し
大
島

午
後
1
1

入
ヶ
谷
・
大
佐
貫

相
談
会
場
1
1

明
和
農
協
第
一

※
三
月
七
日

午
前
1
1

南
大
鳥
（
七
軒
・
八
軒
以

外
）

午
後
1
1

南
大
島
（
七
軒
・
八
軒
）

中
谷

相
談
会
場
1
1

中
央
公
民
館

※
一
＿
＿
月
八
日

午
前
1
1

梅
原

午
後
1
1

新
里

相
談
会
場
1
1

中
央
公
民
館

※
相
談
時
間
（
各
会
場
と
も
共
通
）

午
前
は
九
時
ー
正
午
ま
で

午
後
は
一
時
＼
四
時
ま
で

〇
申
告
書
は
、
各
自
記
入
し
て
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

0
記
載
相
談
を
受
け
る
場
合
は
、
後

日
問
題
な
ど
か
お
こ
ら
な
い
よ
う
に

質
問
に
明
確
に
答
え
ら
れ
る
方
。

な
お
、
住
所
、
氏
名
‘
扶
養
親
族

の
記
載
等
は
必
す
自
書
か
必
要
で
す
。

0
生
命
保
険
料
の
控
除
を
受
け
る
場

固
定
資
産
税

課
税
台
帳
の
縦
覧

合
は
‘
ひ
と
つ
の
契
約
に
つ
い
て
の

払
込
保
険
料
か
九
干
円
を
超
え
る
場

合
は
証
明
書
か
必
要
で
す
。

ま
た
、
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保

険
、
農
業
者
年
金
の
保
険
料
等
の
領

収
書
も
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
損
害
保
険
料
控
除
は
、
所
得
税
の

み
認
め
ら
れ
ま
す
か
‘
金
額
の
多
少

に
か
か
わ
ら
す
払
込
証
明
書
か
必
要

と
な
り
ま
す
。

｀
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
た
方

及
ひ
給
与
所
得
の
み
の
方
で
‘
給
与

支
払
報
告
書
か
勤
務
先
か
ら
‘
本
村

税
務
課
へ
送
付
済
の
方
は
‘
住
民
税

の
申
告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

蒼
所
得
税
の
還
付
請
求
を
さ
れ
る
方

は
‘
い
つ
で
も
手
続
き
か
で
き
ま
す

か
ら
、
早
目
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

◎
確
定
申
告
書
の
用
紙
は
役
場
税
務

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

村
で
は
‘
昭
和
五
十
九
年
度
の
固

定
資
産
税
の
基
準
と
な
る
価
格
を
登

録
し
た
課
税
台
帳
を
三
月
一
日
か
ら

二
十
一
日
（
日
曜
日
・
観
祭
日
・
土

曜
日
の
午
後
を
除
く
）
ま
で
役
場
税

務
課
て
縦
認
し
て
い
ま
す
の
て
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
自
分
の
資
産
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
‘
登
録
さ
れ
た
価
格
に
疑
問

か
あ
リ
ま
し
た
ら
税
務
課
へ
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。
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村
内
の
子
ど

も
た
ち
に
よ
る
‘

上
毛
カ
ル
タ
大

会
か
一
月
八
日
、

中
央
公
民
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。

各
地
区
代
表

の
精
鋭
は
か
り

百
九
十
九
人
か

出
場
。

競
技
は
、
小

学
生
、
中
学
生

そ
れ
ぞ
れ
男
女

個
人
戦
・
団
体

戦
か
行
わ
れ
ま

し
た
。
会
場
に

は
、
各
地
区
の

父
兄
や
子
ど
も

た
ち
か
応
援
に

つ
め
か
け
‘
選

手
、
応
援
者
一

体
と
な
っ
て
の

熱
気
あ
ふ
れ
る

好
試
合
か
‘
―

青山 明美さん
（下江黒）

篠木

日
中
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
三
位
ま
で

の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
小
学
生
の
部

◎
男
子
個
人
戦

優
勝
橋
爪
一
晃
（
矢
島
）

準
優
勝
門
間
正
和
（
大
輪
上
）

三
位
田
部
井
隆
行
（
田
島
）

◎
女
子
個
人
戦

優
勝
青
山
明
美
（
下
江
黒
）

準
優
勝
武
田
有
世
（
中
谷
）

三
位
鈴
木
由
美
子
（
斗
合
田
）

◎
男
子
団
体
戦

優
勝
新
里
チ
ー
ム

準
優
勝
江
ロ
チ
ー
ム

三
位
斗
合
田
チ
ー
ム

◎
女
子
団
体
戦

優
勝
と
わ
か
っ
た
時
は
‘
う
れ
し

さ
て
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
前
の
日
は

な
か
な
か
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
予

選
か
ら
み
ん
な
強
そ
う
な
相
手
な
の

で
‘
優
勝
で
き
る
と
は
‘
思
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
も
‘
こ
こ
ま
で
や
っ

て
こ
ら
れ
た
の
だ
か
ら
‘
郡
大
会
へ

行
っ
て
も
、
か
ん
は
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

優
勝
矢
島
チ
ー
ム

準
優
勝
斗
合
田
チ
ー
ム

三
位
江
ロ
チ
ー
ム

〇
中
学
生
の
部

◎
男
子
個
人
戦

優
勝
大
谷
恒
夫
（
新
里
）

準
優
勝
鯉
沼
利
行
（
大
佐
貫
）

三
位
斉
藤
隆
徳
（
中
谷
）

◎
女
子
個
人
戦

優
勝
篠
木
亜
古
（
大
佐
貰
）

準
優
勝
野
口
志
乃
（
梅
原
）

三
位
高
橋
美
智
子
（
江
口
）

◎
男
子
団
体
戦

優
勝
矢

準
優
勝
新

三
位
田

◎
女
子
団
体
戦

優
勝
江

準
優
勝
新

三
位
須

み
ん
な
強
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
ま

さ
か
優
勝
で
き
る
と
は
全
然
思
わ
な

か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
優
勝
と
わ
か

っ
た
時
は
、
と
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ

ん
て
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
‘
一
生
懸

命
練
習
し
て
‘
郡
大
会
に
向
け
て
か

ん
は
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
は
‘
優
勝
で
き
て
本
当
に
う
れ

し
い
で
す
。

本
当
の
こ
と
言
っ
て
‘
優
勝
す
る

な
ん
て
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

練
習
も
あ
ま
り
し
な
か
っ
た
の
で
自

信
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
‘

悔
い
か
残
ら
な
い
よ
う
に
‘
精
一
杯

や
れ
は
い
い
と
思
い
な
か
ら
試
合
に

の
ぞ
ん
だ
結
果
優
勝
で
き
て
大
変
う

れ
し
い
で
す
。
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
大

切
さ
を
学
ひ
ま
し
た
。
郡
大
会
に
向

け
て
か
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ロ
チ
ー
ム

里
チ
ー
ム

賀
チ
ー
ム

島
チ
ー
ム

里
チ
ー
ム

島
チ
ー
ム

新里チーム

矢島チーム

予
戦
リ
ー
グ
の
対
戦
相
手
を
見
た

時
、
最
悪
な
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
の

で
、
今
年
は
も
う
優
勝
は
無
理
だ
な

あ
と
思
い
か
っ
か
り
し
ま
し
た
。

で
も
、
や
る
か
ら
に
は
‘
悔
い
が

残
ら
な
い
よ
う
に
一
生
懸
命
や
ろ
う

と
思
っ
た
の
か
良
か
っ
た
の
か
優
勝

で
き
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
を
尽
す
こ
と

の
大
切
さ
も
知
り
ま
し
た
。
今
度
は

郡
大
会
で
す
か
‘
結
果
を
恐
れ
ず
‘

ベ
ス
ト
を
つ
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

. 優 勝

個人では橋爪一晃くんらがV

利
根
川
堤
防
工
事

明
治
三
二
年
七
月
吉
日

―
二
o
e
m
x
一
五
ニC
m

悔
園
堂
悦
輝
画

恩
田
卓
爾

当
所
工
事
仕
立
人

恩
田
辮
次
郎

所
在
地
梅
原
三
島
神
社

村
内
の
数
あ
る
絵
馬
の
中
て
、

土
木
工
事
の
様
子
を
描
い
た
絵
馬

は
珍
ら
し
く
、
貴
重
な
絵
馬
の
一

つ
て
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
絵
馬
に

は
銘
文
か
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次

の
よ
う
な
事
か
書
か
れ
て
い
る
。

明
治
三
十
二
年
二
月
、
泉
村
発

戸
地
先
（
現
羽
生
市
、
大
字
発
戸
）

納願絵大年題
き

主主師さ号名

の
堤
防
工
事
に
着
手
、
非
常
に
困

雖
な
大
工
事
で
あ
っ
た
が
、
四
ヶ

月
の
歳
月
を
か
け
て
五
月
に
工
事

の
完
成
を
見
る
事
か
出
来
た
。

こ
れ
は
、
工
事
着
手
前
に
卓
爾

か
当
三
島
神
社
に
来
て
、
持
っ
て

い
る
技
術
と
技
能
を
い
か
ん
な
く

発
揮
出
来
る
よ
う
神
の
助
け
と
、

工
事
の
安
全
を
見
守
っ
て
ほ
し
い

と
祈
願
し
た
と
こ
ろ
、
ご
利
益
が

あ
り
、
更
に
、
工
夫
達
か
馴
れ
て

い
て
上
手
な
の
と
、
つ
ら
く
て
苦

し
い
工
事
て
あ
っ
た
が
、
一
致
協

力
し
て
工
事
に
あ
た
っ
て
く
れ
た

お
か
け
で
、
立
派
な
堤
防
が
完
成

す
る
こ
と
か
出
来
ま
し
た
。
心
か

ら
関
係
者
と
神
に
感
謝
と
お
礼
を

申
し
上
け
奉
納
す
る
と
か
か
れ
て

゜

＼
る

工
事
の
様
子
も
細
く
描
か
れ
て

お
り
、
人
力
や
馬
を
使
っ
て
土
砂

を
堤
防
の
上
に
運
ひ
、
そ
れ
を
均

し
て
い
る
人
、
土
羽
打
ち
、
ク
イ

打
ち
の
様
子
、
川
の
中
に
は
高
瀕

舟
か
見
え
、
手
前
に
帆
た
け
見
え

る
の
は
工
事
の
資
材
を
運
ん
て
来

た
舟
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た

向
う
岸
の
河
岸
は
千
津
井
河
岸
を

描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 , 
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大雪に子供だち大喜び
和
剣
友
会
（
会
長
、
原
口
典
也
）

直
で
は
、
今
回
で
三
回
目
の
年
越

こ
し
初
け
い
こ
を
村
武
道
館
で
行
い
ま

ヽし
｀
し
た
。

ヽナし
は
く
息
も
白
く
‘
し
ん
し
ん
と
惰

初
え
る
中
、
気
合
い
を
こ
め
て
竹
刀
を

し蘊
振
る
剣
士
た
ち
。

新
年
五
分
前
に
‘
楕
古
を
や
め
‘

、
会
場
を
ま
っ
暗
に
し
て
黙
と
う
の
精

年士
神
統
一
。
”
ボ
ー
ン
I
I時
報
と
共
に
‘

剣
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

子
皆
さ
ん
気
分
も
新
た
に
「
今
年
も

っ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
一
人

び
ひ
と
り
あ
い
さ
つ
を
交
わ
さ
れ
ま
し

ち
た
。
そ
の
あ
と
‘
や
は
リ
‘
お
母
さ

ん
た
ち
か
年
越
し
で
作
っ
た
お
し
る

こ
に
皆
さ
ん
で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま

し
た
。

月
十
九
日
（
積
雪
十
一

』
-
『
館
林
消
防
本
部
観

測
）
と
二
十
二
日
（
積
雪
十
・

五
伝
／
同
観
測
）
の
両
日
雪
か

降
り
‘
五
十
四
年
一
月
三
十

日
以
来
の
大
雪
と
な
り
ま
し

こ
。f
 思

わ
ぬ
大
雪
に
喜
ん
た
の

は
子
供
た
ち
。
一
年
通
し
て

も
ほ
と
ん
ど
積
雪
か
な
い
当

村
で
は
、
ほ
ん
の
少
し
の
雪

で
も
‘
は
し
ゃ
ぐ
子
供
た
ち
、

さ
っ
そ
<
‘
銀
世
界
の
庭
へ

出
て
‘
雪
合
戦
な
ど
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

原
の
立
川
八
五
郎

圏
さ
ん
宅
で
、
ア
ロ

工
に
花
か
咲
き
珍
し
い

と
話
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ア
ロ
エ
は
息

子
さ
ん
か
‘
薬
用
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
、
十
年
前
に
購
入

し
た
も
の
。
「
い
つ
も
暖
か
く
し
て

置
い
た
の
か
良
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
辺
で
は
‘
珍
し
い
そ
う
な
の
で
、

大
切
に
育
て
た
い
で
す
ね
」
と
語
る

奥
さ
ん
の
ツ
ヤ
子
さ
ん
。

国
も
新
た
に
、
今
年
も
気
を
ひ

き
締
め
て
、
元
気
に
身
心
の
鍛

練
を
。
と
明
和
村
少
林
寺
拳
法

の
拳
士
達
か
‘
一
月
八
日
、
中
央
公

民
館
で
‘
鏡
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

ち
び
っ
こ
拳
士
達
が
、
先
輩
た
ち

に
「
も
っ
と
力
を
入
れ
て
…
」
と
気

合
い
を
い
れ
ら
れ
な
か
ら
つ
き
上
げ

た
も
ち
を
、
お
母
さ
ん
た
ち
に
‘
お

し
る
こ
や
き
な
こ
も
ち
に
し
て
も
ら

い
、
今
年
の
希
望
を
語
り
合
い
な
が

ら
‘
舌
つ
づ
み
を
打
ち
ま
し
た
。

「
今
年
の
希
望
は
。
」
と
問

う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
子
が
、
大
き
な

声
で
「
昇
級
で
ー
す
。
」
と
、
反
射

的
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ちびつ子拳士だち
鏡開き少林寺拳法

ま
く
、

ー
リ

ま
わ
せ
る
ぞ

中
幼
で
コ
マ
回
し
大
会

ァ
ロ
エ
に
花
が

'
0

宣
近
で
は
、
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な

く
な
っ
た
コ
マ
回
し

。
か
つ
て
は
、

お
正
月
の
風
物
詩
と

い
え
ば
‘
羽
根
つ
き

や
コ
マ
回
し
で
し
た
。

そ
の
コ
マ
回
し
大

会
が
一
月
十
八
日
、

中
央
幼
稚
園
で
行
わ

れ
、
ぎ
こ
ち
な
い
動

作
で
、
コ
マ
を
投
げ

る
園
児
た
ち
。
良
く

回
せ
る
子
、
回
せ
な

い
子
、
い
ろ
い
ろ
で
、

中
に
は
‘
回
ら
な
い

の
で
ヘ
ソ
を
ま
げ
る

子
供
も
出
て
き
て
、

先
生
か
な
だ
め
る
の

に
ひ
と
苦
労
。
で
も
‘

園
児
た
ち
は
楽
し
そ

う
で
し
た
。
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西
小
で
書
初
め
大
会さ

‘

-
1
:
~
 

圭
や
‘
講
堂
を
利
用
し
て
、
西

文̀

]
小
学
校
て
、
全
校
生
徒
に
よ
る

書
き
初
め
大
会
か
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
普
段
の
書
写
授
業

と
ち
か
っ
て
、
広
い
場
所
で
思
い
切

り
書
け
る
と
あ
っ
て
出
来
上
り
も
上

々
の
よ
う
で
す
。

皆
さ
ん
‘
真
剣
な
ま
な
さ
し
で
箪

を
お
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
の
あ
と
、
先
生
方
に
よ
っ
て
、

審
盗
か
行
わ
れ
、
一
ク
ラ
ス
ニ
割
栓

度
の
入
賞
者
か
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

作
品
は
‘
校
内
の
廊
下
な
ど
に
展

示
さ
れ
、
生
徒
た
ち
の
話
題
は
‘
も

っ
ば
ら
‘
書
初
め
大
会
の
よ
う
て
す
。

I
Iは
し
ご
乗
り
I
Iな
と
に
⑮
⑥

惜
し
み
な
い
拍
手
®
®

ぷ
拿
，

々
ー

/) 

｢
 

虐
怠
c

稔

春
恒
例
の
出
初
め
式
か
‘
館
林

屠
地
区
消
防
組
合
消
防
隊
に
よ
リ
‘

一
月
八
日
、
館
林
市
の
「
三
の
丸
南

面
ク
ラ
ン
ド
」
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
職
員
‘
団
員
五
九
一
人
の

は
か
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
・
鳶
職
組
合
な
ど
二
六
0
人

も
参
加
し
て
消
防
車
‘
は
し
こ
半
な

ど
十
一
台
に
よ
る
。
ハ
レ
ー
ド
や
消
火

訓
練
を
披
厖
゜

中
で
も
‘
つ
め
か
け
た
観
客
を
喜

ば
せ
た
の
は
‘
見
事
な
函
技
を
披
鉗

し
た
、
高
職
組
合
に
よ
る
「
は
し
こ

乗
リ
」
や
、
消
防
車
に
よ
る
赤
‘
緑

黄
な
ど
の
色
つ
き
の
一
斉
放
水
て
‘

観
客
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手
か
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

ち
な
み
に
‘
当
村
か
ら
は
‘
消
防

回
員
‘
分
署
職
員
‘
村
長
は
じ
め
‘

村
消
防
関
係
者
な
ど
約
百
人
か
参
加

さ
れ
ま
し
た
。

揺
（
稲
荷
山
）
地
区
て
一
月

o
o□五
日
夜
「
ど
ん
ど
焼
き
」
か

行
わ
れ
‘
無
病
息
災
を
祈
る
地
区
住

民
な
ど
て
に
き
わ
い
ま
し
た
。
連
休

と
あ
っ
て
帰
郷
客
や
村
外
の
人
た
ち

も
多
数
お
と
す
れ
‘
珍
し
い
「
ど
ん

ど
焼
き
」
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
小
正
月
行
巾
と
し
て
昔

か
ら
伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
か
‘
長
年

と
だ
え
て
い
た
も
の
を
、
「
人
と
の

ふ
れ
あ
い
の
場
」
と
し
て
楽
し
も
う

と
。
五
年
前
か
ら
代
表
、
小
着

健
次
さ
ん
等
か
中
心
と
な
っ
て
復
活

さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
さ
八
訂
位
の
青
竹
を
骨
組
に
し

て
ワ
ラ
を
桂
み
あ
け
各
家
庭
か
ら
集

め
ら
れ
た
‘
お
飾
リ
や
タ
ル
マ
を
く

く
リ
つ
け
‘
午
後
六
時
の
銃
の
合
図

と
と
も
に
点
火
さ
れ
る
と
‘
赤
々
と

燃
え
上
か
リ
‘
夜
空
に
観
客
の
顔
か

央
公
民
館
の
親
子
創
作
教
室
に

丑
参
加
し
て
い
る
親
子
（
小
学
生

と
親
）
か
‘
こ
の
起
‘
村
の
伝
説
を

題
材
に
し
た
絵
画
か
み
し
は
い
を
完

成
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
絵
画
は
；
行

ば
ん
上
人
と
厄
除
け
だ
ん
こ
＂
と
い

っ
て
、
行
ば
ん
上
人
か
祈
顧
し
た
、

だ
ん
こ
を
食
べ
る
と
‘
さ
い
な
ん
や
、

悪
い
病
気
な
ど
に
か
か
ら
な
い
で
幸

福
に
な
れ
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
。

親
と
子
供
か
一
組
で
‘
―
つ
の
画

面
を
担
当
し
て
、
画
紙
に
表
現
し
た

も
の
。
全
部
で
三
十
一
枚
の
絵
画
を

組
合
せ
て
作
っ
た
も
の
で
す
。

九
月
か
ら
、
毎
月
一
回
の
日
曜
日

七
日
間
を
費
や
し
て
完
成
し
た
も
の
。

う
つ
し
だ
さ

れ
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
‘

甘
酒
や
お
で

ん
か
配
ら
れ

る
と
子
供
た

ち
は
大
喜
び

で
‘
火
の
回

リ
を
走
り
ま

わ
っ
て
楽
し

そ
う
ー
。
大

人
た
ち
も
お

き
よ
め
で
キ

ュ
ー
と
一
杯

の
ど
し
め
し
。

伝
統
の
＂
火

祭
り
＂
を
楽

し
み
ま
し
た
。

指
導
さ
れ
た
‘

泉
田
光
司
先
生
は
‘

「
親
と
子
の
ふ
れ

合
い
か
、
す
ご
く

感
し
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
真
剣
に
と

リ
組
ま
れ
た
の
で
、

大
変
良
い
も
の
か

で
き
‘
本
当
に
う

れ
し
い
で
す
」
と

語
る
。
こ
の
作
品

は
‘
三
月
に
行
わ

れ
る
「
公
民
館
ま

つ
り
」
て
披
露
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

南大島で 「どんど焼」
———-m
————————————— -___________________ _
 

三
老：：：
乏巨
圭巨
至三
垂巨
三＝：

.̂i 
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国
民
年
金

保
険
料
は
忘
れ
ず
に

納
付
し
ま
し
ょ
う

新
制
度
三
月
ス
タ
ー
ト

「
住
宅
性
能
保
証
制
度
」
か
群
馬

県
で
も
三
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

消
費
者
が
安
心
し
て
マ
イ
ホ
ー
ム
に

住
め
る
よ
う
に
、
住
宅
の
品
質
や
性

能
を
十
年
間
保
証
す
る
一
種
の
保
険

制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
建
設
省
の
指
導
で

五
十
五
年
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
る
も

の
で
、
す
で
に
、
二
十
五
都
道
府
県

で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
県
の
場

合
、
運
営
は
県
か
ら
委
託
を
受
け
た

「
群
馬
県
建
築
士
会
」
か
行
い
ま
す
。

こ
の
制
度
に
登
録
し
た
建
設
業
者

加
入
者
の
皆
さ
ん
‘
保
険
料
の
納

め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
決
め
ら

れ
た
納
付
期
限
ま
で
に
キ
チ
ン
と
納

め
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。

も
し
、
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
い

ま
す
と
‘
万
一
の
と
き
‘
障
害
年
金

や
母
子
年
金
な
ど
か
受
け
ら
れ
な
い

ば
か
り
で
な
く
‘
将
来
、
老
齢
年
金

も
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

あ
な
た
自
身
の
た
め
に
、
保
険
料

は
必
す
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

゜

、
つ

な
ど
を
利
用
す
れ
ば
、
保
証
期
間
中

の
障
害
は
‘
故
意
や
過
失
‘
天
災
で

な
い
限
り
‘
保
険
会
社
と
登
録
業
者

か
保
障
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

主
な
内
容
特
長
と
し
て
‘
①
制
度

対
象
と
な
る
の
は
新
築
の
一
戸
建
て

住
宅
②
保
証
対
象
期
間
は
‘
基
礎
、

柱
‘
は
り
、
床
、
壁
、
屋
根
の
荷
重

支
持
か
十
年
、
屋
根
の
防
水
か
五
年
、

そ
の
他
は
一
年
か
ら
二
年
な
ど
で
す
。

③
笠
録
業
者
が
倒
産
し
て
も
利
用
者

の
一
部
負
担
で
保
証
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
④
登
録
業
者
と
所
有
者
の
間
で

ト
ラ
ブ
ル
か
発
生
し
た
場
合
、
「
住
宅

保
証
機
構
」
か
仲
介
し
て
く
れ
ま
す
。

な
お
、
登
録
業
者
に
は
登
録
マ
ー

ク
か
掲
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
県
土
木
部
住

宅
課
（
6
0
2
7
2
悶
1
1
1
1
⑲

3
4
5
5
)
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

太
田
局
へ
の
通
話
が

市
外
局
番
な
し
で
0
k
/
.

現
在
、
明
和
村
（
館
林
局
管
内
、

館
林
市
・
板
倉
町
・
千
代
田
町
・
邑

楽
町
）
か
ら
、
太
田
局
管
内
（
太
田

市
・
大
泉
町
・
尾
島
町
・
新
田
町
）

へ
の
通
話
は
、
市
外
局
番

(
0
2
7

6
)
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
、
今
年
の
三
月
頃
か
ら
‘

市
外
局
番
（
0
2
7
6
)
な
し
で
、

市
内
局
番
（
ニ
ケ
タ
数
字
）
と
加
入

司
法
書
士
会
で

小
冊
f
叫
作
成

群
馬
司
法
書
士
会
で
、
こ
の
程
「
土

地
建
物
の
登
記
」
と
い
う
‘
小
冊
子

（
―
二0
円
）
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
春
か
ら

マ
イ
ホ
ー
ム
登
録
業
者
利
用
で

1
0年
間
保
障

. 
者
番
号
（
四
ヶ
タ
数
字
）
を
タ
イ
ヤ

ル
す
る
だ
け
で
通
話
で
き
る
よ
う
に

な
リ
ま
す
。

ま
た
、
同
時
に
、
尾
島
町
の
2

局

は
「
5
2局
」
に
、
新
田
町
の
6

局
、

7

局
は
「
5
6局
」
、
「
5
7局
」
に
そ

れ
ぞ
れ
市
内
局
か
変
更
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
お
客
様
の
ご
要
望
に
お

応
え
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
は
‘
①
権
利
証
の
役
割
、

②
マ
イ
ホ
ー
ム
の
登
記
‘
③
売
買
．

贈
与
・
遺
言
の
登
記
と
い
っ
た
内
容

か
わ
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
あ
り
ま

す
。
ご
希
望
の
方
は
圏
切
手
1
2
0
円
分

を
同
封
し
‘
切
手
7
0円
を
貼
っ
て
返

送
用
封
筒
を
添
え
て
『
前
橋
市
本
町

ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話
と
は
、
全
国
ど

こ
か
ら
で
も
‘
ど
こ
へ
で
も
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
で
電
話
か
か
け
ら
れ
る
新

群
馬
司
法
書
士
会
で
は
、
電
話
に

よ
る
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
事
で
判
ら
な
い
こ
と

困
っ
て
い
る
こ
と
か
あ
り
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
の
五
の
四
‘
群
馬
司
法
書
士
会
』

宛
送
付
く
だ
さ
い
。

,< 

¥

]

 七
D
[

◎
土
地
の
売
買
．
贈
与
し
た
と
き
の

登
記
手
続
’

◎
地
代
・
家
賃
等
を
受
け
取
っ
て
も

ら
え
な
い
と
き
の
供
託
手
続

◎
貸
金
の
請
求
・
損
害
賠
償
等
の
請

求
を
裁
判
上
で
す
る
と
き
の
書
類
の

作
成
、
そ
の
他
司
法
書
士
の
業
務
に

関
す
る
こ
と
。

蔓
相
談
日
及
電
話
番
号

▼
毎
週
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

午
前
九
時
1

四
時
ま
で
（
祭
日
除
く
）

▼
電
話
番
号
0
2
7
2

闘
0
2
3
5

土
地
登
記
な
ど
で
、

電
話
で
ご
相
談
を

”
ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話
”

ご
存
知
で
す
か

お
困
り
の
方
は

シ
ス
テ
ム
の
通
話
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
通
話
は
局
番
な
し
の

1
0
六
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
、
交
換

手
に
「
ク
レ
ジ
ソ
ト
通
話
」
続
い
て

次
の
番
号
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

□
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
（
暗
証
番
号
）

⑤
料
金
支
払
用
電
話
番
号

⑤
先
方
の
電
話
番
号
（
市
外
局
番
も
）

料
金
の
お
支
払
方
法
は
、
ご
指
定

の
電
話
の
料
金
に
含
め
て
請
求
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
外
で
の
お
仕
事
の
多
い
方
な
ど

に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
ぜ
ひ
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
•
お
申
込
み
先
は

｀
館
林
電
報
電
話
局
第
二
営
業
所
(
6

閻
0
9
4
2
)
へ
。
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圏
恩
田
義
雄
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
亡

父
供
養
の
た
め
五
万
円
。

圏
岡
安
一
洲
さ
ん
（
南
大
島
）
は
、

亡
母
供
養
の
た
め
十
万
円
。

0
坂
井
潤
子
さ
ん
・
坂
井
弘
子
さ
ん

（
中
谷
）
の
姉
妹
は
、
お
年
玉
の
内

か
ら
四
千
五
百
円

圏
竹
越
千
代
子
さ
ん
（
川
俣
）
は
、

五
千
円
。

0
江
森
弘
治
さ
ん
（
梅
原
）
は
、
子

供
用
敷
布
団
五
枚
。

そ
れ
ぞ
れ
、
社
会
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
く
だ
さ
い
と
社
会
福
祉
協
議

会
の
奉
仕
銀
行
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集
（
体
）

0

日
時

3

月

2
5日
午
前
9

時

0

会
場
社
会
体
育
館

0

対
象
高
校
生
以
上
の
地
区
（
大

字
）
単
位
の
編
成
チ
ー
ム
が
原
則

〇
申
込
先
社
会
体
育
館
へ

剣
道
大
会
参
加
者
募
集
（
体
）

0

日
時

3

月

2
0日
午
前
9

時

0

会
場
社
会
体
育
館

0

試
合
小
・
中
学
生
の
二
部
門

〇
申
込
先

3

月

1
0日
ま
で
に
、

社
会
体
育
館
へ

中
央
公
民
館

社
会
体
育
館

ダ
の

ベ
＞

ち
で
見
過
ご
し
が
ち
で
す
が
、
そ
れ

で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

お
互
い
に
幸
せ
に
生
き
よ
う
と
す

る
心
は
、
人
間
と
し
て
の
自
然
の
願

い
で
あ
り
‘
私
た
ち
か
そ
れ
を
認
め

あ
い
、
尊
重
し
合
う
努
力
を
し
な
け

「
す
べ
て
の
国
民
は
、
法
の
下
れ
ば
、
そ
れ
を
保
ち
つ
づ
け
る
こ

に
平
等
で
あ
っ
て
、
人
種
、
信
条
、
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

性
別
、
社
会
的
身
分
又
は
門
地
に
大
切
な
こ
と
は
、
地
区
の
有
無

よ
り
政
治
的
、
経
済
的
、
又
は
社
に
か
か
わ
ら
ず
差
別
の
な
い
、
幸

会
的
関
係
に
お
い
て
差
別
さ
れ
な
せ
な
明
る
い
社
会
を
建
設
し
て
い

い
。
」
と
憲
法
第
十
四
条
に
保
障
さ
ー
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
た
ゆ
み
な

れ
て
い
ま
す
。
．
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u. 

か
ら
、
す
で
に
三
十
七
年
，.. 

｀
：
｀
：
り
・
・
・
・

以
上
も
経
過
し
た
今
日
に
お
い
て

も
、
完
全
に
は
解
決
さ
れ
て
い
な

い
の
か
同
和
問
題
で
す
。

封
建
時
代
の
身
分
制
度
か
も
と

に
な
っ
て
、
い
ま
だ
に
日
本
国
民

の
一
部
の
人
々
か
、
い
ろ
い
ろ
な

社
会
生
活
の
な
か
で
‘
苦
し
ん
で
い

る
と
い
う
部
落
差
別
、
そ
れ
が
同
和

問
題
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。

私
た
ち
は
、
こ
の
問
題
を
他
人
ご

と
だ
と
か
、
そ
っ
と
し
て
お
け
ば
自

然
に
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
気
痔

お
知
ら
せ
版

屯
ス
キ
ー
教
室
（
尾
瀬
、
戸
倉
）
（
体
）

日
時

2

月

1
7日

(
1
9日ま
で
）

圏
婦
人
学
級
（
公
）

日
時

2

月

1
7日
午
後
1

時

〇
油
絵
教
室
（
公
）

日
時

2

月

1
8日
午
後
1

時
3
0分

〇
陶
芸
教
室
（
公
）

日
時

2

月

1
9日
午
前
9

時
3
0分

圏
親
子
創
作
教
室
（
公
）

日
時

2

月

1
9日
午
前
9

時
3
0分

衡
書
道
教
室
（
公
）

日
時

2

月

2
6日
午
前
9

時
3
0分

※
（
公
）
は
、
中
央
公
民
館
、
（
体
）
は
、

社
会
体
育
館
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

村 の う ご き

2 月

26 日

ジュニアリーダー教室

13 日 例月出納検査

｝闘｝労働講座
悶］ ｝所得税確定申告相談
18 日 国保運営委員会

第 1 回臨時議会

新年度予算内示

危険物持出日

12 日

21 日

3 月

4 日

立春

苦
の
坂
を
共
に
越
へ
来
し
寡
婦
ど
ち

の
寄
せ
書
唱
へ
つ
検
査
堪
へ
を
り

故
岡
安
ふ
み

手
作
り
の
味
ひ
深
く
健
や
け
き
思
想

匂
ふ
に
見
飽
か
ず
し
ば
し
（
益
子
）

坂
上
千
枝
子

満
開
の
嫁
手
折
り
し
か
黄
菊
を
ば
夫

持
ち
来
た
り
花
び
ん
挿
し
を
り

細
田
武
子

母
川
回
帰
大
利
根
逆
る
鮭
見
ゆ
と
い

ふ
清
ら
な
水
に
か
へ
り
つ
つ
あ
る
か

山
形
ト
メ

農
政
を
優
先
と
い
へ
ば
疑
は
す
農
家

（金属）

危険物持出日

トモノ）

閂｝中央公民館まつり

（ガラス・セ
立
岡
正
夫

遠
く
居
て
詣
で
る
人
も
な
き
墓
所
自

然
に
咲
き
て
彼
岸
花
も
ゆ本

沢
シ
ズ

人
生
の
選
び
し
道
の
き
び
し
さ
を
気

づ
き
し
時
は
我
れ
若
か
ら
ず

多
田
は
つ
江

あ
や
ま
た
ず
吾
に
も
来
る
か
老
年
は

足
元
あ
や
ふ
き
父
に
手
を
か
す

江
森
佳
世
子

歌
歴
の
深
き
誇
り
は
見
せ
す
祝
賀
会

に
さ
ま
よ
ふ
吾
に
も
声
か
け
く
る
る

柿
沼
ま
つ

万
葉
か
な
筆
巧
み
な
る
姑
も
死
に
近

く
声
か
す
れ
つ
つ
眼
差
し
や
さ
し

瀬
下
一
江

寝
か
て
に
独
り
傾
け
る
杏
子
酒
の
グ

ラ
ス
赤
く
重
た
き
夏
の
月
出
づ

奈
良
原
き
く
の

従
容
と
君
が
代
う
た
ひ
て
逝
き
し
と

ふ
明
治
の
気
骨
と
い
う
に
打
た
る
る

江
森
政
美

に
減
反
政
策
は
続
く

吉
永
義
治

野
本
た
ま

保
護
者
続
柄

（
敬
称
略
）

地
区
生
年
月
日

石
村
吉
章
敏
文
長
男
南
大
島

1
2月
2
7日

消
水
雅
美
信
行
二
女
矢
烏

1
2月
2
8日

野
口
博
康
誠
長
男
梅
原

1

月
2

日

泉
田
宏
美
憲
―
二
女
矢
島

1

月
2
日

斎
藤
晴
美
稔
二
女
新
里

1

月
6

日

橋
本
達
也
設
好
長
男
斗
合
田

1

月
8
日

藤
野
稔
央
正
已
長
男
川
俣

1

月
8
日

恩
田
好
恵
正
長
女
梅
原

1

月

1
1日

堀
口
春
士
一
夫
長
男
大
佐
貰

1

月

1
1日

恩
田
智
美
三
郎
長
女
中
谷

1

月

1
4日

北
島
直
哉
純
夫
長
男
田
島

1

月

1
7日

早
川
め
ぐ
み
隆
行
長
女
大
輪

1

月

2
0日

恩
田
宏
太
伊
佐
雄
二
男
中
谷

1

月
2
1
日

落
合
祥
子
理
佑
長
女
矢
島

1

月

2
1
日

関
口
隼
人
拓
雄
長
男
梅
原

1

月

2
3
日

砂
賀
悠
莉
恵
嘉
明
長
女
斗
合
田

1

月
匹
日

ー
死
亡
ー
（
敬
称
略
）

氏
名
年
令
謬
戸
地
区
死
亡
月
日

早
川
光
次
5
3
（
元
久
）
大
輪

1

月
2
日

岡
安
ふ
み
6
6
一
洲
南
大
島

1

月
7

日

栗
原
な
か

8
8
康
雄
南
大
島

1

月
7

日

坂
本
政
吉
7
6
折
原
イ
ク
大
輪

1

月
9

日

田
中
信
義

6
0
（
義
雄
）
南
大
島
1

月

1
4日

桜
木
峯
一
郎
7
6
き
く
上
江
黒

1

月

1
7日

山
岸
理
一

8
2
清
作
千
津
井

1

月

2
0日

阿
部
か
よ
8
9
竹
次
郎
斗
合
田

1

月

2
3
日

森
原
ヤ
ス
ノ
8
1
平
八
上
江
黒

1

月

2
3
日

石
黒
芳
雄

5
8
（
千
代
子
）
新
里
1

月

2
3
日

坂
上
ふ
じ
8
4
弘
中
谷

1

月

2
8日

消
水
ヨ
シ
ェ
6
7
増
雄
矢
島

1

月

2
8日

7
7
（
重
信
）
梅
原

1

月
3
0
日

7
9

一
太
郎
千
津
井
1

月

3
1日

ー
出
生
ー

氏
名 あ

わ
し
天

衣
く
れ
升



昭和59年 2 月 10 日 広 幸艮 め し＼ わ 第269号 (10) 

古 1]?

、ぷ軍
救急車出動回数
●交通事故 6 件
●急病 8 件

●その他 5 件

●計 19 件

□慕 館林邑楽地区 館林地区 明和

産婦人科 耳鼻科 内 科外科 千代田地区
日 白沢医院川田耳鼻科医院 須田医院合{ 72 } 0862 館林医院 館林地区か

2 月 19 日
fl(72) I 6 0 0 合 (72) 3 3 I 4 多々良診療所合 72 3060 fl(74) 2 I I 2 担当します

てな
かる

曜
落合医院原医院 大塚医院合(72)0176 寺内医院 小西医院 ら：2 月 26 日 fl(72)0 I 6 0 合 (72) I 9 3 6 ゆたか芭芦合(73) でりQ 合(72) 3 0 3 I 合 (86) 2 2 6 I 

塁[i 当
後藤（愛）医院ft(72)0134 礫川室医院

3 月 4 日 根 胃 医院川田医院 館林地区力‘

番
合(7 3 2 6 2 合(72) 3 7 2 4 上野医院fi'(72)3330 合 (7A\ 0 | 8 4 担当します

3 月 11 日 古屋（恒）医院後円j 康）医院 森下医院合(73)7776 永寿堂医院 竹越医院 いの

医 合0276(63) 6161 合 2 3 9 7 5 清河堂医院fl(72)3070 合(72) 4 4 6 9 合 (84) 3 I 3 7 ゜で

3 月 18 日 六吉 喜 医院小倉医院 安楽岡医院合(72)0572 海宝医院 館林地区が 電話 時ます゚
合(7 I 6 3 0 合(72)0606 大島診療所匹（77) 1503 合(72) 3 I 5 5 担当します でで

無
料
健
康
相
談

あ
気
軽
に
と
う
ぞ

精
神
、
運
動
‘
情
緒
面
な
ど
の
総

合
的
な
診
森
か
実
施
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
者
5
7
年
6
月
一
日
1
5
7
年

8
月
3
1
日
ま
で
の
出
生
者

▼
日
時

2

月
1
7
日
⑤
受
付
は
、

午
後
1

時
1
2

時
ま
で
で
す
。

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
持
参
す
る
も
の
「
母
子
手
輯
」

※
く
わ
し
く
は
‘
役
場
保
健
課
ま
で

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。

住
宅
金
融
公
庫
個
人
住
宅
建
設
責

金
申
し
込
み
受
け
付
け
か
‘
次
の
と

お
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間
…
·
:
5
9
年
2
月
2
9
日
ま
て

▼
選
定
方
法
：
…
・
選
考
（
無
抽
選
）

に
よ
り
行
い
ま
す
。

▼
融
資
額
及
ひ
利
率
…
•
•
•
住
宅
の
床

面
積
に
よ
っ
て
ち
か
い
ま
す
か
‘
土

〇
＼
一
六
五
，m
て
、
四
八
0
ー
五
三

0
万
円
の
限
度
額
。
利
率
は
‘
五
・

五
％
＼
七
・
三
％
ま
て
て
す
。
桐
生
女
子
高
校
に
は
‘
通
信
の
課

▼
返
済
期
間
：
·
·
：
木
造
の
場
合
2
5
年
柱
ガ
あ
り
ま
す
。
男
女
共
学
の
普
通

以
内
。
科
で
年
齢
に
関
係
な
く
‘
入
学
て
き

ー

息
愈
Q
息
心
息
心
息
Q
⑰
息
Q
息
息
⑰
息
息
愈
息
息
息
息
息
Q
息
⑰
と
と
息~
 

圏
9

っ
い
て
不
安
か
あ
る
‘

血
圧
か
気
に
な
る
。
と
い
う
方

は
ぜ
ひ
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
村
民
一
般

▼
日
時
2
月
2
8
日
因
受
付
は
‘

午
後
1

時
、
）
2
時
ま
て

▼
会
場
中
央
公
民
館

▼
内
容
医
師
に
よ
る
相
談
・
検
尿
・

血
圧
測
定
な
ど

※
く
わ
し
く
は
‘
役
場
保
健
課
に
お

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

一
歳
六
カ
月
児

健
康
診
査

引き換えは7月19日までに

当せん番号

塁 お年王の品名 組 番 号

A組 869616 

l 
電子レンジ 182626 

等 A B 

組共通
476024 

528616 

A組
下 5 けた

2 折りたたみ式 18845 

等 自 転 車 A B 下 5 けた

組共通 29663 

手紙セット
3 （便せん・封筒・グ A B 下3けた 下3けた

等 リーティングカー 組共通 075 269 
ドのセット）

4 AｷB 下217ナた 1下621 ナた 下2けた
等お年王切手シート

組共通 2 7 92 

▼
申
込
先
：
…
•
公
庫
業
務
取
扱
金
融

機
関
。

※
詳
細
は
、
住
宅
金
融
公
庫
北
関
東

支
所
6
0
2
7
2
閲
6
6
5
5
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
す
。

毎
月
、
二
回
は
ど
（
日
曜
日
）
登

校
す
れ
ば
良
い
の
て
‘
働
き
な
か
ら

学
は
う
と
す
る
人
や
、
家
庭
の
主
婦

な
ど
に
最
適
て
す
。
意
欲
の
あ
る
人

は
‘
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

学
費
も
わ
す
か
し
か
‘
か
か
り
ま

せ
ん
。

〇
願
書
受
付
期
間

3
月
認
日
か
ら
4
月
1
7
日
、
正
午

ま
で
。

〇
申
込
み
・
問
い
合
せ
先

桐
生
市
梅
田
町
一
丁
目
一
八
五
番

地
。
．
『
群
烏
県
立
桐
生
女
子
高
等
学

校
』
（
6
0
2
7
7
閲
2
1
8
2
)

に
‘
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
‘
厚
生
年
金
に
つ
い
て

疑
問
や
相
談
ご
と
か
あ
リ
ま
し
た
ら

お
気
軽
に
お
い
で
く
た
さ
い
。

▼
相
談
日
2
月
1
7
日
⑤

▼
時
間
午
後
一
時

1

三
時
ま
て

▼
会
場
中
央
公
民
館

59年

年賀はがき

当
つ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い

I
.

も
う
一
度
確
認
を

II 
28 
日
II 
27 24 
日日

各
種
健
診
日

各
種
健
診
を
毎
月
次
の
日
租

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診

(
A
A
弟
―
―
木
曜
日
）

妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
す
れ
も
中
央
公
民
館
て
行

わ
れ
‘
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
1
2

時
ま
て
で
す
。

今
月
の
納
め

今
月
は
、
国
民
年
金
第
六
期
、

水
道
使
用
料
で
す
。

集
合
納
入
日

中
央
公
民
館
和
室

明
和
農
協
第
一

，
大
島
転
作
促
進
（
施
）

東
部
児
童
館

斗
合
田
集
落
セ
ン
タ
ー

¥
 

ヽ

通
信
制
生
徒
募
集

票
立
桐
生
女
子
高

苔ロリリミ' • • 
員相 会 日

か談 場 時六X 
助は

通言無＾館時 2
指料 1日林 1 月 事
導で市市午 16 故：
を‘ 嘉 民後日 相
さ専相 3

[ 
門一談時午＝配火火
の階主ま前
相ーで 10

住
宅
建
設
資
金
融
資

住
宅
金
融
公
庫

• • 月
会 日例
場 時 ヽィ~丁ー

] 時 2 政
1 月,,-...
午 15 人

：息日権
議時午 一室ま前相
で 10 ＝助火火



'□言―丘
3 月 1 日現在

i世帯数 2,483 戸
！人口総数 10,086人り
i男 5,036人

I.... t~月中の重；胃゜人り
；出生10 人 死亡 6 人り

；転入17 人 転出 18人！
りり

L----------------4 

み
つ
め
よ
う
心
の
ふ
る
さ
と
を

一
万
人
の
住
む
我
が
ふ
る
さ
と

大
切
な
人
の
い
る
こ
の
ふ
る
さ
と

公
演
を
知
り
共
に
心
弾
ま
せ

公
演
を
語
り
共
に
感
じ
合
う

ふ
る
さ
と
を
見
つ
め
る
、
現
在
・

過
去
・
未
来
、
人
々
は
集
う

そ
ん
な
ひ
と
と
き
を
共
に
す
ご
し
た

い
。
明
和
の
地
で
、
そ
れ
が

I
I

い
ち

ま
ん
に
ん
の
会

1
1の
願
い
で
す

み
ど
こ
ろ

第
一
回
村
議
会
臨
時
会
（
一
般

会
計
補
正
予
算
な
と
可
決
）
ー
2

p

振
替
納
税
ス
タ
ー
ト

3

p

ち
び
つ
子
、
村
長
と
語
るI
4
.
5

p

カ
メ
ラ
ニ
ュ
ー
ス

6
.
7

p

珠
算
検
定
合
格
者
・

放
送
教
室
に
参
加
し
て
|
|
8

p

寄
付
あ
り
が
と
う
•
お
知
ら
せ

・
村
の
う
ご
き
ー
ー
9
.
1
0p

'84 
3
1
0
8
 

発
編
印

第270号
行明和村役場
集総務課

広報係
フレーン刷

代表

橋本隆さん
（矢島）

\ 

ー
ん
の
会

し
ち
ま
か
J



昭和59年 3 月 10 日 広 報 め し＼ わ 第270号 (2) 

「交通安全功労.J で

関口さん・丸山さん表彰される

丸山紋一さん

（上江黒）
関 □正四郎さん

（千津井）
水
路
改
良
工
事
費
な
ど

一
般
会
計
一
、
七
九
五
万
二
千
円
補
正

昭
和
五
十
九
年
第
＿
回
明
和
村
議

会
臨
時
会
が
、
二
月
二
十
一
日
（
会

期
一
日
間
）
に
開
か
れ
ま
し
だ
。

こ
の
臨
時
会
で
①
五
十
八
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
②
明
和
村
各
種

報
酬
及
び
費
用
弁
償
・
村
三
役
及
び

教
育
長
等
の
結
与
関
係
に
つ
い
て
審

議
さ
れ
、
い
す
れ
も
原
案
と
あ
り
可

決
さ
れ
ま
し
だ
。

〈
主
な
内
容
〉

既
定
の
予
算
額
に
‘
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
一
、
七
九
五
万
二
千
円
を
追

加
し
て
予
算
総
額
を
ニ
―
億
三
、
四

0
0
万
九
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

主
な
歳
出
は
、
農
林
水
産
業
費
で
、

新
設
高
等
学
校
周
辺
の
水
路
改
良
工

二
月
十
七
日
、
開
か
れ
た
「
第
一
回
群

馬
県
交
通
安
全
大
会
」
（
前
橋
市
民
会
館
）

の
席
上
で
、
交
通
安
全
功
労
者
と
し
て
、

関
口
正
四
郎
さ
ん
（
千
津
井
）
か
表
彰
、
ま

た
、
丸
山
紋
一
さ
ん
（
上
江
黒
）
か
感
謝

状
を
、
清
水
知
事
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
人
は
、
永
年
地
域
の
交
通
安
全
思

想
高
揚
等
に
尽
力
さ
れ
、
更
に
安
全
教
育

に
か
け
る
意
欲
は
人
一
倍
で
‘
積
極
的
な

活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、
関
口
さ
ん
の
奇
術
を
交
え
て
の

交
通
講
話
は
、
子
ど
も
‘
お
年
寄
り
た
ち
に

大
変
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
丸
山

さ
ん
は
現
在
、
交
通
安
全
協
会
千
江
田
支

部
長
と
し
て
活
躍
中
で
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
お
二
人
の
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

一
般
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

事
費
の
一
、
0
四
0
万
円
と
村
単
分

水
路
改
良
工
事
費
七
0
0
万
円
の
合

計
一
、
七
四
0
万
円
で
す
。
そ
れ
に

給
与
改
定
に
伴
う
人
件
費
と
し
て
、

総
務
費
四
二
万
六
千
円
と
教
育
費
十

二
万
六
千
円
で
す
。

一
方
主
な
歳
入
は
、
地
方
交
付
税

七
五
五
万
二
千
円
と
新
設
高
等
学
校

建
設
に
伴
う
県
か
ら
の
委
託
金
一
‘

0
四
0
万
円
で
す
。

東
武
鉄
道
株
式
会
社
で
は
、
館
林

駅
1

高
鳥
ー
柳
生
駅
間
の
バ
ス
路
線

を
三
月
十
日
を
も
っ
て
廃
止
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
昨
年
の
十
月
末
限
り
で

廃
止
の
意
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
手

続
き
等
の
関
係
で
、
の
び
の
び
に
な

っ
て
い
た
わ
け
で
す
。

廃
止
の
理
由
と
し
て
は
、
マ
イ
カ

ー
普
及
に
伴
い
、
運
灯
面
で
の
累
積

）
バ
ス
路
線
靡
止
決
ま
る

戸
館
林
駅
ー
高
鳥
ー
柳
生
駅
線

東

明
和
村
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
、
今
臨
時
会
で
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
次
の
よ
う
に
‘

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

〇
主
な
も
の
（
い
ず
れ
も
月
額
）

▼
議
長
十
七
万
九
千
円

▼
副
議
長
十
二
万
三
千
円

▼
常
任
委
員
長
十
一
万
八
千
円

▼
議
員
十
一
万
三
千
円

▼
村
長
五
十
万
五
千
円

▼
助
役
四
十
万
四
千
円

▼
収
入
役
三
十
七
万
九
千
円

▼
教
育
長
三
十
六
万
四
千
円

赤
字
の
増
大
等
に
よ
る
も
の
で
す
。

村
内
に
は
、
上
江
黒
ニ
カ
所
、
下

江
黒
ニ
カ
所
、
斗
合
田
一
カ
所
、
計

五
カ
所
の
停
留
所
が
あ
り
‘
こ
れ
等

か
影
響
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
今
後
は
、
近
辺
を
運
行
す

る
館
林
駅
i
板
倉
経
由
ー
古
河
線
を

利
用
し
て
ほ
し
い
と
東
武
鉄
道
閥
で

は
い
っ
て
い
ま
す
。

の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

各
種
報
酬
及
び
給
与
等

保
険
料
引
き
上
げ

4

月
か
ら

月
額
泣
円
6
 

只
二

国
民
年
金
の
保
険
料
が
、
四
月
か

ら
、
月
額
三
九
0
円
ア
ッ
プ
し
て
、

六
、
ニ
ニ
0
円
（
現
行
五
‘
八
三0
円
）

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
年
金
で
は
、
老
齢
年
金
を
は

じ
め
、
各
種
の
年
金
額
か
物
価
上
昇

に
よ
り
目
減
り
し
な
い
よ
う
物
価
ス

ラ
イ
ド
制
か
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
給
者
に
支
払
わ
れ
る
年
金
の
給

付
財
源
は
、
加
入
者
か
納
め
る
保
険

料
の
積
立
金
と
そ
の
運
用
収
入
及
び

国
庫
負
担
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま

す
が
‘
給
付
費
だ
け
を
引
き
上
げ
て

い
き
ま
す
と
年
金
財
政
を
維
持
し
て

い
く
こ
と
か
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
‘
将
来
に
向
か
っ
て
、
国

民
年
金
を
さ
ら
に
発
展
、
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
国
の
負
担
額
及

び
、
保
険
料
の
引
き
上
げ
か
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
回
の

保
険
料
の
引
き
上
け
も
、
年
金
を
長

期
に
わ
た
っ
て
‘
健
全
に
維
持
し
、

将
来
、
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
満
足
で

き
る
年
金
を
支
払
う
た
め
の
も
の
で

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。
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0000000 
預金残高に

ご注意を．グ

村票民税・固定資産税

なと • 

皆
様
の
要
望
と
時
勢
に
即
応
し
、

納
税
者
の
利
便
を
図
る
た
め
‘
五
十

九
年
度
（
四
月
一
日
）
か
ら
（
希
望

し
た
人
の
み
）
の
『
村
県
民
税
・
固

定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
·
健
康
保

険
税
•
国
民
年
金
保
険
料
・
農
業
共

済
掛
金
•
水
道
料
金
・
利
根
加
用
水

賦
課
金
』
か
、
口
座
振
替
納
入
に
な

り
ま
す
。

こ
の
振
替
制
度
は
、
昨
年
か
ら
、

区
長
会
を
中
心
に
ご
検
討
い
た
だ
き
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
も
、
大
多
数

が
賛
成
と
い
う
こ
と
な
の
で
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
後
、
振
替
納
税
の
希

望
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
と
こ
ろ
‘

二
―
八
五
人
（
全
体
の
約
八
五
％
）

の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
既
に
、
館
林
市
・

大
泉
町
・
邑
楽
町
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ど
の
家
庭
で
も
、
電

話
料
・
電
気
料
な
ど
の
支
払
い
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
理
解
し
や

す
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
ま
す
と
‘

納
税
者
の
皆
様
が
指
定
し
た
、
金
融

機
関
の
預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
‘

納
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で

従
来
の
方
法
と
ち
か
っ
て
、
①
納
税

の
際
の
手
数
と
時
間
か
省
略
で
き
る

②
現
金
を
持
ち
歩
か
な
く
て
す
み
安

全
で
あ
る
等
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

反
面
、
通
帳
に
残
高
が
不
足
し
ま

す
と
、
振
替
（
引
き
お
と
し
）
が
出

来
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

9
9
9
9
9
1
1
1
1
9
9
 _

_

 1
9
9
9
 

ー
キ
ッ
プ
（
納
税
通
知
書
）
一

一
領
収
書
な
と
は
と
う
な
る
の
全

【
振
替
を
利
用
さ
れ
る
方
は
】

◎
納
税
通
知
書
は
、
従
来
ど
お
り
の

納
税
組
合
を
通
じ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。

現
金
納
付
か
ら
日
座
振
替
ヘ

\• 
ー^
-
V

ｭ
, 
ヽ
ヽ

L

\‘ ＼
ヽ

\ 
\\ 

ー
ー
＼

1

ー
＼

ー

.

I

 

ー

9
,
ｷ
 

ー

透遡

と
同
時
に
、
皆
様
が
指
定
し
た
金
融

機
関
に
も
納
付
書
か
送
付
さ
れ
ま
す
。

（
こ
の
納
付
書
に
よ
り
、
皆
様
の
ロ

座
か
ら
引
き
お
と
し
と
な
り
ま
す
。
）

◎
領
収
書
は
、
最
終
納
期
後
一
括
し

て
‘
納
税
組
合
を
通
じ
て
、
皆
様
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
（
但
し
‘
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
は
五
月
中
に
送
付
と
な

り
ま
す
。
）従

来
ど
お
り
で
一

[
納
税
さ
れ
る
方
は

◎
納
税
通
知
書
は
、
従
来
ど
お
り
の

納
税
組
合
を
通
じ
て
送
付
さ
れ
ま
す
。

（
振
替
利
用
さ
れ
る
方
と
同
じ
で
す
。
）

◎
納
税
方
法
は
、
新
た
に
編
成
し
て

い
た
だ
い
た
班
に
よ
り
、
交
代
で
集

金
し
て
い
た
だ
き
、
次
の
集
合
納
税

場
所
で
、
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

（
五
十
九
年
度
か
ら
納
税
場
所
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
）

▼
東
部
地
区
東
部
児
童
館

▼
中
部
地
区
中
央
公
民
館
み
ツ

▼
西
部
地
区
明
和
農
協
（
第
一
）
＜

しの替振座口

口座振替依頼

納税通知書

0

明
和
村
農
業
協
同
組
合
（
第
一

第
二
）

0

明
和
村
千
江
田
農
業
協
同
組
合

0

群
馬
銀
行
（
館
林
支
店
・
館
林

南
支
店
・
板
倉
支
店
）

〇
足
利
銀
行
館
林
支
店

0

第
一
勧
業
銀
行
館
林
支
店

0

太
陽
神
戸
銀
行
館
林
支
店

0

大
生
相
互
銀
行
館
林
支
店

〇
館
林
信
用
金
庫
南
支
店

盲
り
扱
い
金
融
機
関
は
一

次
の
と
あ
り
で
す
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説明にも熱が入ります

村長さん答える
” 

..,.ろは、国語·
算数が好きだつた

汀~どもの一

出席者
吉田孝志(6年）・大沢光則 (6年）・堀口達也 (6年）•関根寿治 (6年）
倉本洋吉(6年）•石川享良 (6年）•松本秀幸 (6年）・後藤政晴 (6年）

門間正和(6年）•松本和幸(6年）•石崎泰弘 (6年）•石崎 仁 (5年）
中村豪(5年） （敬称略）

明
和
村
の
面
積
は

と
の
く
ら
い
で
す
か

一
主
な
質
疑
応
答
＿

闊
こ
れ
は
で
す
ね
、
一
九
・
一

四
平
方
げ
で
す
。
ち
な
み
に
‘
と
な

り
の
板
倉
町
は
、
明
和
の
約
二
倍
の

四
一
・
三
四
平
方
げ
‘
千
代
田
町
は

二
―
•
八
0
平
方
げ
で
す
。

l

i
 
J
 

冒
五
年
間
村
会
議
員
を
や
り
ま

し
て
当
時
‘
村
長
で
あ
り
ま
し
た

小
松
原
さ
ん
に
‘
役
場
の
助
役
に
な

っ
て
く
れ
な
い
か
と
い
わ
れ
、
昭
和

四
十
三
年
の
八
月
か
ら
助
役
に
な
り

六
年
間
、
四
十
九
年
ま
で
助
役
を
や

と
う
し
て
村
長
さ
ん

に
な
つ
だ
の
で
す
か

村
長
さ
ん
の
仕
事
に
つ

い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ヽ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
.

｛
『
あ
な
た
は
、
”
村
の
よ
う
す
”
を
知
り
う
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
生
徒
~

了
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
（
小
学
生
）
二
十
三
人
が
出
席
。
~

｛
私
た
ち
の
生
活
が
、
向
上
す
る
た
め
に
、
本
議
会
さ
な
が
ら
の
「
ち
び
っ
~

量
要
な
役
割
を
し
て
い
る
、
村
の
よ
う
す
に
こ
議
会
に
」
村
長
さ
ん
、
び
っ
く
~

~
つ
い
て
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
日
は
、
り
し
た
よ
う
す
で
し
た
が
、
一
問
一

]
奈
良
村
長
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
い
て
、
い
ろ
一
問
て
い
ね
い
に
お
答
え
し
て
い
~

~
い
ろ
お
聞
き
し
て
み
ま
し
た
。
』
ま
し
た
。
中
ば
ん
ご
ろ
か
ら
笑
顔
~

~
こ
れ
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
教
室
の
一
も
出
は
じ
め
、
和
や
か
な
応
答
が
｛

ニ
つ
で
二
月
十
二
日
「
ち
び
っ
こ
議
会
」
と
名
い
つ
ま
で
も
続
け
ら
れ
ま
し
た
。
｛
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9

9

9
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9
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9
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同
ち
ょ
っ
と
む
す
か
し
い
で
す

の
て
皆
さ
ん
の
家
庭
の
状
況
と
は

は
に
て
い
る
の
で
、
一
家
の
家
庭
に

た
と
え
て
お
話
し
ま
す
と
‘
皆
さ
ん

の
家
に
は
‘
お
父
さ
ん
‘
お
母
さ
ん

兄
弟
姉
妹
‘
お
じ
い
ち
ゃ
ん
‘
お
ば

あ
さ
ん
か
い
ま
す
ね
。
そ
の
中
の
お

父
さ
ん
の
役
目
を
し
て
い
る
の
か
村

長
だ
と
考
え
て
い
い
と
思
い
ま
す
。

雷

黒
板
に
書
か
な
い
と
わ
か
り

て
い
ま
せ
ん
か
‘
か
り
の
名
称
は
、

「
群
馬
県
立
館
林
商
工
高
等
学
校
」

に
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
内
容
は
‘
一
学
年
商
業

科
三
ク
ラ
ス
、
定
員
1
3
5
人
・
工
業
科

三
ク
ラ
ス
、
定
員
1
2
0
人
・
合
わ
せ
て

2
5
5
人
か
一
学
年
の
定
員
に
な
リ
ま
す
。

一
学
年
か
ら
三
学
年
の
総
定
員
は
7
6
5

人
に
な
る
わ
け
で
す
。

劃
i

公
民
館
や
体
育
館
な
と

つ
く
り
ま
し
だ
が
あ
金

は
と
う
し
だ
の
で
す
か

図
明
和
村
に
高
校
が
で

き
る
そ
う
で
す
が

名
称
な
と
内
容
を

教
え
て
く
だ
さ
い

児
童
公
園
を
つ
く
る

計
画
は
あ
り
ま
す
か

ま
だ
‘
は
っ
き
り
と
決
ま
っ

り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
か
ち
ょ
う
ど
‘

小
松
原
村
長
さ
ん
か
‘
八
年
間
や
っ

て
お
や
め
に
な
っ
た
の
で
、
そ
の
あ

と
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
お
さ
れ
て
‘

村
長
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
う
い

う
こ
と
で
す
。
わ
か
り
ま
し
た
か
・
・
・
・ に

く
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ち
ょ
っ

と
書
き
ま
す
。
（
数
字
を
黒
板
に
書

く
）公

民
館
の
場
合
全
額
で
、
三
億
五

千
三
百
万
円
か
か
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
の
中
で
、
国
か
ら
四
千
万
円
、
群

馬
県
か
ら
五
百
万
円
、
合
計
で
四
千

五
百
万
円
も
ら
っ
た
わ
け
で
す
。

そ
し
て
、
村
か
ら
は
、
一
億
六
千

三
百
万
円
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
お

金
は
皆
さ
ん
方
の
お
う
ち
か
ら
納
め

て
も
ら
っ
た
税
金
で
す
ね
…
…
。
そ

れ
で
も
ま
だ
足
リ
ま
せ
ん
の
で
、
国

か
ら
借
金
し
た
わ
け
で
す
。
そ
の
借

り
た
お
金
か
一
億
四
千
三
百
万
円
で

す
。
そ
の
他
寄
付
金
な
ど
か
、
二
百

万
円
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
こ
う
い
う

ふ
う
に
し
て
完
成
し
た
わ
け
で
す
。

わ
か
り
ま
し
た
か
…
…
。

同
屯
村
長
と
し
て
は
‘
造
っ
て
や

り
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
い
ま
す
か

土
地
か
必
要
な
わ
け
で
す
。
適
当
な

土
地
か
あ
れ
は
い
い
の
で
す
か

な
か
な
か
む
す
か
し
い
問
題
で
す
ね
。

そ
こ
て
‘
特
に
‘
西
地
区
に
つ
い
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ジュニアリ
ーダー教室

出席者

『ちびつこ議会』

阿
こ
れ
は
た
く
さ
ん
出
て
い
ま

砂賀真由美（ 6年）・斉藤由紀枝(6年）•吉田恭
子(6年）・山岸久美子(6年）•島田優子 (6年）・

石塚康子 (6年）・荒井知恵子 (6年）•青山明美

(6年）•砂賀 綾（ 6年）・篠原清乃 (6年） （敬称略）

で

村
か
ら
学
校
に
は
と

の
く
ら
い
あ
金
を
出

し
て
い
る
の
で
す
か

て
は
、
利
根
川
の
河
川
敷
運
動
場
か

で
き
ま
し
た
ね
。
そ
こ
を
大
い
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

閏
今
年
は
東
小
に
は
‘
た
く
さ

ん
出
て
い
ま
す
よ
。
学
校
を
造
っ
て

い
ま
す
か
ら
‘
四
億
二
千
万
円
出
て

い
ま
す
。
そ
れ
で
今
造
っ
て
い
る
校

舎
は
‘
三
億
六
千
万
円
も
か
か
っ
て

い
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
年
に
よ
っ
て

多
少
ち
か
い
ま
す
か
、
生
徒
一
人
当

り
に
し
ま
す
と
‘
今
年
の
場
合
、
東

小
に
は
‘
五
万
六
千
円
・
西
小
に
は

五
万
五
千
円
・
中
学
校
に
は
‘
九
万

六
千
円
出
て
い
ま
す
。
わ
か
り
ま
し

た
か
：
·
…
゜

村
の
消
防
署
で
は
一
年

間
で
救
急
車
の
出
動
回

数
は
と
の
く
ら
い
で
す

か

す
よ
。
一
年
間
に
一
八
二
回
出

動
し
て
い
ま
す
。
約
二
日
に
一
回
出

動
し
て
い
る
計
算
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
の
内
で
交
通
事
故
か
七
0
回
、

急
病
か
七
七
回
、
家
庭
や
工
場
で
の

ケ
ガ
人
か
二
五
回
、
そ
の
他
一
0
回

と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
に
な
り
ま
す
と
、
こ
れ
は
も

の
す
ご
い
で
す
よ
‘
ニ
―
二
万
回
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

1
5秒
に
1

回

の
割
で
出
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
い
か
に
多
い
か
か
わ
か
る
と

思
い
ま
す
。
い
い
で
す
か
…
…
…
。

冒
む
か
し
は
‘
読
み
方
、
漢
字

と
か
‘
算
術
と
か
‘
歴
史
と
か
い
っ

た
も
の
し
か
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
…

で
す
か
ら
今
の
科
目
で
い
い
ま
す
と

国
語
と
算
数
か
好
き
だ
っ
た
で
す
ね
。

村
長
さ
ん
は
子
と
も

の
こ
ろ
の
好
き
な
科

目
は
な
ん
で
し
た
か

題
名
神
功
皇
后

年
号
弘
化
五
戊
申
春
三
月
良
日

大
き
さ
―
二
六
e
m
x
一
六
三
e
m

絵
師
渓
幸
斉
塩
泉
画

願
主
塩
谷
て
る
外
三
名

所
在
地
川
俣
、
粟
島
神
社

こ
の
絵
馬
は
神
功
皇
后
か
三
韓

征
伐
後
、
筑
紫
に
帰
っ
て
応
神
天

皇
を
生
ん
た
と
い
う
物
語
を
描
い

た
も
の
で
、
右
側
に
立
つ
武
装
を

し
た
女
人
か
神
功
皇
后
で
、
そ
の

前
に
白
髪
の
武
内
宿
祢
か
抱
い
て

い
る
赤
ん
坊
が
後
の
応
神
天
皇
て

あ
る
。神

功
皇
后
は
、
夫
て
あ
る
仲
哀

天
皇
か
熊
襲
を
討
つ
た
め
九
州
に

赴
い
て
筑
紫
て
急
死
す
る
と
、
妊

娠
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
武
内
宿
祢

と
共
に
、
海
を
渡
っ
て
新
羅
の
都

城
に
攻
め
込
み
、
国
王
を
降
伏
さ

せ
た
の
ち
筑
紫
に
帰
っ
て
応
神
天

皇
を
生
ん
だ
、
皇
后
は
大
和
に
帰

り
応
神
天
皇
を
皇
太
子
に
立
て
て
、

約
七
十
年
間
政
治
を
と
り
二
六
九

年
に
死
ん
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

古
事
記
、
日
本
書
記
に
よ
れ
は

新
羅
の
国
は
、
金
、
銀
、
珍
ら
し

い
宝
が
た
く
さ
ん
あ
る
国
で
あ
る

と
書
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
金
銀

財
宝
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
に
あ
や
か

一
り
富
を
得
る
た
め
に
、
商
売

一
繁
昌
や
五
穀
豊
穣
等
の
祈
願
、

, .. 

あ
る
い
は
子
宝
、
安
産
等
の

l
祈
願
を
す
る
時
に
奉
納
さ
れ

・
る
絵
馬
て
あ
る
。

そのIO
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国
二
和
村
体
育
協
会
の
主
催
に
よ
る

ス
キ
ー
教
室
か
、
十
七
日
か
ら
三
日

間
、
尾
瀬
戸
倉
ス
キ
ー
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

こ
の
教
室
に
‘
若
人
二
十
四
人
か

参
加
。
技
術
指
導
に
は
、
村
の
体
育

指
導
員
か
あ
た
リ
‘
上
級
・
中
級
・

初
心
者
の
三
ラ
ン
ク
に
分
か
れ
、
参

加
者
の
技
術
に
合
わ
せ
た
指
導
が
行

わ
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。
夜
に
は
、

み
ん
な
で
そ
の
日
の
反
省
を
こ
め
た

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
も
行
わ
れ
、
「
転
ん

で
大
き
な
穴
を
あ
け
た
の
‘
だ
れ
で

し
た
か
」
な
ど
と
‘
失
敗
談
義
に
花
が

さ
き
‘
楽
し
い
ス
キ
ー
教
室
で
し
た
。

1
1大
き
な
穴

あ
け
だ
の
だ
ー
れ
だ
”
~

ス
キ
ー
教
室

こ
」
月
十
九
日
と
二
十
二
日
と
三
十

一
日
と
二
月
十
七
日
、
更
に
ま
た
ま

た
二
月
二
十
六
日
、
ド
カ
雪
か
あ
り

ま
し
た
。
今
年
は
雪
の
あ
た
リ
年
、
最

初
は
珍
し
い
雪
も
‘
こ
ん
な
に
降
っ

て
は
。
喜
ん
だ
の
は
‘
子
ど
も

た
ち
。
千
津
井
の
小
久
保
勝
さ
ん
⑪

宅
で
は
、
長
男
の
貴
幸
く
ん
ら
か
四

＼
五
人
で
、
雪
を
近
く
の
田
ん
ぽ
な

ど
か
ら
、
リ
ヤ
カ
ー
ニ
十
台
分
位
を

運
び
、
高
さ
一
・
五
メ
ー
ト
ル
に
積

、q

、-J

固
め
‘
間
口
八
十
セ
ン
チ
ほ
ど
に
し

て
、
中
を
え
ぐ
り
‘
子
ど
も
な
ら
四

ー
五
人
は
軽
く
入
れ
る
位
の
か
ま
く

ら
を
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
‘
コ
ン
ロ
を
持
ち
込
み

モ
チ
な
ど
を
焼
き
な
か
ら
‘
思
わ
ぬ

ド
カ
雪
で
‘
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ま
た
‘
東
幼
椎
園
の
園
児
た
ち
も

大
き
な
雪
ダ
ル
マ
を
つ
く
ろ
う
と
‘

必
死
で
雪
を
転
か
し
て
い
ま
し
た
。

圏
昇
、
福
は
内
”

と
西
保
育
園
で
、
二
月
三
日
、
「
豆
ま

き
」
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で

作
っ
た
鬼
の
面
を
か
ふ
り
‘
半
分
ず

つ
交
代
で
鬼
に
な
リ
、
大
声
で
”
鬼

は
外
“
と
豆
を
ぶ
っ
つ
け
合
う

園
児
た
ち
。

手
づ
く
り
と
あ
っ
て
‘
鼻
の
大
き

い
も
の
、
つ
の
が
曲
っ
て
い
る
も
の

個
性
豊
か
な
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
ば
か

り
の
お
面
。

楽
し
い
、
豆
ま

き
の
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
ド
カ
雪

令
年
は
雪
の
あ
だ
り
年

Ill 

E
 

＂
＂
観r
 
町
~
｀
＇
』

手づくりあ面で‘'鬼は外、福は内，、

将来の担い手の誇りと自覚を一一
中二を対象に「立春式」

三
」
月
四
日
、
十
九
回
目
の
「
立
春

式
」
は
、
中
央
公
民
館
で
、
中
学
二

年
生
を
対
象
に
行
わ
れ
、
一
四
二
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

式
に
は
、
村
長
は
じ
め
‘
館
林
警

察
署
長
・
村
議
会
議
長
な
ど
関
係
者

多
数
が
参
列
。
こ
の
方
々
か
ら
、
祝

辞
で
、
「
こ
の
時
期
は
、
少
年
少
女

期
か
ら
大
人
へ
の
変
革
期
に
あ
た
る

大
切
な
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
将
来

の
担
い
手
と
し
て
の
誇
り
と
責
任
を

自
覚
し
て
、
明
る
い
社
会
を
つ
く
る

た
め
‘
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
。
」
と

述
べ
ら
れ
る
と
皆
さ
ん
、
力
強
く
う

な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

こ
。f
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明
和
農
協
の
岡
安
今
朝
雄
氏
は
昨

年
十
月
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で

の
十
五
日
間
『
全
国
農
協
青
年
組
織

協
議
会
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
セ
ミ
ナ
ー
』
に
、

県
中
央
会
の
要
請
に
よ
り
参
加
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
農
業
を
視
察
さ
れ
ま
し

こ
。f
 訪

問
国
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
八

カ
国
（
イ
タ
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ

ス
・
ベ
ル
キ
ー
・
西
ド
イ
ツ
）
で
、

当
地
農
家
と
の
交
流
、
農
産
物
の
流

通
機
構
、
市
場
、
加
工
施
設
な
ど
を

主
眼
と
し
た
研
修
を
実
施
。

そ
の
レ
ポ
ー
ト
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

（
紙
面
の
都
合
に
よ
リ
一
部
掲
載
）

スケールのちがいを痛感
ヨーロッパ農業を視察

二
月
十
二
日
に
実
施
さ
れ
た
、
全

国
商
工
会
連
合
会
珠
算
検
定
合
格
者

は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

＿
一
級
】
薗
部
純
子

【
二
級
】
高
橋
豊
、
帆
足
佳
世

【
三
級
】
谷
美
恵
子
、
大
木
敏

春
、
吉
田
京
美
‘
酒
井
寿
枝
‘
滝
ロ

裕
―
‘
薗
田
真
由
美
、
大
沢
秀
一
‘

橋
爪
一
晃
、

【
四
級
】
河
野
千
春
‘
中
島
克
芳
、

大
沢
純
子
、
石
川
真
由
美
、
帆
足
洋

-
、
木
村
和
代
、
荒
木
修
一
、
原
ロ

由
比
乃

【
五
級
】
鯉
沼
美
幸
、
田
口
ま
ゆ

み
、
石
崎
弘
子
、
今
成
百
合
子
、
小

島
涼
世
、
青
木
政
文
、
実
川
正
史
、

一
六
級
】
本
沢
孝
由
、
三
橋
淳

宮
寺
美
奈
子
‘
高
橋
真
由
美
、
金
子

真
紀
枝

【
七
級
】
岩
崎
悦
生
、
宮
下
徳
史

盛
富
美
彦
、
井
上
由
香
、
金
子
明

弘
、
篠
木
み
ち
ょ
‘
増
田
浩
之
、
矢

島
由
絵
、
奈
良
美
咲
、
今
成
貴
郎
、

須
藤
正
恵
、
永
森
あ
お
い
、
尾
崎
宏

和
、
大
室
和
也
、
須
加
光
秋
‘
渡
辺

信
吉
、
中
村
伸
人
、
小
瀬
幸
八
郎
、

石
塚
研
二
、
秋
山
隆
久
、
柿
崎
淳
一

栗
原
純
、
須
永
留
見
子
‘
渡
辺
彩

子
、
小
川
恵
、
石
塚
美
智
子
、
長

ヽ
｀
＇
ー
‘

左
谷
川
悦
子
、
篠
木
香
織
、
宮
内
ひ
と

( 
氏
み
、
岩
崎
純
也
、
北
山
篤
‘
斉
藤
久

安岡
【
八
級
】
清
水
百
恵
‘
古
檎
誠

▲
矢
島
篤
、
山
岸
真
実
、
小
暮
茂
男

石
崎
仁
一

(8) 

「わたしは 2 歳」

放送教室に参加して

機村多加子さん
昌代ちゃん（長女）

＝斗合田＝

部
落
差
別
は
、
封
建
時
代
の
支
配

者
か
、
自
分
達
の
利
益
と
安
定
を
図

る
た
め
、
政
治
的
意
図
的
に
人
々
の

身
分
、
職
業
、
居
住
地
等
を
固
定
し

た
こ
と
に
始
ま
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
最
も
卑
し
い
身
分
と
し

て
規
定
さ
れ
、
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ

る
面
で
厳
し
い
差
別
も
受
け
て
き
た

の
か
部
落
の
人
々
で
あ
っ
た
わ
け
で

す
。そ

の
時
期
に
つ
い
て
は
、
遠
い
昔

に
起
源
が
あ
る
と
も
言
わ
れ
ま
す
か

現
在
の
部
落
差
別
に
最
も
直
接
的
に

結
び
つ
く
の
は
、
江
戸
幕
府
に
よ
っ

て
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
「
士
農
工

商
、
エ
タ
、
非
人
」
の
身
分
制
度
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

支
配
す
る
者
と
、
さ
れ
る
者
と
い

う
立
場
に
た
て
ば
‘
士
を
除
い
た
す

べ
て
の
身
分
は
支
配
さ
れ
る
側
で
あ

り
同
一
の
は
ず
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
を
あ
え
て
‘
ば
ら

ば
ら
に
し
た
の
は
、
民
衆
を
上
下
の

身
分
に
わ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お

互
い
差
別
さ
せ
支
配
さ
れ
る
者
に
と

っ
て
の
本
当
の
敵
が
‘
支
配
者
で
あ

る
武
士
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
わ
か

ら
な
く
し
た
わ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
部
落

こ
の
教
室
に
参
加
し
て
‘
七
カ
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
初
め

て
の
子
供
の
育
児
を
、
不
安
と
期
待

が
入
り
交
じ
る
中
で
、
ど
う
に
か
順

調
に
成
長
し
て
く
れ
た
娘
。

そ
の
大
半
を
、
育
児
書
に
頼
っ
て

い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
教
室
は
と

て
も
有
意
義
な
も

の
で
し
た
。
同
じ

年
齢
の
子
供
を
持

つ
母
親
達
で
す
か

ら
、
相
談
・
悩
み

ご
と
は
同
じ
よ
う

な
も
の
で
す
。
お

互
い
体
験
を
語
っ

た
り
‘
ア
ド
バ
イ

ス
し
合
う
こ
と
か

り
に
つ
い
て
、
人
種
や
職
業
や
宗
教

か
違
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
”
人
種
起
源
説
、
職
業
起
源

説
‘
宗
教
起
源
認
と
か
い
う
根
拠

の
な
い
誤
っ
た
考
え
方
が
あ
り
‘
必

ず
し
も
正
し
い
認
識
か
広
か
っ
て
い

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
生
ま

れ
ま
す
。
そ
ん
な
中
か
ら
、
自
分

の
子
供
ば
か
り
で
は
な
い
ん
だ
な

あ
と
安
心
す
る
こ
と
も
、
何
ん
ど

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
何
よ

リ
も
勇
気
づ
け
て
く
れ
る
の
か
講

師
の
先
生
方
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
か
ら
‘
母
と
子
の

き
ず
な
も
深
ま
り
‘
子
供
も
喜
ん

で
い
ま
す
。
私
は
、
参
加
し
て
、

育
児
に
対
す
る
知
識
は
育
児
書
以

上
の
も
の
と
な
っ
て
身
に
つ
き
ま

し
た
。こ

れ
か
ら
も
‘
子
供
の
成
長
を

楽
し
み
に
、
三
歳
に
向
か
っ
て
、

か
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

部
落
差
別
の
お
こ
り

差
別
は
、
長
い
間
に
日
本
独
得
の
因

習
や
慣
習
と
も
深
く
結
び
つ
い
て
、

民
主
国
家
と
な
っ
た
今
日
に
お
い
て

も
‘
な
お
、
解
消
さ
れ
ず
に
残
っ
て

い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
部
落
差
別
の
お
こ

春の青少年健全育成運動

59年 3 月 16 日～ 4 月 15 日

推＝進＝目＝標

0青少年に有意義な生活を送るだめの自覚を高めさせよう

0青少年の非行交通事故その他の事故を防止しよう

0青少年をめくる攘境の浄化を進めよう

る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

し
か
し
‘
時
の
支
配
者
に
よ
っ
て

故
意
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
‘

当
然
私
た
ち
自
身
の
力
に
よ
っ
て
改

め
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
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こ
の
国
の
水
稲
栽
培
の
歴
史
は
、

約
千
年
ば
か
り
前
に
キ
リ
ス
ト
教
の

牧
師
か
伝
え
て
い
る
。
品
種
と
し
て

は
、
全
国
で
三
十
品
種
は
ど
で
、
そ

の
内
、
十
品
種
程
度
が
主
と
し
て
作

ら
れ
て
い
る
。

栽
培
面
積
は
、
一
八
万
h
aで
年
間

六
五
万
卜
／
の
生
産
量
を
記
録
し
て
い

る
。
農
家
一
戸
平
均
の
耕
作
面
積
は

五
o
h
aで
二
五
h
a以
下
の
農
家
は
兼

業
農
家
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
の
米
生
産
量
の
六
割
は

輸
出
に
、
残
り
が
国
内
消
費
だ
。
こ

の
国
は
来
に
関
し
て
は
世
界
と
太
刀

打
ち
で
き
る
国
な
の
で
あ
る
。

栽
培
暦
を
め
く
っ
て
み
よ
う
。

春
耕
は
3

月
に
始
ま
る
。
勿
論
機
械

化
農
業
で
あ
る
。
一
口
に
言
え
ば
「
湛

水
機
械
化
ば
ら
播
き
」
で
あ
る
。
一

h
aに
二
百
存
年
の
籾
を
播
種
前
二
日
間

水
に
浸
種
し
て
発
芽
す
る
前
に
播
種

を
す
る
。
発
芽
率
三
0
％
程
度
で
あ

る
。
こ
の
地
方
は
、
害
虫
対
策
は
ほ

と
ん
ど
不
要
と
の
こ
と
で
、
除
草
剤

の
散
布
と
病
気
の
防
除
程
度
で
薬
剤

散
布
は
比
較
的
楽
ら
し
い
。
最
終
的

に
農
家
は
一
h
a当
り
七
0
0
ド
ル
位

の
純
益
を
得
る
よ
う
で
あ
る
。

イ
タ
リ
ア
農
業
は
、
米
・
果
物
が
主

な
収
入
源
で
あ
る
。
農
家
に
は
、
大

農
機
具
を
は
じ
め
‘
乾
燥
貯
蔵
施
設

も
備
え
、
日
本
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
、

機
械
利
用
組
合
を
一
農
家
で
、
所
有

し
て
い
る
よ
う
な
も
の
に
は
驚
ろ
か

さ
れ
ま
し
た
。

《
イ
タ
リ
ア
研
修
レ
ポ
ー
ト
》

社
会
体
育
館
、
小
・
中
学
校
の
校

庭
、
利
根
川
河
川
敷
運
動
場
を
利
用

さ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
‘
登
録
か

必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
等
の
施
設
は
、
皆
さ
ん
に
、

公
平
か
つ
円
滑
に
ご
利
用
い
た
だ
＜

た
め
、
代
表
者
会
議
か
開
か
れ
、
そ

の
席
上
で
登
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

代
表
者
会
議
は
次
の
と
お
り
行
わ

れ
ま
す
。

▼
日
時
…
3

月

2
1日
困
午
後

7

時

▼
会
場
…
中
央
公
民
館
会
議
室

▼
対
象
者
…
1
0人
以
上
で
構
成
さ
れ

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
（
成
人

の
監
督
者
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
）

※
く
わ
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
場
（
河
川
敷
）
を
利
用

し
だ
い
人
は
登
録
（
更
新
）
を

河
川
敷
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
現
在
、

ス
ポ
ー
ツ
団
体
は
登
録
を

伝
言

0
金
子
利
一
さ
ん
（
入
ヶ
谷
）
は
、

亡
父
供
養
の
た
め
三
十
万
円
。

0
野
本
高
男
さ
ん
（
大
輪
）
は
、
福

祉
の
た
め
に
と
五
千
円
。

蒼
闊
銀
店
明
和
給
油
所
（
代
表
、
奈

良
朝
美
さ
ん
）
は
‘
つ
り
銭
の
一
部

二
0
九
七
円
。

圏
匿
名
で
二
0
0
円
。

そ
れ
ぞ
れ
、
杜
会
福
祉
の
た
め
に

使
っ
て
下
さ
い
と
奉
仕
銀
行
（
社
会

福
祉
協
議
会
）
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
利
用
し
て
い
る
人
で
、
四
月
以

降
続
け
て
利
用
し
た
い
人
は
、
更
新

手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
く
利
用
し
た
い
人
も

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

奎
更
新
登
録
1
1
3

月
中
に

0
新
規
登
録
1
1
3

月
か
ら
随
時

〇
利
用
会
費
1
1

二
千
円
（
年
間
）

圏
申
込
先
1
1

社
会
体
育
館
事
務
局
へ

館
林
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
で
は

「
あ
か
ぎ
国
体
」
九
人
制
成
年
女
子

の
部
優
勝
の
群
馬
銀
行
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
を
招
き
‘
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

奎
日
時
1
1
4

月
1

日
回
午
後

1

時

奎
会
場
1
1

城
沼
体
育
館
（
館
林
市
）

圏
参
加
料
1
1

無
料

圏
対
象
者
1
1

家
庭
婦
人
（
見
学
自
由
）

圏
申
込
み
・
問
合
せ
1
1

館
林
市
教
育

委
員
会
体
育
課
へ(6⑰
4
1
1
1
)

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
—
ル
教
室
（
無
料
）村

3月
10 日

村日
11 日
13 日

15 日

16 日

20 日

21 日

24 日

26 日

27 日

28 日

30 日

4 月
9 日

9 日

15 日

の 、
つ

き

議会定例会招集（ 17 日まで）

公民館まつり

消防団車輛パレード
母親学級

体育指導員会議

明和中学校卒業式

第 11 回剣道大会

社会福祉協議会評議員会

東小改築竣工式

幼稚園卒園式（東・中・西）

小学校卒業式（東・西）

保育園卒圏式（東・中・西）

保健センター竣工式

小・中学校入学式

幼稚園入園式

人権・行政·心配ごと相談

酒
タ
バ
コ
も
絶
ち
て
そ
の
ま
ま
逝
か

ち
ち

し
め
し
舅
の
墓
処
に
酒
く
み
交
す

石
村
艶
子

白
き
衣
の
忙
し
く
う
ご
く
夜
の
院
陣

た
む痛

娘
に
添
ひ
そ
つ
と
座
し
居
り

始
沢
良
子

我
子
の
如
手
し
ほ
に
か
け
し
生
き
甲

斐
の
公
民
館
に
菊
花
の
か
ほ
り

篠
木
よ
し

彩
あ
せ
て
衰
へ
し
る
き
サ
ル
ビ
ア
の

冬
さ
ぶ
雨
の
ひ
ね
も
す
や
ま
ず

砂
賀
久
美
子

明
日
雨
か
麦
播
き
急
ぐ
夕
暮
れ
て
さ

ん
ま
焼
く
香
の
た
だ
よ
ふ
畠
に

立
川
ツ
ヤ
子

足
萎
へ
し
友
と
歩
巾
を
合
せ
ゆ
く
木

の
葉
時
雨
の
上
野
の
森
を立

川
ふ
さ

さ
ま
よ
ひ
の
果
て
に
行
き
つ
く
吹
き

だ
ま
り
積
も
る
落
葉
に
霜
冷
た
か
り

立
川
文
子

館林市営火葬場使用料改定について

昭和59年度（ 4 月 1 日）から使

用料か次のとおり改定になります

区 分 種 別 単位
使用料

館林市民以外

I 2 歳以上 I 体 30,000円

火葬炉 I 2 歳未満 I 体 20,000円

死 産 児 I 体 直 ODO円

待合室 I • 2 • 3 • 4 号各室 1 回 3,000円

寄
付
あ
り
が
と
う

早
霜
の
憂
ひ
あ
る
宵
取
り
込
み
し
黄

菊
に
母
の
そ
の
後
を
思
ふ橋

本
伐
子

黄
菊
咲
き
亡
夫
の
笑
顔
の
顕
ち
て
来

る
夕
飼
の
箸
の
は
か
ど
ら
ず
を
り

蓮
見
タ
カ

そ
れ
ぞ
れ
に
競
ひ
て
月
に
鳴
ら
し
た

お
さ
な

り
藁
鉄
砲
の
幼
友
達
い
づ
べ
に

野
ロ
タ
カ

故
郷
近
き
駅
の
カ
ン
ナ
の
紅
燃
え
て

と
も

小
学
校
の
詩
級
友
も
浮
び
来

儀
川

千
秋

61 76 

氏

死
亡
月
日

I

死
亡
ー

ー
出
生
ー

氏
名

保
護
者
続
柄

内
田
雅
人
浩
幸
長
男
中
谷

1

月
8

日

奈
良
浩
美
保
二
女
田
島

1

月

2
6日

中
島
庸
仁
宜
長
男
大
佐
貰

1

月

3
1日

清
水
由
香
理
義
行
長
女
南
大
烏

1

月

3
1日

石
川
麻
里
淳
一
長
女
矢
島

2

月
3

日

吉
本
秀
樹
太
美
也
長
男
須
貿

2

月
7

日

田
口
陽
子
範
幸
長
女
大
輪

2

月
9

日

谷
津
芳
伯
進
―
二
男
新
里

2

月

1
0日

瀬
下
貨
之
克
己
長
男
新
里

2

月

1
4日

斉
藤
歩
美
忠
也
―
―
女
中
谷

2

月

1
5日

田枷丸金奈薗
口場山子良田

つハさ丈由邦
ねナい吉雄松名

82 96 66 68 闊

晃：：：：：世
は帯

一新主

地
区

大
佐
貫

せ
つ
田
島

入
ヶ
谷

忠清久利
太次

雄郎郎一

川田上
江

俣島黒

2

月
2

日

2

月
8

日

2

月

1
2日

2

月

1
3日

2

月

1
6日

2

月

2
0日

地
区

生
年
月
日

ぁ
予
ょ
｀

（
｀
ぶ
く
れ
升



昭和59年 3 月 10 日 広 幸艮 め し＼ わ 第270号 (10) 

2月の

疇万『こ如6
救急車出動回数
●交通事故 l 件
●急病 5 件
●その他 2 件

●計 8 件

匡 回 回

健康相談（無料）

：嘉
館林邑楽地区 館林地区 明和地区

日
産婦人科 耳鼻科 内 科外科 千代田

3 月 18 日 六吉 悶 医院 Il ¥ 胃 医院 安楽岡医院合{ 72 } 0572 海 胃 医院 館林地区が
てなff(7 I 6 3 0 fi'(7 0606 大島診療所合 77 1503 ff(7 3 I 5 5 担当します

曜 か］
3 月 25 日

佐々木医院 大 り 医院 大石医院合{ 74 } 2362 津久井医院 館林地区が
合(62) 2 6 2 3 fl(6 2 2 0 0 堀越医院合 73 4151 合(72) 3 3 I 6 担当します ［羹灯当

4 月 1 日
横田医院 川田百鼻科医院 増田医院合{ 72 } 1387 岡田医院 小西医院
fl(72) 0 2 5 5 匹（ 7 3 3 I 4 阿久津医院合 72 3315 fl(72) 3 I 6 3 合(86) 2 2 6 I 

Ii 番

4 月 8 日 ：/丘,、 野8) 医院 Il ¥ 百 医院 田内医院穴{ 72 } 3855 宇 げ 医院 館林地区が いの
ff(8 5 6 7 8 匹（ 7 0 6 0 6 須田医院fl' 72 0862 合(7 8 7 6 I 担当します ゜で

医
喜4 月 15 日

白沢医院 川田医院 多々良診療所合{ 72 } 3060 館林医院 竹越医院
合(72) I 6 0 0 fi(72)3 7 2 4 大塚医院fl' 72 DI 76 fi'(74) 2 I I 2 ff(84) 3 I 3 7 でで

回

幼児ツベルクリン反応検査

結
核
感
染
の
有
無
を
調
べ
る
た
め
次
の
と

お
り
‘
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を
行
い
ま

す
の
で
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

蒼
該
当
児
1
1

昭
和
5
8
年
1月
1

日

1
1
2月
3
1

日
の
間
に
生
ま
れ
た
者
及
び
未
実
施
者
の
う

ち
、
四
オ
に
達
し
て
い
な
い
者

査
期
日

▼
四
月
四
日
因
ッ
ベ
ル
ク
リ
ン
注
射

◎
持
参
す
る
も
の
1
1

母
子
手
帳
・
通
知
書

▼
四
月
六
日
⑤
判
定
・
陰
性
者
に

B
C
G

接
種

◎
持
参
す
る
も
1
1

母
子
手
帳
・
問
診
票

屯
場
所
1
1

保
健
セ
ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館

の
北
側
）

※
詳
し
く
は
、
役
場
保
健
課
に
お
た
す
ね
く

だ
さ
い
。

あなだの愛犬に予防注射を

恐
し
い
犬
の
狂

犬
病
を
予
防
す
る

た
め
、
毎
年
一
回

の
登
録
と
‘
春
秋

二
回
の
予
防
注
射

が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
（
春

季
）
も
次
の
日
程

で
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
近
く
の

場
所
で
必
す
受
け

て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
1
1

生
後
三

0
王

カ
月
以
上

ェ

▼
料
金
1
1

四
0
0

日

0
円
（
手
数
料
等
）
施

※
く
わ
し
く
は
役
実

※
 

場
保
健
課
ヘ

実施月日 曜日 時 間 場 所

午前 9 00~10 00 斗合田集落センター

4 月 4 日 月
午前 10 30~11 30 東部 児童館

午後 1 00~1 45 江 ロ 集会所

午後 2 15~3 00 田 江后I 出荷所

午前 9 00~10 00 明和農協第 1 支所

4 月 5 日 火
午前10 30~11 30 大輪下公民館

午後 1 00~1 45 矢•島転作促進研修施設

午後 2 15~3 00 中 谷教学院

午前 9 00~10 00 南大島集会所

4 月 6 日 水 午前10 30~11 30 梅原三島神社

午後 1 00~3 00 役 場

票立館林高校定時制生徒募集
4月 1 日から
住民票なと交付手数料200円に

役
場
か
ら
、
住

民
票
、
印
鑑
証
明

書
、
そ
の
他
諸
証

明
を
交
付
す
る
際

の
手
数
料
が
四
月

一
日
か
ら
、
現
行

の
百
円
か
ら
二
百

円
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
、

一
ご
協
力
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

同
高
校
で
は
、

五
十
九
年
度
の
定

時
制
生
徒
を
次
の

と
お
リ
募
集
し
て

い
ま
す
。
働
き
な

か
ら
夜
間
学
ぼ
う

と
す
る
意
欲
的
な

か
た
に
最
も
適
し

て
い
ま
す
。
学
費

も
わ
ず
か
し
か
か

か
り
ま
せ
ん
。

健
康
に
つ
い
て
、

不
安
か
あ
る
‘
血

圧
か
気
に
な
る
I

と
い
う
人
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
日
時
1
1
4

月
3

日
因
、
受
付
は
、

午
後
1

時
＼
2

時
ま
で

▼
会
場
1
1

保
健
セ

村
か
発
注
す
る

建
設
工
事
や
物
品

購
入
の
指
名
を
受

け
た
い
業
者
は
、

三
月
二
十
日
ま
で

に
「
入
札
指
名
参

加
願
」
を
役
場
総

務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、

提
出
書
頷
様
式
等

は
、
建
設
省
統
一

様
式
で
す
。

▼
募
集
定
員
…
普
通
科
4
0
人
（
男
女
）

▼
願
書
受
付
期
間
…
3
月
1
6
日
1
2
1

日
（
午
前
9
時
1

午
後
4
時
ま
で
）

▼
試
験
日
…
3
月
2
6
日

▼
試
験
科
目
…
国
語
・
数
学
·
面
接

▼
合
格
発
表
…
3
月
2
8
日

〇
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先

〒
3
7
4
館
林
市
小
桑
原
三
匡
一
番
地
『
群

馬
県
立
館
林
高
等
学
校
定
時
制
』

(
6⑰
4
3
0
7
)
に
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

ン
タ
ー
（
中
央
公
民
館
の
北
側
）

▼
対
象
1
1

村
民
一
般

▼
内
容
1
1

医
師
に
よ
る
相
談
・
検
尿

・
血
圧
測
定

※
く
わ
し
く
は
‘
役
場
保
健
課
に
お

た
す
ね
く
だ
さ
い
。

／
宣

｀
い

入札参加願は3/20日まで

29 28 27 
’'日'’日日

各
種
健
診
日

各
種
健
診
を
毎
月
次
の
日
程

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

乳
幼
児
健
診
（
第
二
木
曜
日
）

妊
婦
健
診
（
第
三
木
曜
日
）

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
、
受
付
は
当
日
の
午
後
1

時
1
2

時
ま
で
で
す

今
月
の
納
め

今
月
の
納
税
は
、
水
道
使
用

料
、
農
業
共
済
（
施
設
園
芸
）
で
す

集
合
納
入
日

中
央
公
民
館
和
室

明
和
農
協
第
一

矢
島
転
作
促
進
（
施
）

東
部
児
童
館

斗
合
田
集
落
（
セ
）

3
月
1
5
日
午
前
1
0

時
1

午
後
3
時
ま
で

館
林
市
民
相
談
室

（
旧
市
役
所
一
階
）

相
談
は
無
料
で
、
専
門
の
相

談
員
か
助
言
指
導
を
さ
れ
ま
す

▼
会
場

▼
日
時 交
通
事
故
相
談

• • 月
会 日

例場 時
9ィ丁-

<
時 3 政

1 月

^ 午 15 人
三後日 権会 3

‘`— 議時 午月`’LJ 相室ま
＝目火火で‘10

←つ積雪量・・9•11. 1 cm(1 月 19 日）・ 10.5cmo 月 22 日）・ 15.5cmo 月 31 B) ｷ22. Ocm(2 月 17~18 日） •8.0cm(2 月 26 8) "館林消防本部観測
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